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「青森市障がい者総合プラン（素案）」に対する意見募集の結果について 

 

 

市が実施いたしました「青森市障がい者総合プラン（素案）」に対する意見募集に対し、ご意見をいた

だき誠にありがとうございました。 

  

１ 意見の募集期間  

令和6年10月1日（火）～ 令和6年10月31日（木）まで 

 

２ 意見の募集方法  

 公表資料をホームページに掲載したほか、青森市福祉部障がい者支援課（駅前庁舎1階）、浪岡振興

部健康福祉課（浪岡庁舎1階）、ロビー（本庁舎1階）、情報公開コーナー（本庁舎3階）、駅前庁舎総

合案内そば縦覧スペース（駅前庁舎1階）、柳川情報コーナー（柳川庁舎1階）、浪岡庁舎閲覧コーナ

ー（浪岡庁舎1階）、各支所（5箇所）、各市民センター（11箇所）、東岳コミュニティセンター、高田

教育福祉センター、浪岡中央公民館、青森市福祉増進センター（しあわせプラザ）（青森市本町四丁目

1番3号）、青森市総合福祉センター2階（青森市中央三丁目16番1号）に備え付けました。 

 また、意見の提出方法は、電子メール、郵送（封書・はがき）、ファックス及び直接持参のいずれか

によることとしました。 

 

３ 提出された意見 

1名の方から2件のご意見をいただいました。意見の内訳は次のとおりです。 

意見の内訳 反映 
記述・ 

整理済 

実施段 

階検討 

反映 

困難 
その他 

対象 

事項外 
計 

第2部 各論 

第2章 地域生活支援の充実 
1 0 0 1 0 0 2 

計 1 0 0 1 0 0 2 

 

「反映」  ・・・記述の追加等意見の全部又は一部を反映させるもの 

「記述・整理済」 ・・・計画に記述しているもの、市の考え方が整理されているもの 

「実施段階検討」 ・・・計画の実施段階で検討するもの 

「反映困難」 ・・・反映が困難なもの 

「その他」 ・・・上記以外のもの 

「対象事項外」 ・・・施策の体系外への意見 

 

４ プランの策定 

 「青森市障がい者総合プラン」は、皆様からいただいたご意見・ご提案を踏まえ、策定しました。 
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５ 意見の募集結果と策定したプランの公表 

「提出された意見の概要と市の考え方」と策定いたしました「青森市障がい者総合プラン」につきま

しては、市のホームページに掲載するほか、青森市福祉部障がい者支援課（駅前庁舎1階）、浪岡振興

部健康福祉課（浪岡庁舎1階）、ロビー（本庁舎1階）、情報公開コーナー（本庁舎3階）、駅前庁舎総

合案内そば縦覧スペース（駅前庁舎1階）、柳川情報コーナー（柳川庁舎1階）、浪岡庁舎閲覧コーナ

ー（浪岡庁舎1階）、各支所（5箇所）、各市民センター（11箇所）、東岳コミュニティセンター、高田

教育福祉センター、浪岡中央公民館、青森市福祉増進センター（しあわせプラザ）（青森市本町四丁目

1番3号）、青森市総合福祉センター2階（青森市中央三丁目16番1号）でご覧いただけます。 

 なお、縦覧期間については、令和6年12月27日（金）から令和7年1月26日（日）までとなって

おりますが、市のホームページでは随時ご覧いただけます。 

 

（公表資料） 

  ○「青森市障がい者総合プラン（素案）」に提出された意見の概要と市の考え方 

  ○青森市障がい者総合プラン【概要版】 

  ○青森市障がい者総合プラン 

 

６ 問合せ先 

青森市福祉部 障がい者支援課  電話 017-734-2317 
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「青森市障がい者総合プラン（素案）」に提出されたご意見と市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 意見の概要 市の考え方 
反映

状況 

1 【各論】第２章 

 地域生活支援の充実 

❶生活支援の充実 

主な取組（１） 

相談支援体制の充実 

ピアサポーターの養成 

私は、知的障がいを持っています。 

昨年受講した県の委託で弘前市の

社会福祉法人が開催した「障がい者ピ

アサポート養成研修」には、精神障が

いはもとより、身体・知的・難病など

様々な障がいのあるかたが参加して

いました。 

 市では、精神障がい者を対象に研修

会等の開催を想定していますが、それ

以外の障がいのある人も含むべきだ

と思います。 

青森県では、自ら障がいや疾病の経験を持ち、その

経験を活かしながら他の障がいや疾病のある障がい

のあるかたの支援を行うピアサポーター及びピアサ

ポーターの活用方法等を理解した障がい福祉サービ

ス事業所等の管理者等の養成を図り、県内の障がい福

祉サービスにおける質の高いサポート活動の取組を

支援するため、「障がい者ピアサポート養成研修」を

令和5年度から実施しております。 

プランに記載の「ピアサポーターの養成」について

は、近年、本市においても精神障害者保健福祉手帳所

持者が増加していることから、地域活動支援センター

において、精神障がいのあるかたを対象にピア活動を

より充実することを目的に研修会を、同じ仲間として

交流することによる支援の輪を広げることを目的に

交流会を開催しているところです。 

今後、身体・知的障がいのかたを対象とした研修会

等の開催についても、関係機関と連携して進めてまい

ります。 

 ご意見を踏まえ、取組内容の記述を修正し反映しま

した。 

 

地域活動支援センターにおいて、同じような障がい

や悩みを抱えるかたが互いに支え合えるよう、障がい

者ピアサポーターを養成するための研修会等を開催

します。 

 

反映 
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No 項目 意見の概要 市の考え方 
反映

状況 

2 【各論】第２章  

地域生活支援の充実  

 ➌地域生活支援サービス

の充実 

 主な取組（１） 

 地域での生活を支援する 

障害福祉サービス等の 

提供 

グループホームに関して、充実し

てほしいです。 

 現在、青森市内にあるグループホー

ムは、シェアハウス型（キッチン・ト

イレ・浴室等が共用）が中心で、アパ

ート型（居室にキッチン・トイレ・浴

室等があるタイプ）がないのが現状で

す。市営住宅の空き部屋の一部をアパ

ート型として提供している自治体も

ありますので、希望している障がい者

に提供してほしいです。 

現在本市では、市営住宅の維持管理コストを削減

し、より効率的な運用を目指すため、青森市公営住宅

等長寿命化計画に基づき市営住宅の集約化を計画的

に進めており、今後においては、余剰住戸の発生が少

なくなることが想定されるため、市営住宅の空き部屋

の一部をグループホームに提供することは難しい状

況でありますことをご理解願います。 

なお、国においては、障害福祉計画における基本指

針において、自立支援の観点から地域における居住の

場として、グループホームの充実を図ることとしてお

り、本市プランにおいても、「（１）地域での生活を支

援する障害福祉サービス等の提供」の取組「障害福祉

サービスの充実」の中で、共同生活援助（グループホ

ーム）を含む障害福祉サービス全般を確保していくこ

ととしています。 

また、シェアハウス型やアパート型という区分分け

は制度上無いものの、本市においては、民間のアパー

トを活用したグループホームが増加傾向にあります

ことから、グループホームの選択にあたっては相談支

援事業所へ相談していただければ、ご本人の障がい特

性に配慮しながら、ご本人の意思を尊重した調整を行

うなどの支援を行いますので、まずは担当している相

談支援事業所へ相談されるようお願いします。 

反映

困難 
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第１章 プランの基本的事項

「青森市障がい者総合プラン」（案）の概要

１ プラン策定の趣旨
○平成28年3月に「青森市障がい者総合プラン」を策定
○この間、国において、様々な法が整備され、法の趣旨を踏まえ、

令和5年3月に「障害者基本計画（第5次）」を策定
（計画期間:令和5年度から令和9年度）

○県においても、令和5年3月に「第4次青森県障害者計画」を策定
（計画期間:令和5年度から令和8年度）

○本市においても、令和5年度をもって「青森市障がい者総合プラン」
の計画期間が終了したことから障がい者施策を総合的かつ計画的に
推進するため、新たなプランを策定します。

２ プランの位置付け
○障害者基本法に基づく「市町村障害者計画」として策定します。
○本市の「青森市総合計画」を上位計画とし、「青森市障がいの

ある人もない人も共に生きる社会づくり条例」及び「青森市手話
言語の普及及び多様な意思疎通の促進に関する条例」に基づく取
組を包含するもので他の関連計画との整合性を図りながら、本市
が取り組むべき障がい者施策を総合的に推進します。

○また、障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき、障害福祉
サービスの見込量等を定めた青森市障がい福祉計画を本プランの
実施計画として位置付けています。

○なお、成年後見制度の利用の促進に関する法律に基づく市町村
における成年後見制度の利用の促進に関する施策についての基
本計画も含みます。

３ プランの期間
令和6年度から令和10年度（5年間）
※前期基本計画と同期間

第１部 総論

４ プランの推進
○「青森市健康福祉審議会障がい者福祉専門分科会」において、

継続的にプランの進捗状況の評価及び検証を実施
○「青森市障がい者自立支援協議会」において、障がいのあるかた

などのニーズの把握

第２章 障がい者福祉の現状
１ 国の制度改⾰等
○障害者差別解消法改正（R6.4施行）

・事業者への合理的配慮の提供義務化 等

○障害者総合支援法改正（R6.4施行）
・基幹相談支援センターの設置 等

○精神保健福祉法改正（R6.4施行）
・精神保健に課題を抱える方も対象とした相談支援 等

○障害者雇用促進法改正（R6.4施行）
・障害者雇用率の段階的引き上げ（R6.4から2.5%、R8.7から2.7%） 等

○障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法
（R4.5施行）

・情報の十分な取得利用、円滑な意思疎通の推進 等

○医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律
（R3.9施行）

・医療的ケア児及びその家族に対する支援 等

○読書バリアフリー法（R1.6施行）
・視覚障害者等の読書環境の整備

２ 障がい者数の推移
【R1⇒R5】
○手帳交付状況の変化

身体障害者手帳 R1 11,816人 ⇒ R5 10,774人（8.8％減）

愛護手帳（療育手帳） R1 2,958人 ⇒ R5  3,146人（6.4％増）

精神保健福祉手帳 R1 3,524人 ⇒ R5  4,129人（17.2％増）

○障害支援区分認定者の高齢化・重度化
区分6の認定者数 R1 579人 ⇒ R5 687人（108人増）

○サービス利用者数の増
障害福祉サービス利用者数 R1   3,673人 ⇒ R5 4,062人（10.6％増）
障害児通所支援利用者数 R1       795人 ⇒ R5 1,417人（78.2％増）

３ アンケート調査
○障がいのあるかたの生活実態やニーズ等の把握を目的として実施

○令和5年度末時点の障がい者手帳所持者から2,500人を無作為抽出
○調査期間 令和5年10月
○回収数 1,293件
○回収率 51.7％

基本理念

障がいのある人もない人も、
誰もが互いを尊重し、支え合い、

住み慣れた地域で安心して暮らせるまち
〜共⽣社会の実現〜

第２部 各論

第１章 障がい・障がい者への理解促進及び権利擁護の推進
１ 障がいに対する理解の促進
(1)障がいに対する正しい理解に向けた啓発

(2)障がいを理由とする差別の解消

２ 権利擁護の推進
(1)虐待防止体制の強化

(2)成年後見制度の利用促進と体制の強化

第２章 地域⽣活支援の充実
１ 生活支援の充実
(1)相談支援体制の充実

(2)各種手当の支給等による経済的支援

２ 人材の育成と確保
(1)相談支援専門員等の育成・確保

(2)地域福祉サポーター制度の普及促進

３ 地域生活支援サービスの充実
(1)地域での生活を支援する障害福祉サービス等の提供

(2)地域における生活支援機能の充実

(3)障がいの特性やニーズに応じた移動支援

４ 保健・医療の充実
(1)障がいの早期発見

(2)保健・医療・福祉の連携

第３章 教育の充実及び⾃⽴した⽣活の支援
１ 教育・保育におけるインクルーシブの推進
・ 障がいの状態やニーズに応じた教育・保育の推進

２ 障がいのある子どもや家族への支援の充実
(1)早期からの教育・相談・支援体制の充実

(2)障がい児の日中活動支援

３ 雇用・就業の促進
(1)雇用の拡大と就労支援

(2)福祉施設から一般就労への移行支援

４ スポーツ・文化芸術活動への参加促進
(1)スポーツ活動への参加促進

(2)文化芸術活動への参加促進

(3)交流機会の充実

第４章 安全・安心な⽣活環境の整備
１ 生活・住環境の整備
(1)道路交通環境・公共施設等のバリアフリー化の推進

(2)冬のバリアフリーの推進

２ 安心・安全なまちづくりの推進
(1)防災・防犯対策の推進

(2)地域で支え合う体制の充実

第５章 情報アクセシビリティの向上及び意思疎通支援の充実
１ 情報アクセシビリティの向上
・ 障がいの特性に配慮した情報の提供

２ 意思疎通支援の充実
・ 「青森市手話言語の普及及び多様な意思疎通の促進に関する条例」の施策の推進

３ 読書バリアフリーの推進
・ 読書環境の整備の推進

第３章 基本理念と基本⽅向

資料２
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第１章 障がい・障がい者への理解促進及び権利擁護の推進

１ 障がいに対する理解の促進（３９ページから４２ページ）

・幼少期から障がいや障がいのあるかたへの正しい理解を深めるための機会の充実を図ります。
・障がいを理由とする不当な差別的取扱いの禁⽌や合理的配慮の提供について理解啓発を⾏います。

（１）障がいに対する正しい理解に向けた啓発 （２）障がいを理由とする差別の解消
【主な取組（抜粋）】
○ 啓発活動の推進（障害者週間等の広報啓発活動）
○ 障がいの理解講座や研修の実施（保育所、⼩・中学校、市⺠、市職員等を対象とした講座等）
○ ⺠間事業者への意識啓発の促進（合理的配慮の提供を⽀援するための出前講座の実施） など

２ 権利擁護の推進（４３ページから４５ページ）

・障がい者虐待事案に対して、速やかに対応できるよう、事業所等との連携体制を整備します。
・地域包括⽀援センターや相談⽀援事業所などと連携した地域連携ネットワークを構築し、成年
後⾒制度利⽤促進に向けた取組を推進します。

（１）虐待防⽌体制の強化 （２）成年後⾒制度の利⽤促進と体制の強化
【主な取組（抜粋）】
○ 障がい者虐待防⽌センター設置による体制の確保
○ 成年後⾒制度の利⽤促進（相談⽀援の機能強化） など

第２章 地域生活支援の充実

２ 人材の育成と確保（５１ページから５２ページ）

・地域の相談⽀援や障害福祉サービスの提供を担う人材の育成及び資質の向上を図ります。

（１）相談⽀援専門員の確保 （２）相談⽀援専門員等の育成・確保
（３）地域福祉サポーター制度の普及促進
【主な取組（抜粋）】
○ 相談⽀援専門員の育成（ケース検討の実施等） など

3 地域生活支援サービスの充実（５３ページから５６ページ）

・親亡きあとを⾒据えた地域での⽣活を⽀援するため、サービス提供事業者などと連携しながら、
地域における⽣活を包括的に⽀援する体制の充実を図ります。

・障がいのあるかたの意向を尊重した障害福祉サービス等を提供し、一人ひとりの障がい特性に
応じた⽀援の充実を図ります。

（１）地域での⽣活を⽀援する障害福祉サービス等の提供 （２）地域における⽣活⽀援機能の充実
（３）障がいの特性やニーズに応じた移動⽀援
【主な取組（抜粋）】
○ 障害福祉サービスの充実
○ 地域⽣活⽀援拠点の充実 など

４ 保健・医療の充実（５７ページから５９ページ）

・障がいの原因となりうる疾病等の予防及び早期治療や障がいの早期発⾒を推進します。

（１）障がいの早期発⾒ （２）保健・医療・福祉の連携
【主な取組（抜粋）】
○ 受診しやすい環境づくりの推進
○ 医療的ケア児へのコーディネーターの確保 など

第３章 教育の充実及び⾃⽴した生活の支援

１ 教育・保育におけるインクルーシブの推進（６０ページから６２ページ）

・社会的包摂の観点から、子ども一人ひとりの教育的ニーズや保育ニーズを的確に把握する
ことにより、個別最適な学びの機会等を確保するとともに、一人ひとりの能⼒・可能性を
最大限に伸ばす教育の実現に取り組みます。

・ 障がいの状態やニーズに応じた教育・保育の推進
【主な取組（抜粋）】
○ インクルーシブ教育システムの推進（共に学ぶインクルーシブ理念に基づいた指導や⽀援）
○ インクルーシブ保育の推進（受入体制の整備） など

２ 障がいのある子どもや家族への支援の充実（６３ページから６７ページ）

・医療的ケア児や発達障がいなどの障がいのある子どもの⾃⽴した⽣活を送れる環境づくりを
進めます。

（１）早期からの教育・相談・⽀援体制の充実 （２）障がい児の日中活動⽀援
【主な取組（抜粋）】
○ 療育⽀援体制の充実（保健・福祉・医療・教育の連携強化）
○ 障害児通所⽀援の利⽤促進及び提供体制の確保
○ 医療的ケア児への⽀援体制の充実（ライフステージを通じた切れ目のない⽀援体制）
○ ⻘森県発達障がい者⽀援センターとの連携 など

３ 雇用・就業の促進（６８ページから７０ページ）

・障がいのあるかたが、就労先・働き方について、本人の希望、適正等に合ったより良い選択
を⽀援すること等により、一般就労へ円滑な移⾏、定着を促進します。

（１）雇⽤の拡大と就労⽀援 （２）福祉施設から一般就労への移⾏⽀援
【主な取組（抜粋）】
○ 障がい者雇⽤の促進（市や市内事業者等）
○ 障害福祉サービスによる⽀援（就労移⾏⽀援、就労継続⽀援、就労定着⽀援）
○ 関係機関との連携（公共職業安定所、障害者就業・⽣活⽀援センター等） など

４ スポーツ・文化芸術活動への参加促進（７１ページから７４ページ）

・障がいの有無にかかわらず、市⺠誰もがスポーツ活動に参加できる機会の充実を図ります。
・⽣涯を通して文化芸術を鑑賞したり、体験したりする環境や機会の創出等を進めます。

（１）スポーツ活動への参加促進 （２）文化芸術活動への参加促進 （３）交流機会の充実
【主な取組（抜粋）】
○ 障害者⼿帳アプリ導入の促進（公共施設における利便性の向上）
○ 公共施設等のバリアフリー情報の充実（市ホームページ等による周知）
○ 作品展示会の開催 など

第４章 安全・安心な生活環境の整備

１ 生活・住環境の整備（７５ページから７７ページ）

・障がいのあるかたに配慮したまちづくりを推進します。

（１）道路交通環境・公共施設等のバリアフリー化の推進 （２）冬のバリアフリーの推進
【主な取組（抜粋）】
○ 公共施設のバリアフリー化の推進
○ 除雪ボランティアの確保、育成 など

２ 安全・安心なまちづくりの推進（７８ページから８１ページ）

・⾃助・共助・公助による官⺠一体となった地域防災体制の強化を図るとともに、防災・防犯
対策の向上を図ります。

（１）防災・防犯対策の推進 （２）地域で⽀え合う体制の充実
【主な取組（抜粋）】
○ 関係者、関係機関と連携した避難⽀援体制の強化
○ 地域の防災訓練への参加の促進
○ 医療的ケア児の災害時対策の推進（災害時マニュアルの作成） など

第5章 情報アクセシビリティの向上及び意思疎通支援の充実

１ 情報アクセシビリティの向上（８２ページから８５ページ）

・障がいのあるかたの社会参加に向けて、多様な情報を取得・利⽤できるよう、情報通信に
おける情報アクセシビリティの向上、情報提供の充実等を推進します。

・ 障がいの特性に配慮した情報の提供
【主な取組（抜粋）】
○ 点字版や音声版の配付（福祉ガイドブック、広報あおもり、あおもり市議会だより）
○ 音声コード付記の推進
○ 記者会⾒における⼿話通訳の実施 など

２ 意思疎通支援の充実（８６ページから８７ページ）

・誰もが、障がいのあるかたなど意思疎通が困難なかたの思いや考えを理解し、相互に人格と
個性を尊重し合うために、多様な意思疎通⼿段が必要であることを認識するとともに、多様
な意思疎通⼿段による意思疎通の促進を図ります。

・ 「⻘森市⼿話⾔語の普及及び多様な意思疎通の促進に関する条例」の施策の推進
【主な取組（抜粋）】
○ ⼿話通訳者の設置
○ ⼿話通訳者の養成や要約筆記者等の育成
○ ⼿話通訳者や要約筆記者等の派遣 など

３ 読書バリアフリーの推進（８８ページから８９ページ）

・視覚障がいのあるかたなどの読書機会の充実を図るため、利⽤しやすい図書資料の収集、
貸出や朗読サービスの提供、専門機関と連携した資料の貸出等により、読書環境の整備
を推進します。

・ 読書環境の整備の推進
【主な取組（抜粋）】
○ 録音図書、点字図書等の貸出や朗読サービスの実施
○ 図書館サービス人材の育成の推進 など

１ 生活支援の充実（４６ページから５０ページ）

・基幹相談⽀援センターを中心に、委託相談⽀援事業所と協働し、総合的・専門的な相談⽀援の
実施及び地域の相談⽀援体制の強化を図ります。

（１）相談⽀援体制の充実 （２）各種⼿当の⽀給等による経済的⽀援
【主な取組（抜粋）】
○ 基幹相談⽀援センターの設置（障がいの種別を問わず対応できる相談⽀援）
○ 地域の相談⽀援体制の強化・充実 など

資料２
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用語
よ う ご

の表記
ひ ょ う き

について 

「障害
しょうがい

」の「害
が い

」の字
じ

について、本市
ほ ん し

では、「害
が い

」の字
じ

の否定的
ひ て い て き

なイメ

ージから受
う

ける「差別感
さ べ つ か ん

」や「不快感
ふ か い か ん

」を考慮
こ う り ょ

し、障
しょう

がいのあるかたの

人権
じ ん け ん

をより尊重
そんちょう

するという観点
か ん て ん

から、平成
へ い せ い

26（2014）年
ね ん

４月
が つ

より法律名
ほ う り つ め い

や法令用語
ほ う れ い よ う ご

、固有
こ ゆ う

名詞
め い し

等
と う

を除
の ぞ

き、原則
げ ん そ く

として、人
ひ と

や人
ひ と

の状態
じょうたい

を表
あらわ

す場合
ば あ い

に

は、「害
が い

」の字
じ

をひらがなで表記
ひ ょ う き

しています。このため、本
ほ ん

プランでは「が

い」と「害
が い

」の字
じ

が混在
こ ん ざ い

する表現
ひょうげん

となっています。 
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そ う ろ ん
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だ い
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しょう
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き ほ ん て き

事項
じ こ う
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第１章 プランの基本的
き ほ ん て き

事項
じ こ う

 

 

１  プラン策定
さ く て い

の趣旨
し ゅ し

 

本市
ほ ん し

では、互
た が

いを尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

い、共
と も

に生
い

きるまちの実現
じ つ げ ん

を目指
め ざ

し、平成
へ い せ い

28年
ね ん

3

月
が つ

、「青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そ う ご う

プラン」を策定
さ く て い

（令和
れ い わ

3年
ね ん

2月
が つ

一部
い ち ぶ

改定
か い て い

）し、各種
か く し ゅ

施策
し さ く

に取
と

り組
く

んできました。 

この間
か ん

、令和
れ い わ

3年
ね ん

6月
が つ

には「医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

及
お よ

びその家族
か ぞ く

に対
た い

する支援
し え ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

」

が制定
せ い て い

、令和
れ い わ

4年
ね ん

5月
が つ

には「障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

の取得
し ゅ と く

及
お よ

び利用
り よ う

並
な ら

びに意思
い し

疎通
そ つ う

に係
か か

る

施策
し さ く

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

（障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

アクセシビリティ・コミュニケーション施策
し さ く

推進
す い し ん

法
ほ う

）」が制定
せ い て い

されたほか、「障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せ い か つ

及
お よ

び社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

を総合的
そ う ご う て き

に支援
し え ん

するた

めの法律
ほ う り つ

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そ う ご う

支援法
し え ん ほ う

）」の改正
か い せ い

など、様々
さ ま ざ ま

な法
ほ う

整備
せ い び

が進
す す

められています。 

これら、法
ほ う

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえ、令和
れ い わ

5年
ね ん

3月
が つ

には、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

に基
も と

づき、全
す べ

ての国民
こ く み ん

が、障
しょう

がいの有無
う む

に関
か か

わらず、等
ひ と

しく基本的
き ほ ん て き

人権
じ ん け ん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こ じ ん

とし

て尊重
そんちょう

されるという理念
り ね ん

にのっとり、共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

に向
む

け、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

9

年度
ね ん ど

までの 5年間
ね ん か ん

を計画
け い か く

期間
き か ん

とする「障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
け い か く

（第
だ い

5次
じ

）」が策定
さ く て い

されました。 

県
け ん

においても、令和
れ い わ

5年
ね ん

3月
が つ

、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で、障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も分
わ

け

隔
へ だ

てられることなく相互
そ う ご

に人格
じ ん か く

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し、ともに暮
く

らせる共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

づくりを

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

に令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

までの 4年間
ね ん か ん

を計画
け い か く

期間
き か ん

とする「第
だ い

4次
じ

青森県
あ お も り け ん

障害者
しょうがいしゃ

計画
け い か く

」が策定
さ く て い

されました。 

このような状況
じょうきょう

の中
な か

、本市
ほ ん し

においても、「青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そ う ご う

プラン」が令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

をもって計画
け い か く

期間
き か ん

が終了
しゅうりょう

したことから、「障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も、誰
だ れ

もが互
た が

いを

尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

い、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らせるまち ~共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

~」

を基本
き ほ ん

理念
り ね ん

に、障
しょう

がい者
し ゃ

施策
し さ く

を総合的
そ う ご う て き

かつ計画的
け い か く て き

に推進
す い し ん

するため、新
あ ら

たな「青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そ う ご う

プラン」（以下
い か

「本
ほ ん

プラン」という。）を策定
さ く て い

します。 

第
だ い

1章
しょう
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１部
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 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

１章
しょう

 プランの基本的
き ほ ん て き

事項
じ こ う
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２  プランの位置付
い ち づ

け 

本
ほ ん

プランは、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

第
だ い

11条
じょう

第
だ い

3項
こ う

に基
も と

づく「市町村
し ち ょ う そ ん

障害者
しょうがいしゃ

計画
け い か く

」として策定
さ く て い

するもので、国
く に

の障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
け い か く

（第
だ い

5次
じ

）及
お よ

び第
だ い

4次
じ

青森県
あ お も り け ん

障害者
しょうがいしゃ

計画
け い か く

を踏
ふ

まえると

ともに、本市
ほ ん し

の「青森市
あ お も り し

総合
そ う ご う

計画
け い か く

」を上
じょう

位
い

計画
け い か く

とし、「青森市
あ お も り し

障
しょう

がいのある人
ひ と

もない

人
ひ と

も共
と も

に生
い

きる社会
し ゃ か い

づくり条例
じょうれい

」第
だ い

4条
じょう

及
お よ

び「青森市
あ お も り し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の普及
ふ き ゅ う

及
お よ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そ く し ん

に関
か ん

する条例
じょうれい

」第
だ い

4条
じょう

に基
も と

づく取組
と り く み

を包含
ほ う が ん

するものであり、「青森市
あ お も り し

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」、「青森市
あ お も り し

こども計画
け い か く

」など他
た

の関連
か ん れ ん

計画
け い か く

との整合性
せ い ご う せ い

を図
は か

りながら、本市
ほ ん し

が

取
と

り組
く

むべき障
しょう

がい者
し ゃ

施策
し さ く

を総合的
そ う ご う て き

かつ計画的
け い か く て き

に推進
す い し ん

するための基本
き ほ ん

計画
け い か く

です。 

また、障害者
しょうがいしゃ

総合
そ う ご う

支援法
し え ん ほ う

及
お よ

び児童
じ ど う

福祉法
ふ く し ほ う

に基
も と

づく青森市
あ お も り し

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
け い か く

（障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
と う

の提供
ていきょう

体制
た い せ い

の確保
か く ほ

に係
か か

る目標
もくひょう

である「成果
せ い か

目標
もくひょう

」と達成
た っ せ い

するために必要
ひ つ よ う

と

なる「見込量
み こ み り ょ う

」を定
さ だ

めた計画
け い か く

）は、本
ほ ん

プランの実施
じ っ し

計画
け い か く

として位置付
い ち づ

けています。 

なお、本
ほ ん

プランは、成年後見制度
せ い ね ん こ う け ん せ い ど

の利用
り よ う

の促進
そ く し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

第
だ い

14条
じょう

第
だ い

1項
こ う

の規定
き て い

に

基づく
もと

市町村
し ち ょ う そ ん

における成年
せ い ね ん

後見
こ う け ん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

の促進
そ く し ん

に関
か ん

する施策
し さ く

についての基本
き ほ ん

計画
け い か く

（市町村
し ち ょ う そ ん

成年後見制度
せ い ね ん こ う け ん せ い ど

利用
り よ う

促進
そ く し ん

基本
き ほ ん

計画
け い か く

）も含
ふ く

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 

青森市総合計画（令和 6 年度～令和 10 年度） 

個別計画 

青森市障がい者総合プラン 
（令和 6 年度～令和 10 年度） 

 

・障害者基本法第 11 条第 3 項に基づく、市町村が 
 策定しなければならない障がいのあるかたの  
 ための施策に関する基本的な計画 

第 7 期青森市障がい福祉計画 

・青森市地域福祉計画  

・青森市こども計画  

・青森市高齢者福祉・介護  

 保険事業計画  

              など 

関連計画 

障害者基本法  

児童福祉法 

青森市障がいのある人もない人も共に生きる社会づくり条例 
（平成 29 年 4 月 1 日施行） 

青森市手話言語の普及及び多様な意思疎通の促進に関する条例 
（令和 2 年 4 月 1 日施行） 

障害者総合支援法 



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

１章
しょう

 プランの基本的
き ほ ん て き

事項
じ こ う
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３  プランの期間
き か ん

 

本
ほ ん

プランの期間
き か ん

は、令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

までの 5年間
ね ん か ん

とします。 

 

４  プランの推進
す い し ん

 

本
ほ ん

プランの推進
す い し ん

に当
あ

たっては、施策
し さ く

の進捗度
し ん ち ょ く ど

を測
は か

るために設定
せ っ て い

した「目標
もくひょう

とする

指標
し ひ ょ う

」の達成度
た っ せ い ど

や施策
し さ く

の評価
ひ ょ う か

・検証
けんしょう

を行
おこな

うとともに、市民
し み ん

ニーズや社会
し ゃ か い

情勢
じょうせい

の変化
へ ん か

な

どに対応
た い お う

するため、「青森市
あ お も り し

健
け ん

康
こ う

福
ふ く

祉
し

審
し ん

議
ぎ

会
か い

障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

」において、

継続的
け い ぞ く て き

にプランの進捗
しんちょく

状況
じょうきょう

の評
ひょう

価
か

及
お よ

び検証
けんしょう

を行
おこな

い、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じて見直
み な お

します。 

また、「青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
き ょ う ぎ か い

」において、障
しょう

がいのあるかたや家族
か ぞ く

及
お よ

び

サービス提供
ていきょう

機関
き か ん

などのニーズの把握
は あ く

に努
つ と

め、効果的
こ う か て き

な障
しょう

がい者
し ゃ

施策
し さ く

を進
す す

めていき

ます。 

 

３ 

４ 



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

１章
しょう

 プランの基本的
き ほ ん て き

事項
じ こ う

 

4 

 

５  青森市
あ お も り し

総合
そ う ご う

計画
け い か く

前期
ぜ ん き

基本
き ほ ん

計画
け い か く

との相関図
そ う か ん ず
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第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

１章
しょう

 プランの基本的
き ほ ん て き

事項
じ こ う

 

5 

 

６  SDGs
えすでぃーじーず

への取組
と り く み

 

SDGs
えすでぃーじーず

は、2015年
ね ん

（平成
へ い せ い

27年
ね ん

）の国連
こ く れ ん

サミットにおいて、2030年
ね ん

（令和
れ い わ

12年
ね ん

）ま

で持続
じ ぞ く

可能
か の う

でよりよい世界
せ か い

を目指
め ざ

す国際
こ く さ い

指標
し ひ ょ う

として採択
さ い た く

されたものです。貧困
ひ ん こ ん

や

飢餓
き が

、さらには気候
き こ う

変動
へ ん ど う

や平和
へ い わ

などの広範
こ う は ん

な分野
ぶ ん や

にわたって 17 の開発
か い は つ

目標
もくひょう

が設定
せ っ て い

さ

れています。 

SDGs
えすでぃーじーず

の理念
り ね ん

は、「誰
だ れ

一人
ひ と り

取
と

り残
の こ

さない」持続
じ ぞ く

可能
か の う

で多様性
た よ う せ い

と包摂性
ほ う せ つ せ い

のある社会
し ゃ か い

の

支援
し え ん

を目指
め ざ

しており、SDGs
えすでぃーじーず

の視点
し て ん

をもって取
と

り組
く

んでいきます。 
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第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

２章
しょう

 障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

の現状
げんじょう
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障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

の現状
げんじょう

 

 

１  国
く に

の制度
せ い ど

改革
か い か く

等
と う

 

【国
く に

の動
う ご

き】 

○ 平成
へ い せ い

18年
ね ん

10月
が つ

 

「障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
し え ん ほ う

」全面
ぜんめん

施行
せ こ う

（一部
い ち ぶ

は同年
どうねん

4月
がつ

から）。身体障
しんたいしょう

がい、知的
ち て き

障
しょう

が

い、精神障
せいしんしょう

がいの障
しょう

がい種別
し ゅ べ つ

ごとに提供
ていきょう

されていた福祉
ふ く し

サービスを一元化
い ち げ ん か

。  

○ 平成
へ い せ い

18年
ね ん

12月
が つ

  

「高齢者
こ う れ い し ゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
と う

の移動
い ど う

等
と う

の円滑化
え ん か つ か

の促進
そ く し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

」施行
せ こ う

。いわゆる  

ハートビル法
ほ う

と交通
こ う つ う

バリアフリー法
ほ う

の２つの法律
ほ う り つ

を統合
と う ご う

、拡充
かくじゅう

。 

○ 平成
へ い せ い

19年
ね ん

4月
が つ

 

・「障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

の一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する法律
ほ う り つ

」施行
せ こ う

。市町村
し ち ょ う そ ん

障害者
しょうがいしゃ

計画
け い か く

の策定
さ く て い

義務化
ぎ む か

。 

・「学校
が っ こ う

教育法
きょういくほう

等
と う

の一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する法律
ほ う り つ

」施行
せ こ う

。従来
じゅうらい

の盲
も う

・聾
ろ う

・養護
よ う ご

学校
が っ こ う

の制度
せ い ど

を特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

※の制度
せ い ど

に転換
て ん か ん

するほか、すべての学校
が っ こ う

において、障
しょう

がいのあ

る児童
じ ど う

生徒
せ い と

の支援
し え ん

をさらに充実
じゅうじつ

するなど、特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

の一層
い っ そ う

の推進
す い し ん

。 

○ 平成
へ い せ い

20年
ね ん

9月
が つ

 

「障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

及
お よ

び生徒
せ い と

のための教科用
き ょ う か よ う

特定
と く て い

図書
と し ょ

等
と う

の普及
ふ き ゅ う

の促進
そ く し ん

等
と う

に関
か ん

す

る法律
ほ う り つ

（教科書
き ょ う か し ょ

バリアフリー法
ほ う

）」施行
せ こ う

。障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

及
お よ

び生徒
せ い と

のための

教科用
き ょ う か よ う

特定
と く て い

図書
と し ょ

等
と う

の発行
は っ こ う

・普及
ふ き ゅ う

の促進
そ く し ん

等
と う

。  

○ 平成
へ い せ い

22年
ね ん

７月
が つ

 

「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そ く し ん

等
と う

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

の一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する法律
ほ う り つ

」一部
い ち ぶ

施行
せ こ う

。

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

納付
の う ふ

金
き ん

制度
せ い ど

の対象
たいしょう

事業
じ ぎ ょ う

主
ぬ し

の拡大
か く だ い

、短時間
た ん じ か ん

労働者
ろ う ど う し ゃ

の雇用
こ よ う

義務化
ぎ む か

。 

 

第
だ い

２章
しょう

 

１

５

 

 

※ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

：学校
がっこう

教育法
きょういくほう

に基
もと

づき、比較的
ひ か く て き

重度
じゅうど

の障
しょう

がいのある幼児
よ う じ

・児童
じ ど う

・生徒
せ い と

を対象
たいしょう

に

一人
ひ と り

ひとりの 障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した専門性
せんもんせい

の高
たか

い教育
きょういく

を行
おこな

う学校
がっこう

のこと。  



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

２章
しょう

 障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

の現状
げんじょう
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○ 平
へ い

成
せ い

23年
ね ん

８月
が つ

 

「障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

の一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する法律
ほ う り つ

」施行
せ こ う

。障
しょう

がいや差別
さ べ つ

の定義
て い ぎ

を始
は じ

め、

基本的
き ほ ん て き

施策
し さ く

に関
か ん

する規定
き て い

の見直
み な お

し・追加
つ い か

。 

○ 平成
へ い せ い

24年
ね ん

10月
が つ

 

「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

、障害者
しょうがいしゃ

の養護者
よ う ご し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

等
と う

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼ う し ほ う

）」施行
せ こ う

。虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた障
しょう

がい者
し ゃ

に対
た い

する保護
ほ ご

、養護者
よ う ご し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

等
と う

。 

○ 平成
へ い せ い

25年
ね ん

４月
が つ

 

・「地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けて新
あ ら

たな障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

施策
し さ く

を講
こ う

ずるため

の関係
か ん け い

法律
ほ う り つ

の整備
せ い び

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

」施行
せ こ う

。「障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
し え ん ほ う

」を「障害者
しょうがいしゃ

総合
そ う ご う

支援法
し え ん ほ う

」とし、障
しょう

がい者
し ゃ

の範囲
は ん い

の拡大
か く だ い

（障
しょう

がい者
し ゃ

の定義
て い ぎ

に難病
なんびょう

※等
と う

を追加
つ い か

し、

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの対象
たいしょう

とする。）、地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

の追加
つ い か

等
と う

。 

・「国
く に

等
と う

による障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
と う

からの物品
ぶ っ ぴ ん

等
と う

の調達
ちょうたつ

の推進
す い し ん

等
と う

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

」

施行
せ こ う

。障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
と う

の受注
じゅちゅう

機会
き か い

の増大
ぞ う だ い

等
と う

。 

・「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そ く し ん

等
と う

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

施行令
せ こ う れ い

の一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する政令
せ い れ い

」施行
せ こ う

。

障害者
しょうがいしゃ

雇用率
こ よ う り つ

の引
ひ

き上
あ

げ等
と う

。（民間
み ん か ん

事業
じ ぎ ょ う

主
ぬ し

：1.8％→2.0％） 

○ 平成
へ い せ い

25年
ね ん

６月
が つ

 

・「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

（障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほ う

）」制定
せ い て い

。

国
く に

・地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だ ん た い

などにおける障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別的
さ べ つ て き

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

、

合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の不提供
ふ て い き ょ う

の禁止
き ん し

、差別
さ べ つ

解消
かいしょう

に向
む

けた取組
と り く み

に関
か ん

する要領
ようりょう

を定
さ だ

めるこ

となどが規定
き て い

。平成
へ い せ い

28年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

。 

・「障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進法
そ く し ん ほ う

」の改正
か い せ い

。雇用
こ よ う

の分野
ぶ ん や

における障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別的
さ べ つ て き

な取扱
とりあつか

いが禁止
き ん し

され、法定
ほ う て い

雇用率
こ よ う り つ

算定
さ ん て い

に精神障
せいしんしょう

がい者
し ゃ

を加
く わ

えることなどが盛
も

り込
こ

まれる。平成
へ い せ い

28年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

（法定
ほ う て い

雇用率
こ よ う り つ

算定
さ ん て い

に関
か ん

する規定
き て い

は平成
へ い せ い

30年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

）。 

 

※ 難病
なんびょう

：治療
ちりょう

が難
むずか

しく、慢性
まんせい

の経過
け い か

をたどる疾病
しっぺい

のこと。障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

では、制度
せ い ど

の谷間
た に ま

のな

い支援
し え ん

を提供
ていきょう

する観点
かんてん

から、障
しょう

がい者
しゃ

の定義
て い ぎ

に新
あら

たに難病
なんびょう

等
とう

を追加
つ い か

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の

対象
たいしょう

としている。令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

1日
にち

から障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

の対象
たいしょう

となる疾病
しっぺい

が 369種類
しゅるい

に拡大
かくだい

され

ている。  



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん
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○ 平成
へ い せ い

30年
ね ん

6月
が つ

 

「障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
か つ ど う

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

」制定
せ い て い

。国
く に

における障
しょう

がい者
し ゃ

  

による文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
か つ ど う

の推進
す い し ん

に関
か ん

する基本
き ほ ん

計画
け い か く

の策定
さ く て い

を義務化
ぎ む か

。地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だ ん た い

 

における計画
け い か く

策定
さ く て い

の努力
ど り ょ く

義務
ぎ む

を規定
き て い

。平成
へ い せ い

30年
ね ん

6月
が つ

13日
に ち

施行
せ こ う

。 

○ 令和
れ い わ

元年
が ん ね ん

6月
が つ

 

「視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

等
と う

の読書
ど く し ょ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

（読書
ど く し ょ

バリアフリー法
ほ う

）」 

制定
せ い て い

。国
く に

における視覚障
し か く し ょ う

がい者
し ゃ

等
と う

の読書
ど く し ょ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

の推進
す い し ん

に関
か ん

する基本
き ほ ん

計画
け い か く

の 

策定
さ く て い

を義務化
ぎ む か

。地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だ ん た い

における計画
け い か く

策定
さ く て い

の努力
ど り ょ く

義務
ぎ む

を規定
き て い

。令和
れ い わ

元年
が ん ね ん

6 

月
が つ

21日
に ち

施行
せ こ う

。

○ 令和
れ い わ

2年
ね ん

6月
が つ

 

「聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

等
と う

による電話
で ん わ

の利用
り よ う

の円滑化
え ん か つ か

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

」制定
せ い て い

。令和
れ い わ

2年
ね ん

12月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

。 

○ 令和
れ い わ

3年
ね ん

3月
が つ

 

・「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そ く し ん

等
と う

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

施行令
せ こ う れ い

の一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する政令
せ い れ い

」施行
せ こ う

。

障害者
しょうがいしゃ

雇用率
こ よ う り つ

の引
ひ

き上
あ

げ等
と う

。（民間
み ん か ん

事業
じ ぎ ょ う

主
ぬ し

：2.2％→2.3％） 

○ 令和
れ い わ

3年
ね ん

6月
が つ

 

 「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほ う

」の改正
か い せ い

。事
じ

業者
ぎょうしゃ

による合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の提供
ていきょう

を義務化
ぎ む か

。令和
れ い わ

6年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

。 

○ 令和
れ い わ

3年
ね ん

6月
が つ

 

  「医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

及
お よ

びその家族
か ぞ く

に対
た い

する支援
し え ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

」制定
せ い て い

。国
く に

・地方
ち ほ う

公共
こうきょう

 

団体
だ ん た い

における医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

及
お よ

びその家族
か ぞ く

への支援
し え ん

に係
か か

る施策
し さ く

を実施
じ っ し

する責務
せ き む

 

などを規定
き て い

。令和
れ い わ

3年
ね ん

9月
が つ

18日
に ち

施行
せ こ う

。 

○ 令和
れ い わ

4年
ね ん

5月
が つ

 

「障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

アクセシビリティ・コミュニケーション施策
し さ く

推進
す い し ん

法
ほ う

」制定
せ い て い

。市町村
し ち ょ う そ ん

が策定
さ く て い

する障害者
しょうがいしゃ

計画
け い か く

について、法律
ほ う り つ

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえたものとなるよう規定
き て い

。

令和
れ い わ

4年
ね ん

5月
が つ

25日
に ち

施行
せ こ う

。 
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  ○ 令和
れ い わ

4年
ね ん

12月
が つ

 

・「障害者
しょうがいしゃ

総合
そ う ご う

支援法
し え ん ほ う

」の改正
か い せ い

。地域
ち い き

の相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

な役割
や く わ り

を担
に な

う基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

  

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

について努力
ど り ょ く

義務
ぎ む

を規定
き て い

。令和
れ い わ

6年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

。 

 ・「精神
せ い し ん

保健
ほ け ん

福祉法
ふ く し ほ う

」の改正
か い せ い

。市町村
し ち ょ う そ ん

が実施
じ っ し

する精神
せ い し ん

保健
ほ け ん

に関
か ん

する相談
そ う だ ん

支援
し え ん

につ 

いて、精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

のほか精神
せ い し ん

保健
ほ け ん

に課題
か だ い

を抱
か か

える者
も の

も対象
たいしょう

にできるようにする 

とともに、これらの者
も の

の心身
し ん し ん

の状態
じょうたい

に応
お う

じた適切
て き せ つ

な支援
し え ん

の包括的
ほ う か つ て き

な確保
か く ほ

を旨
む ね

と 

することを明確化
め い か く か

。令和
れ い わ

6年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

。 

○ 令和
れ い わ

5年
ね ん

3月
が つ

 

・「障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
け い か く

（第
だ い

5次
じ

）」策定
さ く て い

（計画
け い か く

期間
き か ん

：令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

～令和
れ い わ

9年度
ね ん ど

）。 

○ 令和
れ い わ

6年
ね ん

4月
が つ

 

「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そ く し ん

等
と う

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

施行令
せ こ う れ い

の一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する政令
せ い れ い

」施行
せ こ う

。障
しょう

 

害者
が い し ゃ

雇用率
こ よ う り つ

の段階的
だ ん か い て き

引
ひ

き上
あ

げ等
と う

。（民間
み ん か ん

事業
じ ぎ ょ う

主
ぬ し

：令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

から 2.5%、令和
れ い わ

8年
ねん

7月
がつ

から 2.7%） 
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【市
し

の条例
じょうれい

】 

○ 平成
へ い せ い

25年
ね ん

４月
が つ

 

・「青森市
あ お も り し

指定
し て い

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの事業
じ ぎ ょ う

の人員
じ ん い ん

、設備
せ つ び

及
お よ

び運営
う ん え い

に関
か ん

する基準
き じ ゅ ん

等
と う

を

定
さ だ

める条例
じょうれい

」ほか地域
ち い き

主権
し ゅ け ん

一括法
い っ か つ ほ う

関連
か ん れ ん

条例
じょうれい

５件
け ん

施行
せ こ う

。これまで国
く に

が設定
せ っ て い

してい

た障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
と う

に係
か か

る各種
か く し ゅ

基準
き じ ゅ ん

について、地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だ ん た い

が条例
じょうれい

により

設定
せ っ て い

し運用
う ん よ う

。 

○ 平成
へ い せ い

29年
ね ん

3月
が つ

 

障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へ だ

てられることなく、誰
だ れ

もが互
た が

いを尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

  

い、地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らしながら、生
い

きがいを持
も

って参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の 

実現
じ つ げ ん

を図る
はか

ことを目的
も く て き

として「青森市障
あ お も り し し ょ う

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も共
とも

に生
い

きる 

社会
し ゃ か い

づくり条例
じょうれい

」を制定
せ い て い

（平成
へ い せ い

29年
ね ん

4月
が つ

施行
せ こ う

）。 

○ 令和
れ い わ

2年
ね ん

3月
が つ

 

手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふ き ゅ う

及
お よ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そ く し ん

のための施策
し さ く

を

総合的
そ う ご う て き

かつ計画的
け い か く て き

に推進
す い し ん

し、障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へ だ

てられることなく、

互
た が

いを尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

い、地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らしながら、生きがい
 い

を持
も

って参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

を図る
はか

ことを目的
も く て き

として「青森市
あ お も り し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の普及
ふ き ゅ う

及
お よ

び

多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そ く し ん

に関
か ん

する条例
じょうれい

」を制定
せ い て い

（令和
れ い わ

2年
ね ん

4月
が つ

施行
せ こ う

）。 

○ 令和
れ い わ

6年
ね ん

3月
が つ

 

 「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほ う

」の改正
か い せ い

に伴
ともな

う「青森市障
あ お も り し し ょ う

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も共
とも

に生
い

きる社会
し ゃ か い

づくり条例
じょうれい

」の改正
か い せ い

。事
じ

業者
ぎょうしゃ

による合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の提供
ていきょう

を義務化
ぎ む か

（令和
れ い わ

6年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

施行
せ こ う

）。 
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２  障
しょう

がい者数
し ゃ す う

の推移
す い い

 

（１） 本市
ほ ん し

の人口
じ ん こ う

と障
しょう

がい者
し ゃ

手帳
て ち ょ う

交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

 

人口
じ ん こ う

は年々
ね ん ね ん

減少
げんしょう

傾向
け い こ う

にあり､
、

令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

の人口
じ ん こ う

は、令和
れ い わ

元
が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、13,891

人
に ん

、5.0%減少
げんしょう

していますが、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

の障
しょう

がい者
し ゃ

手帳
て ち ょ う

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は、令和
れ い わ

元
が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、249人
に ん

、1.4％減少
げんしょう

しています。なお、人口
じんこう

に占
し

める割合
わりあい

は 0.25 ポイン

ト増加
ぞ う か

しています。 

  

※人口
じんこう

（住民
じゅうみん

基本
き ほ ん

台帳
だいちょう

調
しら

べ）および手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

 

本市
ほ ん し

の人口
じ ん こ う

と障
しょう

がい者
し ゃ

手帳
て ち ょ う

交付者
こ う ふ し ゃ

数
す う

の推移
す い い

 

２ 
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（２） 障
しょう

がい別
べ つ

手帳
て ち ょ う

交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

 

令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

の手帳
て ち ょ う

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は、令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、愛護
あ い ご

手帳
て ち ょ う

（療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

） 

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は 188人
に ん

、6.4%、精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は 605人
に ん

、17.2%

増加
ぞ う か

し、身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は 1,042人
に ん

、8.8%減少
げんしょう

しています。 

 

 

  

障
しょう

がい別
べ つ

手帳
て ち ょ う

交付者
こ う ふ し ゃ

数
す う

の推移
す い い

 

※手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい
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(単位：人)

区　　　分 年齢 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 R5/R元人数比

244 228 222 198 194 79.5%

2.1% 2.0% 1.9% 1.8% 1.8%

18歳以上 3,040 2,922 2,819 2,765 2,674 88.0%

65歳未満 25.7% 25.1% 25.0% 25.0% 24.8%

8,532 8,489 8,256 8,079 7,906 92.7%

72.2% 72.9% 73.1% 73.2% 73.4%

11,816 11,639 11,297 11,042 10,774 91.2%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

581 567 547 554 573 98.6%

19.6% 18.9% 18.0% 17.9% 18.2%

18歳以上 2,050 2,108 2,151 2,186 2,200 107.3%

65歳未満 69.3% 70.1% 71.0% 70.7% 69.9%

327 331 333 352 373 114.1%

11.1% 11.0% 11.0% 11.4% 11.9%

2,958 3,006 3,031 3,092 3,146 106.4%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

117 131 141 166 179 153.0%

3.3% 3.5% 3.7% 4.1% 4.3%

18歳以上 2,645 2,735 2,818 2,962 3,057 115.6%

65歳未満 75.1% 74.4% 74.1% 74.1% 74.1%

762 812 844 870 893 117.2%

21.6% 22.1% 22.2% 21.8% 21.6%

3,524 3,678 3,803 3,998 4,129 117.2%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

18歳未満 942 926 910 918 946 100.4%

18歳以上

65歳未満
7,735 7,765 7,788 7,913 7,931 102.5%

65歳以上 9,621 9,632 9,433 9,301 9,172 95.3%

計 18,298 18,323 18,131 18,132 18,049 98.6%

18歳未満

3手帳合計

愛護(療育)

手帳

65歳以上

計

18歳未満

精神障害者

保健福祉手帳

65歳以上

計

65歳以上

計

身体障害者

手帳

18歳未満

（３） 年齢
ね ん れ い

別
べ つ

手帳
て ち ょ う

交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

 

年齢別
ね ん れ い べ つ

手帳
て ち ょ う

の交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

については、全体
ぜ ん た い

でみると 65歳
さ い

以上
い じ ょ う

が約
や く

半数
は ん す う

を占
し

め、身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は 7割
わ り

以上
い じ ょ う

を占
し

めていますが、愛護
あ い ご

手帳
て ち ょ う

（療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

）・精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は、18歳
さ い

以上
い じ ょ う

65歳
さ い

未満
み ま ん

が約
や く

7割
わ り

を占
し

めています。 

18歳
さ い

未満
み ま ん

では、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

の精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は、令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と

比較
ひ か く

し、62人
に ん

、53.0％増加
ぞ う か

しています。 

 

 

年齢
ね ん れ い

別
べ つ

手帳
て ち ょ う

交付者
こ う ふ し ゃ

数
す う

の推移
す い い

 

※手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい
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（４） 身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

の交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

 

身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

の交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は減少
げんしょう

傾向
け い こ う

にあり、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、

1,042人
に ん

、8.8%減少
げんしょう

しています。 

等級
とうきゅう

別
べ つ

では、すべてにおいて減少
げんしょう

傾向
け い こ う

にあり、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、

1級
きゅう

が 435人
に ん

、9.3%、2級
きゅう

が 155人
に ん

、9.2%、3級
きゅう

が 90人
に ん

、4.7%、4級
きゅう

が 225人
に ん

、

9.4％、5級
きゅう

が 80人
に ん

、17.1％、６級
きゅう

が 57人
に ん

、8.9％減少
げんしょう

しています。 

 

 

  

身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

交付者
こ う ふ し ゃ

数
す う

の推移
す い い

 

※手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい
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身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

の障
しょう

がい別
べ つ

の交付者
こ う ふ し ゃ

のうち、「音声
お ん せ い

・言語
げ ん ご

機能
き の う

障
しょう

がい」について

は、ほぼ横
よ こ

ばいで推移
す い い

していますが、「視覚
し か く

障
しょう

がい」、「聴覚
ちょうかく

・平
へ い

衡
こ う

機能
き の う

障
しょう

がい」、「肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

」、「内部
な い ぶ

障
しょう

がい」については、わずかながら減少
げんしょう

傾向
け い こ う

にあります。 

 

 

 

 

身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

の障害
しょうがい

別
べ つ

の交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

の推移
す い い

 

※手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい
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（単位：人）

脳原性運動機能障害

下肢１級 体幹１級・２級 下肢１級、体幹１級・２級 移動障害１級

18歳未満 15 3 2 5 5

18歳以上 105 32 16 39 18

合計 120 35 18 44 23

肢体不自由
重症心身障がい児（者）

（５） 愛護
あ い ご

手帳
て ち ょ う

（療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

）の交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

 

愛護
あ い ご

手帳
て ち ょ う

（療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

）の交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は年々
ね ん ね ん

増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、188人
に ん

、6.4%増加
ぞ う か

しています。 

程度
て い ど

別
べ つ

では、重度
じ ゅ う ど

（Ａ）が 21人
に ん

、1.8%、中
ちゅう

・軽度
け い ど

（Ｂ）が 167人
に ん

、9.2%増加
ぞ う か

して、中
ちゅう

・軽度
け い ど

の増加
ぞ う か

が多
お お

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 重症
じゅうしょう

心
し ん

身障
しんしょう

がい児
じ

（者
し ゃ

）の状況
じょうきょう

 

身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

の肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

1級
きゅう

、体
た い

幹
か ん

1級
きゅう

・2級
きゅう

）又
ま た

は脳
の う

原性
げ ん せ い

運動
う ん ど う

機能
き の う

障害
しょうがい

（移動
い ど う

障害
しょうがい

1級
きゅう

）と愛護
あ い ご

手帳
て ち ょ う

（療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

）の重度
じ ゅ う ど

（Ａ）を重複
じゅうふく

して所持
し ょ じ

するかたは、

令和
れ い わ

6年
ね ん

4月
が つ

1日
に ち

現在
げ ん ざ い

で 120人
に ん

となっています。 

 

 

 

 

※手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

 

重症
じゅうしょう

心
し ん

身障
しんしょう

がい児
じ

（者
し ゃ

）の内訳
う ち わ け

 

愛護
あ い ご

手帳
て ち ょ う

（療育
りょういく

手帳
てちょう

）交付者数
こうふしゃすう

の推移
す い い

 



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

２章
しょう

 障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

の現状
げんじょう

 

17 

 

（単位：人）

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

－ － 26 32 37

（７） 精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

の交付
こ う ふ

状況
じょうきょう

 

精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

の交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は年々
ね ん ね ん

増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、605人
に ん

、17.2%増加
ぞ う か

しています。 

等級
とうきゅう

別
べ つ

では、１級
きゅう

が 22人
に ん

、1.9%、２級
きゅう

が 500人
に ん

、24.8%、３級
きゅう

が 83人
に ん

、23.4%

増加
ぞ う か

し、２級
きゅう

及
お よ

び 3級
きゅう

のかたの増加
ぞ う か

が多
お お

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

数
す う

の推移
す い い

 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な子
こ

どもは、市
し

が実施
じ っ し

した実態
じったい

把握
は あ く

調査
ちょうさ

において、令和
れ い わ

6年
ね ん

3

月
が つ

31日
に ち

現在
げ ん ざ い

で 37人
に ん

となっています。 

 

 

  

精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

交付者
こ う ふ し ゃ

数
す う

の推移
す い い

 

※手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

数
すう

 

※令和
れ い わ

元年度
が ん ね ん ど

・令和
れ い わ

2年度
ね ん ど

は、実態
じったい

把握
は あ く

調査
ちょうさ

の実施
じ っ し

なし  

※令和
れ い わ

3年度
ね ん ど

は、実態
じったい

把握
は あ く

調査
ちょうさ

が終 了
しゅうりょう

した令和
れ い わ

3年
ねん

10月
がつ

1 日現在
げんざい

 

※令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

・令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい
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（単位：％）

区分 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

区分1 3.1 3.1 2.9 2.9 2.0

区分2 14.5 15.0 15.7 16.8 16.4

区分3 16.7 16.8 16.8 17.1 17.5

区分4 18.5 17.1 17.3 16.7 16.2

区分5 17.0 16.9 16.8 17.2 17.0

区分6 30.2 31.1 30.5 29.3 30.9

（９） 障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

別
べ つ

認定者数
に ん て い し ゃ す う

 

障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

別
べ つ

認定者数
に ん て い し ゃ す う

は年々
ね ん ね ん

増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し 311人
に ん

、16.2%増加
ぞ う か

しています。 

また、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

別
べ つ

の認定者数
に ん て い し ゃ す う

では、区分
く ぶ ん

6 が最
もっと

も多
お お

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

認定者
に ん て い し ゃ

数
す う

の推移
す い い

 

障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

別
べ つ

割合
わ り あ い

の推移
す い い

 

※認定者数
にんていしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

3月
がつ

3１日
にち

現在
げんざい
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（１０） 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
と う

利用者数
り よ う し ゃ す う

の推移
す い い

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用者数
り よ う し ゃ す う

は年々
ね ん ね ん

増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と

比較
ひ か く

し、389人
に ん

、10.6%増加
ぞ う か

しています。 

在宅者
ざ い た く し ゃ

・施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

別
べ つ

では、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、在宅者
ざ い た く し ゃ

は 282人
に ん

、

9.5%増
ぞ う

加
か

、共同
きょうどう

生活
せ い か つ

援助
え ん じ ょ

利用者
り よ う し ゃ

は 122人
に ん

、51.3％増
ぞ う

加
か

、施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

は 15人
に ん

、3.3%

減少
げんしょう

し、地域
ち い き

移行
い こ う

が進
す す

んでいます。 

また、障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

利用者
り よ う し ゃ

は 622人
に ん

、78.2％増加
ぞ う か

しています。 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス及
およ

び障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

利用者数
りようしゃすう

の推移
す い い

 

区分 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者 

在宅者 

（訪問系サービス・日中活動系

サービス利用者） 

2,983 人  3,038 人  3,100 人  3,162 人  3,265 人  

81.2% 80.9% 80.3% 80.4% 80.4% 

共同生活援助利用者 

238 人  271 人  311 人  330 人  360 人  

6.5% 7.2% 8.1% 8.4% 8.9% 

施設入所者 
452 人  447 人  448 人  441 人  437 人  

12.3% 11.9% 11.6% 11.2% 10.8% 

小計 3,673 人  3,756 人  3,859 人  3,933 人  4,062 人  

障害児通所支援利用者 795 人  918 人  1,062 人  1,369 人  1,417 人  

合計 4,468 人  4,674 人  4,921 人  5,302 人  5,479 人  

 

・訪問
ほうもん

系
けい

サービス：居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、行動
こうどう

援護
え ん ご

 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス：生活
せいかつ

介護
か い ご

、療養
りょうよう

介護
か い ご

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

、自立
じ り つ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

・障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

：児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、保育所
ほ い く し ょ

等
など

訪問
ほうもん

支援
し え ん

、医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

 

  

※利用者数
りようしゃすう

は、各年度
か く ね ん ど

３月
がつ

３１日
にち

現在
げんざい
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（１１） 特定
と く て い

医療
い り ょ う

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の推移
す い い

 

難病
なんびょう

のうち指定
し て い

難病
なんびょう

については、令和
れ い わ

元年
が ん ね ん

7月
が つ

から 333種類
し ゅ る い

に、令和
れ い わ

3年
ね ん

11月
が つ

か

ら 338種類
し ゅ る い

に拡大
か く だ い

され、市
し

の令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

特定
と く て い

医療
い り ょ う

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

は、平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、247人
に ん

、11.5%増加
ぞ う か

しています。 

 

 

  

特定
と く て い

医療
い り ょ う

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
す う

の推移
す い い
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①　小学校 （単位：人、学級）

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

令和元年度 123 42 198 48 2 2 3 3 2 1 0 0 328 96

令和2年度 121 39 237 50 2 2 3 3 1 1 0 0 364 95

令和3年度 126 37 232 48 4 2 4 4 3 3 0 0 369 94

令和4年度 128 40 289 58 8 6 7 7 2 2 0 0 434 113

令和5年度 147 44 335 61 10 7 7 7 2 2 0 0 501 121

②　中学校 （単位：人、学級）

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

令和元年度 46 17 85 21 0 0 0 0 0 0 0 0 131 38

令和2年度 61 18 91 22 0 0 1 1 2 2 0 0 155 43

令和3年度 64 19 112 24 0 0 2 2 2 2 0 0 180 47

令和4年度 69 20 120 26 0 0 1 1 2 1 0 0 192 48

令和5年度 66 19 128 26 1 1 1 1 1 1 0 0 197 48

③　合計 （単位：人、学級）

児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数

令和元年度 169 59 283 69 2 2 3 3 2 1 0 0 459 134

令和2年度 182 57 328 72 2 2 4 4 3 3 0 0 519 138

令和3年度 190 56 344 72 4 2 6 6 5 5 0 0 549 141

令和4年度 197 60 409 84 8 6 8 8 4 3 0 0 626 161

令和5年度 213 63 463 87 11 8 8 8 3 3 0 0 698 169

病 弱 計

年度
知 的 障 が い 自 閉 症 ・ 情 緒 障 が い 肢体不自由 難 聴 弱　　　視 病 弱 計

年度
知 的 障 が い 自 閉 症 ・ 情 緒 障 が い 肢体不自由 難 聴 弱　　　視

年度
知 的 障 が い 自閉症※2・情緒障がい※3 肢体不自由 難 聴 弱　　　視 病 弱 計

（１２） 特別
と く べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

※1の開設数
か い せ つ す う

及
お よ

び児童
じ ど う

・生徒数
せ い と す う

の推移
す い い

 

市内
し な い

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の特別
と く べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の児童
じ ど う

・生徒数
せ い と す う

については、年々
ね ん ね ん

増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、

令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和
れ い わ

元
が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、239人
に ん

、52.1%増加
ぞ う か

しています。 

障
しょう

がい別
べ つ

では、特
と く

に自閉症
じ へ い し ょ う

※2・情緒障
じょうちょしょう

がい※3の児童
じ ど う

・生徒数
せ い と す う

が増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、

令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和
れ い わ

元
が ん

年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

し、180人
に ん

、63.6%増加
ぞ う か

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年度
か く ね ん ど

5月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

 

 出典
しゅってん

：令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

青森市
あ お も り し

の教育
きょういく

（青森市
あ お も り し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

） 

 

※1 特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

：学校
がっこう

教育法
きょういくほう

に基
もと

づき、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

、高等
こうとう

学校
がっこう

及
およ

び中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっこう

に置
お

くことができ

るとされている 障
しょう

がい種別
しゅべつ

ごとの少人数
しょうにんずう

学級
がっきゅう

のこと。比較的
ひ か く て き

軽度
け い ど

の 障
しょう

がいのある児童
じ ど う

・生徒
せ い と

のた

めに、そのニーズに応
おう

じた教育
きょういく

を行
おこな

うことを目的
もくてき

とする。  

※2 自
じ

閉
へい

症
しょう

：３歳
さい

くらいまでに 現
あらわ

れ、他人
た に ん

との社会的
しゃかいてき

関係
かんけい

の形成
けいせい

の困難
こんなん

さ、言葉
こ と ば

の発達
はったつ

の遅
おく

れ、興味
きょうみ

や

関心
かんしん

が狭
せま

く特定
とくてい

のものにこだわることを特徴
とくちょう

とする行動
こうどう

の障
しょう

がい。  

※3 情 緒 障
じょうちょしょう

がい：情緒
じょうちょ

の現
あらわ

れかたが 偏
かたよ

っていたり、その 現
あらわ

れかたが激
はげ

しかったりする状態
じょうたい

を、自分
じ ぶ ん

の意志
い し

ではコントロールできないことが継続
けいぞく

し、学校
がっこう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

に支障
ししょう

となる状態
じょうたい

のこと。 

特別
と く べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の開設数
か い せ つ す う

と児童
じ ど う

・生徒
せ い と

数
す う

の推移
す い い
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件数 抽出方法

2,374

身体障がい者 1,495 身体障害者手帳所持者から無作為抽出

知的障がい者 351 愛護手帳（療育手帳）所持者から無作為抽出

精神障がい者 528 精神障害者保健福祉手帳所持者から無作為抽出

126

身体障がい者 27 身体障害者手帳所持者から無作為抽出

知的障がい者 76 愛護手帳（療育手帳）所持者から無作為抽出

精神障がい者 23 精神障害者保健福祉手帳所持者から無作為抽出

2,500合計

対象

18歳以上

18歳未満

３  アンケート調査
ち ょ う さ

 

（１） アンケート調査
ち ょ う さ

の概要
が い よ う

 

① 調査
ち ょ う さ

の目的
も く て き

 

計画
け い か く

の策定
さ く て い

に当
あ

たり、障
しょう

がいのあるかたの生活
せ い か つ

実態
じ っ た い

やニーズ等
と う

を把握
は あ く

するこ

とを目的
も く て き

に、「福祉
ふ く し

に関
か ん

するアンケート調査
ち ょ う さ

」を実施
じ っ し

しました。 

② 調査
ち ょ う さ

実施
じ っ し

概要
が い よ う

 

◆調査
ち ょ う さ

対象者
た い し ょ う し ゃ

 

令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

末
ま つ

時点
じ て ん

の障
しょう

がい者
し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者
し ょ じ し ゃ

から、障
しょう

がい者
し ゃ

手帳
て ち ょ う

の種類
し ゅ る い

及
お よ

び年齢
ね ん れ い

ご

との所持者数
し ょ じ し ゃ す う

により按分
あ ん ぶ ん

し 2,500人
に ん

を無作為
む さ く い

抽出
ちゅうしゅつ

しました。また、身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

所持者
し ょ じ し ゃ

については、さらに障
しょう

がい種別
し ゅ べ つ

ごとに按分
あ ん ぶ ん

し無作為
む さ く い

抽出
ちゅうしゅつ

しました。 

  

 

 

 

 

 

◆調査
ち ょ う さ

期間
き か ん

 

令和
れ い わ

5年
ね ん

10月
が つ

2日
に ち

（月
げ つ

）から令和
れ い わ

5年
ね ん

10月
が つ

20日
に ち

（金
き ん

） 

※調査
ち ょ う さ

期日
き じ つ

：令和
れ い わ

5年
ね ん

10月
が つ

1日
に ち

 

◆調査
ち ょ う さ

方法
ほ う ほ う

 

郵送
ゆ う そ う

による配布
は い ふ

・回収
かいしゅう

、無記名
む き め い

 

 

３ 
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③ 回収
かい し ゅう

状況
じょうきょう

 

 

 

◆障
しょう

がい種別
し ゅ べ つ

毎
ご と

の割合
わ り あ い

 

  ○18歳
さい

以上
いじょう

             ○18歳
さい

未満
み ま ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配付数 回収数 回収率

2,500件 1,293件 51.7%

障がい種別 18歳以上 18歳未満

身体 59.2% 11.5%

知的 11.3% 45.9%

精神 17.4% 19.6%

身体・知的 2.2% 16.4%

身体・精神 1.2% 0.0%

知的・精神 1.0% 6.6%

身体・知的・精神 0.1% 0.0%

不明 7.6% 0.0%
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（２） アンケート調査
ち ょ う さ

の結果
け っ か

（抜粋
ば っ す い

） 

①  日常
にちじょう

生活
せいかつ

・介助
かいじょ

などについて 

・ 主
お も

に介助
か い じ ょ

や介護
か い ご

しているかたについての問
と

いでは、「父母
ふ ぼ

、祖父母
そ ふ ぼ

、兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」

が 17.1％と最
もっと

も多
お お

くなっています。（40歳
さ い

未満
み ま ん

のかたの介助
か い じ ょ

や介護
か い ご

を行
おこな

って

いるのは、6割
わ り

以上
い じ ょ う

が「父母
ふ ぼ

、祖父母
そ ふ ぼ

、兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」となっています。）障
しょう

がい別
べ つ

にみると、身体
し ん た い

障
しょう

がいでは「配偶者
は い ぐ う し ゃ

またはパートナー」が最
もっと

も多
お お

くなっていま

す。知的
ち て き

障
しょう

がい、精神
せ い し ん

障
しょう

がい、重複
じゅうふく

障
しょう

がいでは「父母
ふ ぼ

、祖父母
そ ふ ぼ

、兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」が

最
もっと

も多
お お

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ また、将来
しょうらい

、主
お も

に介護
か い ご

しているかたが介護
か い ご

できなくなった場合
ば あ い

に、介護
か い ご

を頼
た の

め

る人
ひ と

（頼
た の

む予定
よ て い

の人
ひ と

）の有無
う む

についての問
と

いでは、「いる」が 22.5％、「いな

い」が 47.7％、「わからない」が 24.3％となっています。 
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②  住
す

まいや暮
く

らしについて 

・ 将来
しょうらい

（今後
こ ん ご

３年
ね ん

以内
い な い

に）、どのような暮
く

らしをしたいと思
お も

うかについての問
と

い

では、「自宅
じ た く

で家族
か ぞ く

と一緒
い っ し ょ

に暮
く

らしたい」が 57.3％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「自宅
じ た く

で一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしたい」が 18.8％、「高齢者
こ う れ い し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で暮
く

らしたい」が 7.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 現在
げ ん ざ い

の住
す

まい別
べ つ

にみると、「障
しょう

がい者
し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で暮
く

らしている」では「障
しょう

が

い者
し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で暮
く

らしたい」が 72.8%と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「自宅
じ た く

で家族
か ぞ く

と

一緒
い っ し ょ

に暮
く

らしたい」と「高齢者
こ う れ い し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で暮
く

らしたい」が 6.8%となってい

ます。また、「自宅
じ た く

で暮
く

らしている」では、「障
しょう

がい者
し ゃ

または高齢者
こ う れ い し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で暮
く

らしたい」が 3.9％となっています。 
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・ 希望
き ぼ う

する暮
く

らしを送
お く

るために必要
ひ つ よ う

と考
かんが

える支援
し え ん

についての問
と

いでは、「経済的
け い ざ い て き

な負担
ふ た ん

の軽減
け い げ ん

」が 18.7％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「必要
ひ つ よ う

な在宅
ざ い た く

サービスが適切
て き せ つ

に

利用
り よ う

できること」が 12.3％、「相談
そ う だ ん

対応
た い お う

などの充実
じゅうじつ

」が 11.0％、「緊急
きんきゅう

時
じ

の

施設
し せ つ

での受入
う け い

れ体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

」が 10.9％、「在宅
ざ い た く

で医療的
い り ょ う て き

ケアなどが適切
て き せ つ

に受
う

け

られること」が 10.5％となっています。なお、この問
と

いに対
た い

する回答
か い と う

は、身体
し ん た い

、

知的
ち て き

、精神
せ い し ん

の障
しょう

がいの種類
し ゅ る い

によってばらつきがあり、その障
しょう

がいによって課題
か だ い

が異
こ と

なっていることがわかります。 
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③  障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

や今後
こ ん ご

の利用
り よ う

動向
どうこう

について 

・ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状況
じょうきょう

及
お よ

び利用
り よ う

希望
き ぼ う

（今後
こ ん ご

３年
ね ん

以内
い な い

）についての問
と

いで

は、現在
げ ん ざ い

、利用
り よ う

している障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス、これから利用
り よ う

したいと思
おも

うサービ

スともに、「生活
せ い か つ

介護
か い ご

」と「居宅
き ょ た く

介護
か い ご

」の割合
わ り あ い

が多
お お

くなっています。 
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  ・ 介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスや障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスに関
か ん

する情報
じょうほう

をどこから得
え

るかについ

ての問
と

いでは、「本
ほ ん

や新聞
し ん ぶ ん

、雑誌
ざ っ し

の記事
き じ

、テレビやラジオのニュース」が

15.3％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の広報誌
こ う ほ う し

」が 14.4％、「家族
か ぞ く

や親
し ん

せ

き、友人
ゆ う じ ん

・知人
ち じ ん

」が 10.8％、「インターネット」が 9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  外出
がいしゅつ

や移動
い ど う

手段
しゅだん

について 

・  外出
がいしゅつ

時
じ

に困
こ ま

ることについての問
と

いでは、「特
と く

に困
こ ま

っていることはない」が

19.5％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「道路
ど う ろ

や駅
え き

などに階段
か い だ ん

や段差
だ ん さ

が多
お お

い」が 10.1％、

「移動
い ど う

にお金
か ね

がかかる」が 9.5％、「困
こ ま

ったときにどうすればいいのか心配
し ん ぱ い

」

が 9.4％、「電車
で ん し ゃ

やバス、タクシー等
と う

の乗降
の り お

りが困難
こ ん な ん

」が 6.7％となっていま

す。 
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⑤  日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就 労
しゅうろう

・就学
しゅうがく

について 

  ・ 平日
へ い じ つ

の主
お も

な過
す

ごしかたについての問
と

いでは、「通院
つ う い ん

や買
か

い物
も の

以外
い が い

は自宅
じ た く

で過
す

ご

している」が 28.8％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

、作業所
さ ぎ ょ う じ ょ

などに通
か よ

ってい

る（就労
しゅうろう

継続
け い ぞ く

支援
し え ん

A型
が た

も含
ふ く

む）」が 10.2％、「ほとんど外出
がいしゅつ

せず自宅
じ た く

で過
す

ごして

いる」が 9.0%、「施設
し せ つ

や病院
びょういん

などに入所
にゅうしょ

または入院
にゅういん

している」が 8.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 障
しょう

がいのあるかたの就労
しゅうろう

支援
し え ん

として、どのようなことが必要
ひ つ よ う

かについての問
と

い

では、「職場
し ょ く ば

の障
しょう

がい者
し ゃ

への理解
り か い

」が 14.4％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「勤務
き ん む

時間
じ か ん

や

日数
に っ す う

が体調
たいちょう

に合
あ

わせて変更
へ ん こ う

できること」が 11.5％、「通勤
つ う き ん

手段
し ゅ だ ん

の確保
か く ほ

」が

11.4％となっています。 
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・ 障
しょう

がいのあるかたの教育
きょういく

や学校
が っ こ う

生活
せ い か つ

について、さらに充実
じゅうじつ

させるべきと思
お も

う点
て ん

についての問
と

いでは、「教職員
きょうしょくいん

の理解
り か い

・支援
し え ん

」が 13.6％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで

「生活
せ い か つ

に対
た い

する支援
し え ん

」が 12.5％、「就労
しゅうろう

に向
む

けた教育
きょういく

」が 11.6％、「施設
し せ つ

や

設備
せ つ び

」が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) 



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

２章
しょう

 障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

の現状
げんじょう

 

32 

 

⑥  相談
そうだん

について 

・ 現在
げ ん ざ い

どのような悩
な や

みごとや心配
し ん ぱ い

ごとがあるかについての問
と

いでは、「生活費
せ い か つ ひ

な

ど経済的
け い ざ い て き

なこと」が 22.7％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「親
お や

亡
な

き後
あ と

のこと」が 11.3％、

「障
しょう

がいや病状
びょうじょう

の理解
り か い

に関
か ん

すること」が 10.8％、「行政
ぎょうせい

手続
て つ づ

きや各種
か く し ゅ

制度
せ い ど

の

利用
り よ う

申請
し ん せ い

に関
か ん

すること」が 9.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 普段
ふ だ ん

、悩
な や

みや困
こ ま

ったことの相談先
そ う だ ん さ き

についての問
と

いでは、「家族
か ぞ く

や親
し ん

せき」が

34.7％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「友人
ゆ う じ ん

・知人
ち じ ん

」が 12.0％、「かかりつけ医師
い し

や看護師
か ん ご し

」

が 9.9％となっています。 
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⑦  権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 

・ 障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
お も

いをした経験
け い け ん

があるかについ

ては、「ない」が 61.4％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「過去
か こ

に経験
け い け ん

がある」が

22.5％、「現在
げ ん ざ い

もある」が 9.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 障
しょう

がいや障
しょう

がいのあるかたへの理解
り か い

を深
ふ か

めるために、どういった取組
と り く み

が必要
ひ つ よ う

かについての問
と

いでは、「障
しょう

がいや障
しょう

がいのあるかたへの理解
り か い

を深
ふ か

めるため

の広報
こ う ほ う

啓発
け い は つ

活動
か つ ど う

の充実
じゅうじつ

」が 19.8％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「障
しょう

がいのあるかた

の社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に対
た い

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

」が 18.8％、「学校
が っ こ う

における福祉
ふ く し

教育
きょういく

の

充実
じゅうじつ

」が 17.4％となっています。 
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⑧  災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

等
とう

について 

・ 火事
か じ

や地震
じ し ん

等
と う

の災害
さ い が い

時
じ

に困
こ ま

ることについての問
と

いでは、「避難所
ひ な ん じ ょ

の設備
せ つ び

（ト

イレ等
と う

）や生活
せ い か つ

環境
かんきょう

が不安
ふ あ ん

」が 20.1％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「投薬
と う や く

や治療
ち り ょ う

が

受
う

けられない」が 19.7％、「安全
あ ん ぜ ん

なところまで迅速
じ ん そ く

に避難
ひ な ん

することができ

ない」が 17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 災害
さ い が い

時
じ

の支援
し え ん

体制
た い せ い

としてどのようなことを希望
き ぼ う

するかについての問
と

いでは、

「避難所
ひ な ん じ ょ

への誘導
ゆ う ど う

」が 21.1％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「障
しょう

がいのあるかたに

配慮
は い り ょ

した避難所
ひ な ん じ ょ

運営
う ん え い

」が 20.4％、「障
しょう

がいのあるかたに配慮
は い り ょ

した備蓄品
び ち く ひ ん

確保
か く ほ

」が 17.2％となっています。 
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⑨  その他
た

の事項
じ こ う

について 

・ 障
しょう

がいのあるかたにとって暮
く

らしやすいまちかどうかについての問
と

いでは、

「あまりそう思
お も

わない」が 43.7％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「どちらかといえばそ

う思
お も

う」が 37.1％、「まったくそう思
お も

わない」が 9.3％、「とてもそう思
お も

う」

が 4.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 障
しょう

がいのあるかたが地域
ち い き

で自立
じ り つ

して生活
せ い か つ

を送
お く

るために、重要
じゅうよう

だと思
お も

うことにつ

いての問
と

いでは、「相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

」が 14.2％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで

「日常
にちじょう

生活
せ い か つ

に必要
ひ つ よ う

な移動
い ど う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

」が 10.8％、「経済的
け い ざ い て き

負担
ふ た ん

の軽減
け い げ ん

や財政的
ざ い せ い て き

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

」が 10.2％、「ホームヘルプサービスなどの在宅
ざ い た く

サービスの充実
じゅうじつ

」

が 8.4％となっています。 

 

  

(%) 



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

３章
しょう

 基本
き ほ ん

理念
り ね ん

と基本
き ほ ん

方向
ほ う こ う

 

36 

 

第３章 基本
き ほ ん

理念
り ね ん

と基本
き ほ ん

方向
ほうこう

 

１  基本
き ほ ん

理念
り ね ん

 

障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

においては、全
す べ

ての国民
こ く み ん

が、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、等
ひ と

しく

基本的
き ほ ん て き

人権
じ ん け ん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こ じ ん

として尊重
そんちょう

されるものであるとの理念
り ね ん

に

のっとり、全
す べ

ての国民
こ く み ん

が、障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へ だ

てられることなく、相互
そ う ご

に

人格
じ ん か く

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
し ゃ か い

を実現
じ つ げ ん

するため、障
しょう

がい者
し ゃ

の自立
じ り つ

及
お よ

び

社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

の支援
し え ん

等
と う

のための施策
し さ く

を総合的
そ う ご う て き

かつ計画的
け い か く て き

に推進
す い し ん

していくこととしていま

す。 

市
し

においても、平成
へ い せ い

29年
ね ん

に「青森市
あ お も り し

障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も共
と も

に生
い

きる社会
し ゃ か い

づ

くり条例
じょうれい

」を制定
せ い て い

し、障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

する市民
し み ん

の理解
り か い

を深
ふ か

めるととも

に、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

し、及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

の権利
け ん り

を尊重
そんちょう

するための

基本的
き ほ ん て き

な事項
じ こ う

等
と う

を定
さ だ

めることにより、障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へ だ

てられることな

く、誰
だ れ

もが互
た が

いを尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

い、地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らしながら、生
い

きがいを持
も

っ

て参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

を目指
め ざ

していくこととしています。 

また、「青森市
あ お も り し

総合
そ う ご う

計画
け い か く

基本
き ほ ん

構想
こ う そ う

」では「施策
し さ く

の大綱
た い こ う

２ 人
ひと

をまもり・そだてる」

における「施策
し さ く

の方向性
ほ う こ う せ い

」として、「高齢者
こ う れ い し ゃ

や障
しょう

がい者
し ゃ

が住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して

暮
く

らせる環境
かんきょう

づくり」を掲
か か

げ、障
しょう

がいのあるかたが地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らせるよう、障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのあるかたへの市民
し み ん

の理解
り か い

を深
ふ か

めるとともに、障
しょう

がいのあるかたの

ニーズや特性
と く せ い

に応
お う

じたきめ細
こ ま

かな相談
そ う だ ん

や支援
し え ん

を提供
ていきょう

できる体制
た い せ い

の強化
き ょ う か

に取
と

り組
く

むこ

ととしています。 

これらを踏
ふ

まえ、新
あ ら

たに策定
さ く て い

する本
ほ ん

プランの基本
き ほ ん

理念
り ね ん

を「障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も、誰
だ れ

もが互
た が

いを尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

い、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らせるまち  

～共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

～」とします。 

第
だ い

３章
しょう

 

１ 

障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、誰
だれ

もが互
たが

いを尊重
そんちょう

し、 

支
ささ

え合
あ

い、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるまち 

~共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

~ 
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２  基本
き ほ ん

方向
ほ う こ う

 

 

（１） 障
しょう

がい・障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

 

障
しょう

がい・障
しょう

がい者
し ゃ

への理解
り か い

を深
ふ か

め、差別
さ べ つ

や偏見
へ ん け ん

をなくし、障
しょう

がいのあるかたに

とっての「社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

」を取
と

り除
の ぞ

くための啓発
け い は つ

・広報
こ う ほ う

等
と う

に取
と

り組
く

むとともに、障
しょう

がいのあるかたの権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
す い し ん

、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の体制
た い せ い

の強化
き ょ う か

を図
は か

ります。 

 

（２） 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

での生活
せ い か つ

を支援
し え ん

するサービスの提供
ていきょう

について、障
しょう

がいのあるかたの自己
じ こ

決定
け っ て い

を尊重
そんちょう

し、必要
ひ つ よ う

な意思
い し

決定
け っ て い

の支援
し え ん

を行
おこな

うとともに、身近
み ぢ か

で相談
そ う だ ん

できる体制
た い せ い

の

充実
じゅうじつ

を図
は か

ります。 

 

（３） 教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

及
およ

び自立
じ り つ

した生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

療育
りょういく

・教育
きょういく

に係
か か

る相談
そ う だ ん

支援
し え ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

を図
は か

り、障
しょう

がいのある子
こ

どもや家族
か ぞ く

への

支援
し え ん

を推進
す い し ん

します。また、雇用
こ よ う

の拡大
か く だ い

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

を図
は か

るとともに、スポーツ・

文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
か つ ど う

の参加
さ ん か

を促進
そ く し ん

し、自立
じ り つ

した生活
せ い か つ

を支援
し え ん

します。 

 

（４） 安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

障
しょう

がいのあるかたに配慮
は い り ょ

したまちづくりを推進
す い し ん

するとともに、防災
ぼ う さ い

・防犯
ぼ う は ん

対策
た い さ く

の推進
す い し ん

及
お よ

び緊急
きんきゅう

時
じ

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

・避難
ひ な ん

支援
し え ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

を図
は か

ります。 

 

（５） 情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

及
およ

び意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいの特性
と く せ い

に配慮
は い り ょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

により情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

を推進
す い し ん

するとともに、手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の普及
ふ き ゅ う

や多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
し ゅ だ ん

による意思
い し

疎通
そ つ う

を促進
そ く し ん

し

ます。 

２ 



第
だ い

１部
ぶ

 総論
そ う ろ ん

 

第
だ い

３章
しょう

 基本
き ほ ん

理念
り ね ん

と基本
き ほ ん

方向
ほ う こ う
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３  施策
し さ く

の体系図
た い け い ず

 
 

前述
ぜんじゅつ

の５つの基本
き ほ ん

方向
ほ う こ う

に基
も と

づき施策
し さ く

を体系的
た い け い て き

に整理
せ い り

し、各種
か く し ゅ

施策
し さ く

を展開
て ん か い

します。 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

 
 

基本
き ほ ん

方向
ほうこう

 
 

施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

     

障
し
ょ
う

が
い
の
あ
る
人

ひ

と

も
な
い
人

ひ

と

も
、
誰

だ

れ

も
が
互

た

が

い
を
尊
重

そ

ん

ち

ょ

う

し
、
支

さ

さ

え
合 あ

い
、 

 
 

住 す

み
慣 な

れ
た
地
域

ち

い

き

で
安
心

あ

ん

し

ん

し
て
暮 く

ら
せ
る
ま
ち 

～
共
生

き
ょ
う
せ
い

社
会

し
ゃ
か
い

の
実
現

じ
つ
げ
ん

～ 

 
障
しょう

がい・障
しょう

がい者
しゃ

へ

の 理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び 権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

 

 
障
しょう

がいに対
たい

する理
り

解
かい

の促
そく

進
しん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

 

 

 

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 人材
じんざい

の育成
いくせい

と確保
か く ほ

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

サービスの充実
じゅうじつ

 

保健
ほ け ん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

 

 

 

 

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

及
およ

び自立
じ り つ

した生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

 教育
きょういく

・保育
ほ い く

におけるインクルー

シブの推進
すいしん

 

 障
しょう

がいのある子
こ

どもや家族
か ぞ く

への

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

の促進
そくしん

 

スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

への 

参加
さ ん か

促進
そくしん

 
 

 

 

安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

 
生活
せいかつ

・住
じゅう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

安心
あんしん

・安全
あんぜん

なまちづくりの推進
すいしん

 

  

情報
じょうほう

アクセシビリティ

の 向上
こうじょう

及
およ

び 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

 

  
意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

  
読書
どくしょ

バリアフリーの推進
すいしん

 

 

３ 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
だい

2部
ぶ

 各論
かくろん

 

 

 

 

 

 

 

 



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

１章
しょう

 障
しょう

がい・障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん
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障
しょう

がい・ 障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

 

１  障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

の促進
そくしん

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 令和
れ い わ

４年
ねん

、全国
ぜんこく

18歳
さい

以上
いじょう

の日本
に ほ ん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

3,000人
にん

に対
たい

して、内閣府
な い か く ふ

が実施
じ っ し

した「障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する世論
よ ろ ん

調査
ちょうさ

」では、「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

があると

思
おも

いますか」について、「あると思
おも

う」が 88.5%となっています。 

○ 一方
い っ ぽ う

、本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケ

ート調査
ちょうさ

では、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
お も

いをした経験
け い け ん

の

有無
う む

について、「ない」と答
こ た

えたかたが 61.4％となっていますが、重複
じゅうふく

障
しょう

がいの

かたは「ない」と答
こ た

えたかたが 42.6％となっています。 

○ また、障
しょう

がいや障
しょう

がいのあるかたへの理解
り か い

を深
ふか

めるために必要
ひつよう

な取組
とりくみ

について、

「広報
こうほう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

」が 19.8％と最
もっと

も多
おお

くなっています。 

○ 本市
ほ ん し

では、平成
へ い せ い

29年
ね ん

4月
が つ

に、「青森市
あ お も り し

障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も共
と も

に生
い

きる社会
し ゃ か い

づくり条例
じょうれい

」を制定
せ い て い

・施行
せ こ う

し、障
しょう

がいや障
しょう

がいのあるかたに対
た い

する広報
こ う ほ う

啓発
け い は つ

活動
か つ ど う

や、差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に向
む

け青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

※ 1 を設置
せ っ ち

するなど

取組
と り く み

を進
す す

めています。 

○ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

が改正
かいせい

され、令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

に事
じ

業者
ぎょうしゃ

による障
しょう

がいのあるかたへ

の合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

※2 の提供
ていきょう

が義務化
ぎ む か

されたことから、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

を深
ふか

め、差別
さ べ つ

をなくす取組
とりくみ

を一層
いっそう

推進
すいしん

していく必要
ひつよう

があります。 

                        

※1 青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

：障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

などについての相
そう

談
だん

に関
かん

し、相談
そうだん

による解決
かいけつ

が困難
こんなん

な場合
ばあい

に助言
じょげん

またはあっせんによる解
かい

決
けつ

を図
はか

るための市
し

の附属
ふぞく

機関
きかん

として平成
へいせい

29年
ねん

11月
がつ

に設
せっ

置
ち

。  

※2 合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

：行政
ぎょうせい

機関
き か ん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

等
とう

がその事務
じ む

・事業
じぎょう

を 行
おこな

うに当
あ

たり、障
しょう

がい者
しゃ

から「社会的
しゃかいてき

なバリアを

取
と

り除
のぞ

いてほしい」旨
むね

の意志
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ば あ い

にその実施
じ っ し

に伴
ともな

う負担
ふ た ん

が過重
かじゅう

でないときに社会的
しゃかいてき

なバリ

アを取
と

り除
のぞ

くために必要
ひつよう

かつ合理的
ご う り て き

な配慮
はいりょ

を講
こう

ずること。

第
だ い

１章
しょう

 

１ 



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

１章
しょう

 障
しょう

がい・障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん
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施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

における啓発
けいはつ

イベント等
とう

の開催
かいさい

や多様
た よ う

な媒体
ばいたい

を活用
かつよう

した広報
こうほう

のほか、

幼少期
ようしょうき

から障
しょう

がいや障
しょう

がいのあるかたへの正
ただ

しい理解
り か い

を深
ふか

めるための機会
き か い

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする不当
ふ と う

な差別的
さ べ つ て き

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

や合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

について理解
り か い

啓発
けいはつ

を行
おこな

い、障
しょう

がいのあるかたへの差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を促進
そくしん

します。 

主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）障
しょう

がいに対
たい

する正
ただ

しい理解
り か い

に向
む

けた啓発
けいはつ

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

啓発
けいはつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 ◆障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

（12月
がつ

3日
にち

～12月
がつ

9日
にち

）に

合
あ

わせた啓発
けいはつ

イベントの開催
かいさい

、世界
せ か い

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デー(4月
がつ

2日
にち

)、発達
はったつ

障害
しょうがい

啓発
けいはつ

週間
しゅうかん

(4月
がつ

2日
にち

～4月
がつ

8日
にち

)及
およ

び手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の国際
こくさい

デー(9月
がつ

23日
にち

)などの機会
き か い

を

活用
かつよう

した「広報
こうほう

あおもり」、市
し

ホームペ

ージへの広報
こうほう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

福祉
ふ く し

読本
どくほん

の作成
さくせい

・配付
は い ふ

 ◆小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

を対象
たいしょう

とした「福祉
ふ く し

読本
どくほん

」

を作成
さくせい

・配付
は い ふ

し、道徳
どうとく

の授業
じゅぎょう

等
とう

におけ

る学習
がくしゅう

を通
つう

じて、児童
じ ど う

・生徒
せ い と

が障
しょう

がい

について適切
てきせつ

に学
まな

ぶ機会
き か い

を設
もう

けます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

障
しょう

がいの理解
り か い

講座
こ う ざ

や

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

 

※【第
だい

５章
しょう

】❷ 

にも再掲
さいけい

 

◆手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び障
しょう

が

いの特性
とくせい

への理解
り か い

と特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

について理解
り か い

を深
ふか

めるため、

保育所
ほいくしょ

、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

を訪問
ほうもん

する出前
で ま え

講座
こ う ざ

や、市
し

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を

実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

１章
しょう

 障
しょう

がい・障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん
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市民
し み ん

向
む

け講座
こ う ざ

の実施
じ っ し

 

 

◆青森
あおもり

市民
し み ん

大学
だいがく

やあおもり出前
で ま え

講座
こ う ざ

などを

活用
かつよう

し、障
しょう

がいへの理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

るた

め、市民
し み ん

向
む

け講座
こ う ざ

を実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

ヘルプカードの普及
ふきゅう

 

 

◆障
しょう

がいのあるかたへの理解
り か い

や支援
し え ん

の

一助
いちじょ

となる「ヘルプカード」を作成
さくせい

し、

周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

人権
じんけん

思想
し そ う

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

の促進
そくしん

 

◆人権
じんけん

侵害
しんがい

に関
かん

する相談
そうだん

への対応
たいおう

や人権
じんけん

思想
し そ う

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を広
ひろ

く行
おこな

ってい

る人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

の活動
かつどう

を支援
し え ん

するほか、

人権
じんけん

に関
かん

するセミナー等
とう

を開催
かいさい

し、人権
じんけん

思想
し そ う

の普及
ふきゅう

・高揚
こうよう

を図
はか

ります。 

市民部
し み ん ぶ

人権
じんけん

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

課
か

 

（２）障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

  

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

の開催
かいさい

 

◆青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

を

開催
かいさい

し、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の

解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を協議
きょうぎ

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

への意識
い し き

啓発
けいはつ

の促進
そくしん

 

※【第
だい

３章
しょう

】➌(１) 

にも再掲
さいけい

 

◆障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

についての意識
い し き

啓発
けいはつ

を促進
そくしん

し、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

を支援
し え ん

するため、出前
で ま え

講座
こ う ざ

を実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

市役所
しやくしょ

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

の推進
すいしん

 

 

◆不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

や行為
こ う い

、

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の事例
じ れ い

を示
しめ

した「障
しょう

がいの

ある方
かた

へ配慮
はいりょ

ある対応
たいおう

をするための

職員
しょくいん

対応
たいおう

マニュアル」を活用
かつよう

し、窓口
まどぐち

や会議
か い ぎ

、イベントなど様々
さまざま

な場面
ば め ん

で障
しょう

がいのあるかたへの配慮
はいりょ

ある対応
たいおう

の実践
じっせん

につなげられるよう、職員
しょくいん

研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

総務部
そ う む ぶ

人事課
じ ん じ か
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目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

などの開催
かいさい

回数
かいすう

 

 障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのある

かたへの理解
りかい

啓発
けいはつ

に関
かん

する

各種
かくしゅ

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

（ 障
しょう

が い の

理解
りかい

講座
こうざ

や 研 修
けんしゅう

、 出前
でまえ

講座
こうざ

等
とう

）の開催
かいさい

回数
かいすう

 

24回
かい

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

12回
かい

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

26回
かい

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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２  権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

※1 の利用
り よ う

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

に基
もと

づき、平成
へいせい

29年
ねん

3月
がつ

に成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

基本
き ほ ん

計画
けいかく

、令和
れ い わ

4年
ねん

3月
がつ

に第二期
だ い に き

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

基本
き ほ ん

計画
けいかく

が

閣議
か く ぎ

決定
け っ て い

され、市町村
しちょうそん

は、必要
ひつよう

な人
ひと

が成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

基本
き ほ ん

計画
けいかく

を利用
り よ う

でき

るよう、権利
け ん り

擁護
よ う ご

支援
し え ん

の地域
ち い き

連携
れんけい

ネットワークの充実
じゅうじつ

など、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

の取組
とりくみ

をさらに進
すす

めるものとされています。 

○ 障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

の高齢化
こ う れ い か

、障害
しょうがい

程度
て い ど

の重度化
じ ゅ う ど か

がこれからも進
すす

んで

いくと考
かんが

えられることから、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

など判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

なかたへの

支援
し え ん

制度
せ い ど

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に努
つと

めるとともに、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の担
にな

い手
て

となる市民
し み ん

後見人
こうけんにん

※2、法人
ほうじん

後見
こうけん

※3 に取
と

り組
く

む団体
だんたい

の育成
いくせい

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

○ また、令和
れ い わ

5年
ねん

に厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

が実施
じ っ し

した「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

事例
じ れ い

への対応
たいおう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

」

では、障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

による虐待
ぎゃくたい

の相談
そうだん

・通報
つうほう

件数
けんすう

は令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

4,104

件
けん

であり、令和
れ い わ

3年度
ね ん ど

3,208件
けん

と比較
ひ か く

し、896件
けん

（約
やく

1.3倍
ばい

）増加
ぞ う か

し、養護者
よ う ご し ゃ

によ

る虐待
ぎゃくたい

の相談
そうだん

・通報
つうほう

件数
けんすう

は令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

8,650件
けん

であり、令和
れ い わ

3年度
ね ん ど

7,337件
けん

と比較
ひ か く

し、1,313件
けん

（約
やく

1.2倍
ばい

）増加
ぞ う か

しています。 

○ 障
しょう

がいのあるかたへの虐待
ぎゃくたい

は、人権
じんけん

を 著
いちじる

しく侵害
しんがい

し、個人
こ じ ん

の尊厳
そんげん

を害
がい

する、あ

ってはならない行為
こ う い

であることから、障
しょう

がいのあるかたの自立
じ り つ

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

に向
む

け、未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

や再発
さいはつ

防止
ぼ う し

に向
む

けた取組
とりくみ

が求
もと

められています。 

 

 

                        

※1 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

：認知症
にんちしょう

、知的
ち て き

障
しょう

がい、精神障
せいしんしょう

がいなど、判断
はんだん

能力
のうりょく

の不十分
ふじゅうぶん

なかたを保護
ほ ご

し、財産
ざいさん

管理
か ん り

、介護
か い ご

サービス
さ ー び す

や施設
し せ つ

の入 退 所
にゅうたいしょ

についての契約
けいやく

、遺産
いさん

分割
ぶんかつ

などの法律
ほうりつ

行為
こうい

を支援
しえん

する制度
せいど

のこと。  

※2 市民
し み ん

後見人
こうけんにん

：弁護士
べ ん ご し

などの専門
せんもん

職
しょく

による後見人
こうけんにん

（専門
せんもん

職
しょく

後見人
こうけんにん

）以外
い が い

の市民
し み ん

を含
ふく

めた後見人
こうけんにん

のこと。  

※3 法人
ほうじん

後見
こうけん

：社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

や社団
しゃだん

法人
ほうじん

、ＮＰＯ
えぬぴーおー

などの法人
ほうじん

が成年
せいねん

後見人
こうけんにん

等
とう

となり、親族
しんぞく

等
とう

が個人
こじん

で成年
せいねん

後見人
こうけんにん

等
とう

に 就 任
しゅうにん

した場合
ばあい

と同様
どうよう

に、判断
はんだん

能 力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

なかたの保護
ほ ご

・支援
しえん

を 行
おこな

うこと。  

  

２ 
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施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

個々
こ こ

の障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

事案
じ あ ん

に対
たい

して、速
すみ

やかに対応
たいおう

できるよう、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

るとともに、障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

のための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に努
つと

めます。 

地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター※1 や相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などと連携
れんけい

した地域
ち い き

連携
れんけい

ネットワーク

を構築
こうちく

し、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

に向
む

けた取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

セ

ンター設置
せ っ ち

による体制
たいせい

の確保
か く ほ

 

◆障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の啓発
けいはつ

に努
つと

めると

ともに、青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

セ

ンター※2に専門職
せんもんしょく

を配置
は い ち

すること

で、通報
つうほう

・届出
とどけで

、相談
そうだん

等
とう

に速
すみ

やかに

対応
たいおう

できる体制
たいせい

を確保
か く ほ

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

事業所
じぎょうしょ

への指導
し ど う

等
とう

の

推進
すいしん

 

◆障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

に対
たい

する集団
しゅうだん

指導
し ど う

など、虐待
ぎゃくたい

の未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

に向
む

けた

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

 

 

 

 

 

 

                        

※1 地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター：高齢者
こうれいしゃ

とその家族
か ぞ く

の介護
か い ご

、健康
けんこう

、医者
い し ゃ

、福祉
ふ く し

等
とう

についての地域
ち い き

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

。センター

では、介護
か い ご

予防
よ ぼ う

の提供
ていきょう

にかかるマネジメントや総合
そうごう

相談
そうだん

、虐待
ぎゃくたい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・防止
ぼ う し

、支援
し え ん

困難
こんなん

ケースに関
かん

する地域
ち い き

ケアマネジャーへの指導
し ど う

・助言
じょげん

、関係
かんけい

機関
き か ん

とのネットワークづくりなどを 行
おこな

っている。  

※2 青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター： 障
しょう

がいのあるかたへの虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

や早期
そ う き

発見
はっけん

、虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた 障
しょう

がいの

あるかたの保護
ほ ご

などを目的
もくてき

に障
しょう

がい者
しゃ

支援課内
しえんかない

に設置
せっち

し、通報
つうほう

、届出
とどけで

、相談
そうだん

等
とう

の業務
ぎょうむ

を 行
おこな

っている。  
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（２）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

と体制
たいせい

の強化
きょうか

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

◆障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

内
ない

に基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

セン

ター※を設置
せ っ ち

し、相談
そうだん

支援
し え ん

としての機能
き の う

を強化
きょうか

するとともに、権利
け ん り

擁護
よ う ご

支援
し え ん

の

地域
ち い き

連携
れんけい

ネットワークの更
さら

なる充実
じゅうじつ

を

図
はか

り、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

に向
む

けた

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

、高齢者
こうれいしゃ

支援
し え ん

課
か

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

支援
し え ん

 

◆身寄
み よ

りがない等
とう

の理由
り ゆ う

により成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

開始
か い し

の審判
しんぱん

の申立
もうした

てが見込
み こ

めない

障
しょう

がいのあるかた等
とう

に対
たい

し、市長
し ち ょ う

が

裁判所
さいばんしょ

に審判
しんぱん

の申立
もうした

てを行
おこな

うなど成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

を支援
し え ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

、高齢者
こうれいしゃ

支援
し え ん

課
か

 

市民
し み ん

後見人
こうけんにん

の養成
ようせい

 ◆成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の担
にな

い手
て

である市民
し み ん

後見
こうけん

人
にん

を養成
ようせい

するほか、市民
し み ん

後見
こうけん

人
にん

の活用
かつよう

を含
ふく

めた法人
ほうじん

後見
こうけん

の活動
かつどう

を支援
し え ん

するため、

法人
ほうじん

等
とう

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

しま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

、高齢者
こうれいしゃ

支援
し え ん

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

地域
ち い き

で検討
けんとう

を 行
おこな

う体制
たいせい

が

構築
こうちく

されている圏域
けんいき

数
すう

 

成年
せいねん

後見人
こうけんにん

等
とう

を必要
ひつよう

とする

障
しょう

がいのあるかたへの支援
しえん

に

ついて、地域
ちいき

で検討
けんとう

を 行
おこな

う

体制
たいせい

が構築
こうちく

されている圏域数
けんいきすう

 

5圏域
けんいき

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

5圏域
けんいき

 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

5圏域
けんいき

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

市長
しちょう

申立
もうした

て件数
けんすう

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

に係
かか

る

市長
しちょう

申立
もうした

てを 行
おこな

った件数
けんすう

 

6件
けん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

6件
けん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

6件
けん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

                             

※ 基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター： 障
しょう

がいのあるかたが地域
ち い き

で自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

または社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むことができるよ

う、 障
しょう

がいのあるかた等
とう

のニーズに対応
たいおう

した相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

・ 充 実
じゅうじつ

を図
はか

る、地域
ちいき

における相談
そうだん

支援
し え ん

の

中核的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

を担
にな

う機関
き か ん

。
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第２章 地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 

１  生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 令和
れ い わ

４年
ねん

に「精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉法
ふ く し ほ う

」が改正
かいせい

され、市町村
しちょうそん

等
とう

が実施
じ っ し

する精神
せいしん

保健
ほ け ん

に関
かん

す

る相談
そうだん

支援
し え ん

について、精神
せいしん

障
しょう

がいのあるかたのほか精神
せいしん

保健
ほ け ん

に課題
か だ い

を抱
かか

えるか

たも対象
たいしょう

に心身
しんしん

の状態
じょうたい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行
おこな

うことと規定
き て い

され、令和
れ い わ

6年
ねん

4月
が つ

に施行
せ こ う

されました。 

○ また、令和
れ い わ

4年
ねん

に「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」が改正
かいせい

され、地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

な

役割
やくわり

を担
にな

う基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターの市町村
しちょうそん

への設置
せ っ ち

が努力
どりょく

義務
ぎ む

とし、令和
れ い わ

6年
ねん

4

月
がつ

に施行
せ こ う

されました。 

○ 障
しょう

がいのあるかたの高齢化
こ う れ い か

による障害
しょうがい

程度
て い ど

の重度化
じ ゅ う ど か

や、障
しょう

がいのある子
こ

どもの

増加
ぞ う か

、さらには相談
そうだん

内容
ないよう

が複雑
ふくざつ

化
か

・複合
ふくごう

化
か

するケースが増加
ぞ う か

していることから、

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

においてきめ細
こま

かな相談
そうだん

やニーズへの対応
たいおう

及
およ

び特性
とくせい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な

サービスを提供
ていきょう

することができる支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 

○ 本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケート

調査
ちょうさ

では、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

るために重要
じゅうよう

だと思
おも

うことについては、

「相談
そうだん

窓口
まどぐち

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

」が 14.2％と最
もっと

も多
おお

く、「経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

や

財政的
ざいせいてき

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

」が 10.2％となっています。 

○ 本市
ほ ん し

においても、令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

に障
しょう

がい者
しゃ

支援課内
し え ん か な い

に基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを

設置
せ っ ち

しました。 

○ 関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

が連携
れんけい

を図
はか

り、地域
ち い き

における障
しょう

がいのあるかたへの適切
てきせつ

な支援
し え ん

に関
かん

する情報
じょうほう

及
およ

び支援
し え ん

体制
たいせい

に関
かん

する課題
か だ い

についての情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

し、関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

の

連携
れんけい

の緊密化
き ん み つ か

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 
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施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

 障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

等
とう

が、その人
ひと

の実情
じつじょう

にあった相談
そうだん

を身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で

気軽
き が る

に受
う

けられるよう、各種
かくしゅ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を設置
せ っ ち

し周知
しゅうち

に努
つと

めます。 

また、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

に、委託
い た く

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

※と協働
きょうどう

し、総合的
そうごうてき

・

専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

の実施
じ っ し

及
およ

び地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

 

 

                        

※ 委託
い た く

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

：市
し

の委託
い た く

により、 障
しょう

がいのあるかたやその家族
かぞく

のかたのために、各種
かくしゅ

相談
そうだん

や社会
しゃかい

資源
し げ ん

等
とう

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

、専門
せんもん

機関
き か ん

の 紹 介
しょうかい

などを 行
おこな

う事業所
じぎょうしょ
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主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター

の設置
せ っ ち

 

◆地域
ち い き

における相談
そうだん

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

を

担
にな

う基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを設置
せ っ ち

し、障
しょう

がいの種別
しゅべつ

を問
と

わず対応
たいおう

できる相談
そうだん

支援
し え ん

や、地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

への訪問
ほうもん

等
とう

によ

る専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

・助言
じょげん

を行
おこな

います。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の

強化
きょうか

・充実
じゅうじつ

 

◆市内
し な い

５箇所
か し ょ

の委託
い た く

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

との協働
きょうどう

により、地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の人材
じんざい

育成
いくせい

や連携
れんけい

強化
きょうか

の取組
とりくみ

を進
すす

めることで、地域
ち い き

の

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を強化
きょうか

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

専門職
せんもんしょく

による一貫
いっかん

し

た相談
そうだん

支援
し え ん

の推進
すいしん

 

◆身体
しんたい

、知的
ち て き

、精神
せいしん

障
しょう

がいのあるかた、

発達
はったつ

障
しょう

がいのあるかた、医療的
いりょうてき

ケアを

必要
ひつよう

とする子
こ

どもの専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

に対
たい

し

て、専門職
せんもんしょく

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を行
おこな

います。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

※1の取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

※【第
だい

２章
しょう

】➌(２) 

にも再掲
さいけい

 

◆青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

におい

て、障
しょう

がいのあるかたなどの意見
い け ん

をもと

に地域
ち い き

生活
せいかつ

における課題
か だ い

の検討
けんとう

、社会
しゃかい

資源
し げ ん

の開発
かいはつ

や各種
かくしゅ

制度
せ い ど

の活用
かつよう

について協議
きょうぎ

しま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシス

テム※2の推進
すいしん

 

※【第
だい

２章
しょう

】❹(２) 

にも再掲
さいけい

 

◆精神科
せいしんか

病院
びょういん

、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、その他
ほか

の

関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、精神科
せいしんか

病院
びょういん

へ長期
ちょうき

入院
にゅういん

しているかたへの支援
し え ん

方法
ほうほう

等
とう

を

共有
きょうゆう

し、精神
せいしん

障
しょう

がいのあるかたの地域
ち い き

移行
い こ う

の支援
し え ん

や地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支援
し え ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

 

                       

※1 青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

：障
しょう

がいのあるかた等
とう

への支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

るため、障
しょう

がいのあるかたが

主体
しゅたい

となって 自
みずか

らが希望
きぼう

する生活
せいかつ

ができることを目指
め ざ

して話
はな

し合
あ

う場
ば

。 

※2 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム：高齢者
こうれいしゃ

等
とう

ができる限
かぎ

り住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して自立
じ り つ

した暮
く

らしを続
つづ

けることができ

るよう、医療
いりょう

、介護
か い ご

、介護
か い ご

予防
よ ぼ う

、住
す

まい及
およ

び日常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

が包括的
ほうかつてき

に確保
か く ほ

される体制
たいせい

。 
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障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

の

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

◆身体
しんたい

及
およ

び知的
ち て き

障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

※1を設置
せ っ ち

し、障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

等
とう

の

立場
た ち ば

から、障
しょう

がいのあるかたからの

日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

等
とう

に関
かん

する相談
そうだん

に応
おう

じ、必要
ひつよう

な指導
し ど う

、助言
じょげん

を行
おこな

います。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

ピア※2サポータ―の

養成
ようせい

 

◆地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター※3において、同
おな

じ

ような障
しょう

がいや悩
なや

みを抱
かか

えるかたが互
たが

い

に支
ささ

え合
あ

えるよう、障
しょう

がい者
しゃ

ピアサポー

ターを養成
ようせい

するための研修会
けんしゅうかい

等
とう

を開催
かいさい

し

ます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

に関
かん

する

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の確保
か く ほ

 

◆精神科医
せ い し ん か い

、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉士
ふ く し し

等
とう

の専門
せんもん

職
しょく

が、医療
いりょう

の継続
けいぞく

や受診
じゅしん

に関
かん

すること、

社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

、生活上
せいかつじょう

の困
こま

りごと、家族
か ぞ く

が抱
かか

える問題
もんだい

等
とう

の相談
そうだん

を受
う

け、必要
ひつよう

に応
おう

じ

て、精神科
せいしんか

医療
いりょう

機関
き か ん

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス

等
とう

の紹介
しょうかい

や自宅
じ た く

等
とう

へ訪問
ほうもん

し、助言
じょげん

を行
おこな

います。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

保健
ほ け ん

予防
よ ぼ う

課
か

 

自殺
じ さ つ

予防
よ ぼ う

対策
たいさく

の推進
すいしん

 ◆自殺
じ さ つ

予防
よ ぼ う

に対
たい

する正
ただ

しい知識
ち し き

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

うとともに、ゲートキーパー※4の

役割
やくわり

を担
にな

う人材
じんざい

の確保
か く ほ

や、相談
そうだん

窓口
まどぐち

の

周知
しゅうち

、こころの不安
ふ あ ん

や悩
なや

みに関
かん

する相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

保健
ほ け ん

予防
よ ぼ う

課
か

 

ひきこもり等
とう

の支援
し え ん

 ◆ひきこもり等
とう

の問題
もんだい

を抱
かか

えるかたやその

家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、相談者
そうだんしゃ

の

精神的
せいしんてき

な負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と問題
もんだい

解決
かいけつ

の糸口
いとぐち

を探
さぐ

ることを目的
もくてき

として、相談会
そうだんかい

や家族
か ぞ く

交流会
こうりゅうかい

等
とう

を実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

                        

※1 障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

：身体
しんたい

及び知的
ち て き

障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

のかたなどからの相談
そうだん

に、障
しょう

がいのあるかたま

たは関係者
かんけいしゃ

が、必要
ひつよう

な助言
じょげん

・指導
し ど う

を行
おこな

う市
し

が委託
い た く

する相談員
そうだんいん

。 

※2 ピア：同
おな

じ課題
か だ い

や環境
かんきょう

を体験
たいけん

するかたがその体験
たいけん

から来
く

る感情
かんじょう

を共有
きょうゆう

することにより、安心感
あんしんかん

や自己
じ こ

肯定感
こうていかん

を得
え

ることなどを目的
もくてき

とする。  

※3 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター： 障
しょう

がいによって 働
はたら

くことが困難
こんなん

なかたが地域
ち い き

において、自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

または

社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むことができるよう、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

及
およ

び社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促進
そくしん

を図
はか

るとと

もに、日常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そうだん

等
とう

により生活
せいかつ

能力
のうりょく

の維持
い じ

や向上
こうじょう

を図
はか

る福祉
ふ く し

施設
し せ つ

。 

※4 ゲートキーパー：自殺
じ さ つ

や自殺
じ さ つ

関連
かんれん

事象
じしょう

に関
かん

する正
ただ

しい知識
ち し き

を普及
ふきゅう

し、自殺
じ さ つ

の危険
き け ん

を示
しめ

すサインに気
き

づき、声
こえ

を

かけ、話
はなし

を聴
き

くことで、必要
ひつよう

に応
おう

じて専門家
せ ん も ん か

につなぎ、見守
み ま も

る役割
やくわり

を担
にな

う人材
じんざい

。  
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（２）各種
かくしゅ

手当
て あ て

の支給
しきゅう

等
とう

による経済的
けいざいてき

支援
し え ん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

各種
かくしゅ

手当
て あ て

の支給
しきゅう

や

医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

 

◆心身
しんしん

障
しょう

がいのあるかたへの福祉
ふ く し

手当
て あ て

の

支給
しきゅう

のほか、重度
じゅうど

の障
しょう

がいのあるかた

などに対
たい

する各種
かくしゅ

手当
て あ て

、補装具
ほ そ う ぐ

の購入
こうにゅう

修理費
しゅうりひ

や医療費
いりょうひ

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

税務部
ぜ い む ぶ

国保
こ く ほ

医療
いりょう

年金
ねんきん

課
か

 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の給付
きゅうふ

 

 

 

◆障
しょう

がいのあるかたの日常
にちじょう

生活
せいかつ

が、より

円滑
えんかつ

に行
おこな

われるための日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

を

給付
きゅうふ

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

軽度
け い ど

中等度
ちゅうとうど

難聴児
なんちょうじ

補聴器
ほちょうき

購入費
こうにゅうひ

等
とう

の助成
じょせい

 

※【第
だい

３章
しょう

】❶(１) 

にも再掲
さいけい

 

◆言語
げ ん ご

の習得
しゅうとく

やコミュニケーション能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のため、補聴器
ほちょうき

の購入
こうにゅう

等
とう

が必要
ひつよう

な子
こ

どもへ、費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

障
しょう

が い 者
しゃ

福祉
ふ く し

に 関
かん

す る

相談者数
そうだんしゃすう

 

障
しょう

がいのあるかたからの

相談
そうだん

実人数
じつにんずう

（ 障 害 者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

、障害児
しょうがいじ

等
とう

療 育
りょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

、

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

相談
そうだん

事業
じぎょう

） 

1,648人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1,612人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

1,664人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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２  人材
じんざい

の育成
いくせい

と確保
か く ほ

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 地域
ち い き

の相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

な役割
や く わ り

を担
に な

う基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センターの役割
や く わ り

として、地域
ち い き

 

の相談
そ う だ ん

支援
し え ん

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

に対
た い

する助言
じ ょ げ ん

等
と う

の支援者
し え ん し ゃ

への支援
し え ん

が求
も と

められています。 

○ 相談
そうだん

内容
ないよう

が複雑
ふくざつ

化
か

・複合
ふくごう

化
か

していることから、地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービ

スの提供
ていきょう

を担
にな

う相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

※等
とう

の技術
ぎじゅつ

や知見
ち け ん

を高
たか

め、社会
しゃかい

資源
し げ ん

の改善
かいぜん

及
およ

び

開発
かいはつ

、地域
ち い き

とのつながりや支援者
し え ん し ゃ

との関係
かんけい

構築
こうちく

等
とう

の支援
し え ん

を行
おこな

う必要
ひつよう

があります。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの提供
ていきょう

を担
にな

う人材
じんざい

の育成
いくせい

及
およ

び資質
し し つ

の向上
こうじょう

に向
む

け、個別
こ べ つ

事例
じ れ い

における専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

や助言
じょげん

及
およ

び青森県
あおもりけん

等
とう

が実施
じ っ し

する研修
けんしゅう

の周知
しゅうち

・情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を図
はか

ります。 

主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

等
とう

の育成
いくせい

・確保
か く ほ

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

福祉
ふ く し

人材
じんざい

の確保
か く ほ

 ◆将来
しょうらい

にわたって安定的
あんていてき

に障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サー

ビス等
とう

を提供
ていきょう

していくため、専門性
せんもんせい

を

高
たか

めるための勉強会
べんきょうかい

の開催
かいさい

、多職種
たしょくしゅ

間
かん

の連携
れんけい

の推進
すいしん

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

の現場
げ ん ば

の

積極的
せっきょくてき

な周知
しゅうち

・広報
こうほう

等
とう

に取
と

り組
く

むこと

で福祉
ふ く し

人材
じんざい

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の育成
いくせい

 ◆複雑化
ふくざつか

・複合
ふくごう

化
か

する相談
そうだん

に相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

が対応
たいおう

できるように基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターや委託
い た く

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が中心
ちゅうしん

となり、ケース検討
けんとう

等
とう

の機会
き か い

を設
もう

け相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の育成
いくせい

に努
つと

めます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

 

                        

※ 相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

：相談
そうだん

支援
し え ん

の業務
ぎょうむ

に従事
じゅうじ

する者
もの

のこと。利用者
り よ う し ゃ

に係
かか

るアセスメントの実施
じ っ し

、サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

、サービス担当者
たんとうしゃ

会議
か い ぎ

の開催
かいさい

、サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

の把握
は あ く

などの一連
いちれん

の業務
ぎょうむ

を行う。   

２ 
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（２）地域
ち い き

福祉
ふ く し

サポーター制度
せ い ど

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

ボランティアポイント

の制度
せ い ど

普及
ふきゅう

促進
そくしん

 

◆地域
ち い き

福祉
ふ く し

の担
にな

い手
て

の育成
いくせい

及
およ

び確保
か く ほ

並
なら

び

に高齢者
こうれいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

活動
かつどう

を通
つう

じた介護
か い ご

予防
よ ぼ う

を図
はか

る「ボランティアポイント

制度
せ い ど

」を普及
ふきゅう

促進
そくしん

し、ボランティア活動
かつどう

            

に参加
さ ん か

するきっかけづくりに繋
つな

げます。 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の 人材
じんざい

育成
いくせい

に向
む

けた取組
とりくみ

の実施率
じっしりつ

 

委託
いたく

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

が毎月
まいつき

開催
かいさい

する圏域
けんいき

会議
かいぎ

の実施率
じっしりつ

 

100.0％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

100.0% 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

100.0％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の 人材
じんざい

育成
いくせい

に向
む

けた取組
とりくみ

への参加率
さんかりつ

 

委託
いたく

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

が開催
かいさい

す る 圏域
けんいき

会議
かいぎ

へ の 相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の参加
さんか

率
りつ

 

71.0％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

73.6% 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

増加
ぞ う か

（↗） 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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３  地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

サービスの充実
じゅうじつ

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○  本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケート

調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

どのような暮
く

らしをしたいかについて、「自宅
じ た く

で暮
く

らしたい」が

76.１％と最
もっと

も多
おお

くなっています。 

○ また、主
おも

に介助
かいじょ

や介護
か い ご

しているかたについて、「父母
ふ ぼ

、祖父母
そ ふ ぼ

、兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」が

17.1％と最
もっと

も多
おお

く、将来
しょうらい

、主
おも

な介護者
か い ご し ゃ

のかたが介護
か い ご

をできなくなった場合
ば あ い

に

介護
か い ご

を頼
たの

める人
ひと

がいるかについて、「いない」が 47.7％と最
もっと

も多
おお

くなっていま

す。 

○ 希望
き ぼ う

する暮
く

らしを送
お く

るために必要
ひ つ よ う

と考
かんが

える支援
し え ん

について、「経済的
け い ざ い て き

な負担
ふ た ん

の軽減
け い げ ん

」

が 18.7％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「必要
ひ つ よ う

な在宅
ざ い た く

サービスが適切
て き せ つ

に利用
り よ う

できること」

が 12.3％、「相談
そ う だ ん

対応
た い お う

などの充実
じゅうじつ

」が 11.0％、「緊急
きんきゅう

時
じ

の施設
し せ つ

での受入
う け い

れ体制
た い せ い

の

充実
じゅうじつ

」が 10.9％、「在宅
ざ い た く

で医療的
い り ょ う て き

ケアなどが適切
て き せ つ

に受
う

けられること」が 10.5％

となっています。 

○ 障
しょう

がいのあるかたの高齢化
こ う れ い か

による障害
しょうがい

程度
て い ど

の重度化
じ ゅ う ど か

などの現状
げんじょう

から、今後
こ ん ご

もサ

ービスの需要
じゅよう

はさらに高
たか

くなっていくものと見込
み こ

まれます。 

○ 障
しょう

がいのあるかたの自己
じ こ

決定
けってい

を尊重
そんちょう

し、必要
ひつよう

な意思
い し

決定
けってい

を支援
し え ん

するなど、本人
ほんにん

が望
のぞ

む暮
く

らしの実現
じつげん

に向
む

けた体制
たいせい

づくりを充実
じゅうじつ

する必要
ひつよう

があります。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

 親
おや

亡
な

きあとを見据
み す

えた地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支援
し え ん

するため、サービス提供
ていきょう

事業者
じぎょうしゃ

などと

連携
れんけい

しながら、地域
ち い き

における生活
せいかつ

を包括的
ほうかつてき

に支援
し え ん

する体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。  

障
しょう

がいのあるかたが、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、障
しょう

が

いのあるかたの意向
い こ う

を尊重
そんちょう

した障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

を提供
ていきょう

し、一人
ひ と り

ひとりの障
しょう

がい

特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

  

３ 
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主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支援
し え ん

する障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の提供
ていきょう

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの

充実
じゅうじつ

 

◆ホームヘルプサービス、重度
じゅうど

の肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

者
しゃ

等
とう

への介護
か い ご

、日中
にっちゅう

の創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の支援
し え ん

、必要
ひつよう

な訓練
くんれん

等
とう

の

提供
ていきょう

、短期間
たんきかん

の入所
にゅうしょ

など地域
ち い き

で生活
せいかつ

す

るうえで必要
ひつよう

とするサービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

を図り
はか

ます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

への相談
そうだん

支援
し え ん

 

◆日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び療養
りょうよう

を支援
し え ん

するため、

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

とその家族
か ぞ く

を対象
たいしょう

に、保健師
ほ け ん し

や看護師
か ん ご し

等
とう

が訪問
ほうもん

等
とう

による相談
そうだん

を行
おこな

い

ます。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

課
か

 

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

への指導
し ど う

監査
か ん さ

 ◆障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業者
じぎょうしゃ

等
とう

に対
たい

し運営
うんえい

指導
し ど う

や集団
しゅうだん

指導
し ど う

を行
おこな

い、サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

及
およ

び自立
じ り つ

支援
し え ん

給付
きゅうふ

の適正化
てきせいか

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

指導
し ど う

監査
か ん さ

課
か

 

福祉
ふ く し

ガイドブックの

配付
は い ふ

 

◆新
あら

たに障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の交付
こ う ふ

を受
う

けたかた

が、必要
ひつよう

とするサービスを自
みずか

ら選択
せんたく

で

きるよう、「福祉
ふ く し

ガイドブック」の配付
は い ふ

等
とう

により、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か
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（２）地域
ち い き

における生活
せいかつ

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

※1の

充実
じゅうじつ

 

◆親
おや

亡
な

きあとを見据
み す

えた地域
ち い き

での生活
せいかつ

を

包括的
ほうかつてき

に支援
し え ん

するため、相談
そうだん

、体験
たいけん

の

機会
き か い

・場
ば

、緊急時
きんきゅうじ

の受
う

入
い

れ・対応
たいおう

、

専門性
せんもんせい

、地域
ち い き

の体制
たいせい

づくりなどを集約
しゅうやく

した地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

りま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がい※2者
しゃ

への支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

◆地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

を中心
ちゅうしん

とし、強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がいのあるかたの支援
し え ん

体制
たいせい

を

強化
きょうか

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

住宅
じゅうたく

セーフティネット

制度
せ い ど

※3による居住
きょじゅう

支援
し え ん

 

◆住宅
じゅうたく

セーフティネット制度
せ い ど

による住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

要
よう

配慮者
はいりょしゃ

の入
にゅう

居
きょ

を拒
こば

まない賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の登録
とうろく

制度
せ い ど

や青森県
あおもりけん

居住
きょじゅう

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

を通
つう

じたマッチング・入居
にゅうきょ

支援
し え ん

の

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

都市
と し

整備
せ い び

部
ぶ

住宅
じゅうたく

ま

ちづくり課
か

 

青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

の取組
とりくみ

の

推進
すいしん

 

（再掲
さいけい

） 

◆青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

におい

て、障
しょう

がいのあるかたなどの意見
い け ん

をも

とに地域
ち い き

生活
せいかつ

における課題
か だ い

の検討
けんとう

、社会
しゃかい

資源
し げ ん

の開発
かいはつ

や各種
かくしゅ

制度
せ い ど

の活用
かつよう

について

協議
きょうぎ

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

 

 

 

                        

※1 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

： 障
しょう

がい者
しゃ

の重度化
じ ゅ う ど か

・高齢化
こ う れ い か

や「親
おや

亡
な

き後
あと

」を見据
み す

えた、居住
きょじゅう

支援
し え ん

（主
おも

な機能
き の う

は、相談
そうだん

、

緊急時
きんきゅうじ

の受
う

け入
い

れ・対応
たいおう

、体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

、専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・養成
ようせい

、地域
ち い き

の体制
たいせい

づくり）のための機能
き の う

を

もつ場所
ば し ょ

や体制
たいせい

のこと。  

※2 強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がい：自傷
じしょう

、他害
た が い

、こだわり、もの壊
こわ

し、睡眠
すいみん

の乱
みだ

れ、異食
いしょく

、多動
た ど う

など本人
ほんにん

や周囲
しゅうい

の人
ひと

の暮
く

らしに       

影響
えいきょう

を及
およ

ぼす行動
こうどう

が、 著
いちじる

しく高
たか

い頻度
ひ ん ど

で起
お

こるため、特別
とくべつ

に配慮
はいりょ

された支援
し え ん

が必要
ひつよう

になっている状態
じょうたい

。 

※3 住宅
じゅうたく

セーフティネット制度
せ い ど

：高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

、子育
こ そ だ

て世帯
せ た い

などの住宅
じゅうたく

の確保
か く ほ

に配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

なかた（住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

要
よう

配慮者
はいりょしゃ

）の入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない住宅
じゅうたく

として登録
とうろく

いただいた賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

（セーフティネット住宅
じゅうたく

）を対象
たいしょう

に、住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

要
よう

配慮者
はいりょしゃ

への居住
きょじゅう

支援
し え ん

を行
おこな

うもの。  
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（３）障
しょう

がいの特性
とくせい

やニーズに応
おう

じた移動
い ど う

支援
し え ん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

移送
い そ う

サービスによる

支援
し え ん

 

◆身体
しんたい

障
しょう

がいのあるかたや難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

で

日常
にちじょう

の外出
がいしゅつ

において車
くるま

いすを使用
し よ う

して

いるかたに対
たい

し、車
くるま

いすのまま自動車
じどうしゃ

で移動
い ど う

できる手段
しゅだん

を提
てい

供
きょう

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

外出
がいしゅつ

介護
か い ご

サービスによ

る支援
し え ん

 

 

◆重度
じゅうど

の視覚
し か く

障
しょう

がいや全身性
ぜんしんせい

障
しょう

がい、

知的
ち て き

障
しょう

がい、精神障
せいしんしょう

がいのかたや

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

のかたに対
たい

して、社会
しゃかい

生活上
せいかつじょう

、必要
ひつよう

な外出時
がいしゅつじ

の付添
つきそい

のヘルパ

ーを派遣
は け ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い ど う

の支援
し え ん

 ◆障
しょう

がいのあるかたの就労
しゅうろう

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

な

ど生活
せいかつ

行動
こうどう

範囲
は ん い

拡大
かくだい

のため、自動車
じどうしゃ

免許
めんきょ

取得
しゅとく

費用
ひ よ う

の助成
じょせい

やバス料金
りょうきん

を無料化
むりょうか

す

るとともに、重度
じゅうど

の障
しょう

がいのあるかた

へのタクシーまたは自家用車
じ か よ う し ゃ

の利用
り よ う

に係
かか

る費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用者数
りようしゃすう

 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホ

ーム）の一月
ひとつき

当
あ

たりの利
り

用
よう

者
しゃ

数
すう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あ お も り し

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

め

た令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

360人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

302人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

489人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

 

  



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

２章
しょう

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

57 

 

４  保健
ほ け ん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○  本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケート

調査
ちょうさ

では、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

るために重要
じゅうよう

だと思
おも

うことについては、「障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

」が 5.7％と多
おお

くなっています。 

○ 心身
しんしん

ともに健康
けんこう

で将来
しょうらい

にわたって、いきいきと安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよ

う、乳幼児
にゅうようじ

から中
ちゅう

高年齢
こうねんれい

まで継続的
けいぞくてき

に、障
しょう

がいの原因
げんいん

となりうる疾病
しっぺい

等
とう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び早期
そ う き

治療
ちりょう

や障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

の推進
すいしん

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

※の増加
ぞ う か

に伴
ともな

う多様
た よ う

なニーズに対応
たいおう

するため、早期
そ う き

に状 況
じょうきょう

把握
は あ く

を

行
おこな

い、多職種
たしょくしゅ

による継続的
けいぞくてき

な支援
し え ん

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

があります。 

○ 令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

から「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」の対象
たいしょう

疾病
しっぺい

が 369疾病
しっぺい

に追加
つ い か

見直
み な お

しされ

るなど、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

やその家族
か ぞ く

の療養上
りょうようじょう

の不安
ふ あ ん

の軽減
けいげん

を図
はか

るため、日常
にちじょう

生活
せいかつ

支援
し え ん

が求
もと

められています。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

  障
しょう

がいの原因
げんいん

となりうる疾病
しっぺい

等
とう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び早期
そ う き

治療
ちりょう

や障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

を推進
すいしん

するため、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

など関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を図
はか

り、各種
かくしゅ

健診
けんしん

・検診
けんしん

を受診
じゅしん

し

やすい環境
かんきょう

づくりに努
つと

めます。 

 

 

                        

※  医療的
いりょうてき

ケア児
じ

：日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むために恒常的
こうじょうてき

に人工
じんこう

呼吸器
こ き ゅ う き

による呼吸
こきゅう

管理
か ん り

や喀痰
かくたん

吸引
きゅういん

等
とう

の

医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けることが不可欠
ふ か け つ

である児童
じ ど う

。 

  

４ 



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

２章
しょう

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

58 

 

主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

疾病
しっぺい

等
とう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び早期
そ う き

治療
ちりょう

や障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

等
とう

の取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

◆各種
かくしゅ

健診
けんしん

・検診
けんしん

などを通
つう

じて、障
しょう

がい

の原因
げんいん

となりうる疾病
しっぺい

等
とう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び

早期
そ う き

治療
ちりょう

や障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

に努
つと

めま

す。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり

親子
お や こ

はぐくみプラ

ザ、健康
けんこう

づくり

推進
すいしん

課
か

 

（２）保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の連携
れんけい

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

受診
じゅしん

しやすい環境
かんきょう

づく

りの推進
すいしん

 

◆各種
かくしゅ

健診
けんしん

・検診
けんしん

における受診
じゅしん

勧奨
かんしょう

や、

個別
こ べ つ

健診
けんしん

・検診
けんしん

、集団
しゅうだん

健診
けんしん

・検診
けんしん

など

の実施
じ っ し

により、受診
じゅしん

しやすい環境
かんきょう

づく

りを推進
すいしん

します。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり

親子
お や こ

はぐくみプラ

ザ、健康
けんこう

づくり

推進
すいしん

課
か

 

精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシス

テムの推進
すいしん

 

（再掲
さいけい

） 

◆精神科
せいしんか

病院
びょういん

、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、その他
た

の関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、精神科
せいしんか

病院
びょういん

へ長期
ちょうき

入院
にゅういん

しているかたへの支援
し え ん

方法
ほうほう

等
とう

を共有
きょうゆう

することで、精神
せいしん

障
しょう

がい

のあるかたの地域
ち い き

移行
い こ う

の支援
し え ん

や地域
ち い き

での

生活
せいかつ

を支援
し え ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

へのコー

ディネーターの確保
か く ほ

 

※【第
だい

３章
しょう

】❷(1) 

にも再掲
さいけい

 

 

◆医療的
いりょうてき

ケア児
じ

などが適切
てきせつ

な支援
し え ん

を受
う

ける

ことができるよう、庁内
ちょうない

関係
かんけい

課
か

や関係
かんけい

機関
き か ん

などが継続的
けいぞくてき

に関
かか

わっていくための

調整役
ちょうせいやく

となる医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディ

ネーターを配置
は い ち

し、きめ細
こま

かな支援
し え ん

を

実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり

親子
お や こ

はぐくみプラ

ザ 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

への医療
いりょう

相談
そうだん

や訪問
ほうもん

相談
そうだん

 

 

◆難病
なんびょう

で在宅
ざいたく

療養
りょうよう

をしているかたに、

医師
い し

・看護師
か ん ご し

・理学
り が く

療法士
りょうほうし

・保健師
ほ け ん し

等
とう

に

よる医療
いりょう

相談
そうだん

や訪問
ほうもん

相談
そうだん

を行
おこな

います。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

課
か

 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

への日常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

◆入浴
にゅうよく

介護
か い ご

、家事
か じ

等
とう

の援助
えんじょ

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の給付
きゅうふ

などにより、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
し え ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

２章
しょう

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

59 

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

産婦
さ ん ぷ

の訪問
ほうもん

指導
し ど う

実施率
じっしりつ

 

保健師
ほ け ん し

による産婦
さんぷ

への訪問
ほうもん

指導
しどう

した割合
わりあい

 

100.0％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

93.3% 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

100.0％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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 教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

及
およ

び自立
じ り つ

した生活
せ い か つ

の支援
し え ん

 

 

１  教育
きょういく

・保育
ほ い く

におけるインクルーシブの推進
すいしん

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○  本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケート

調査
ちょうさ

では、教育
きょういく

や学校
がっこう

生活
せいかつ

でさらに充実
じゅうじつ

させるべきと思
お も

う点
て ん

について、「教職員
きょうしょくいん

の理解
り か い

・支援
し え ん

」が 13.6％と最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで「生活
せ い か つ

に対
た い

する支援
し え ん

」が 12.5％、

「就労
しゅうろう

に向
む

けた教育
きょういく

」が 11.6％となっています。 

○ 市内
し な い

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の特別
と く べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の児童
じ ど う

・生徒数
せ い と す う

については、年々
ね ん ね ん

増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、 

令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

は令和
れ い わ

元
が ん

年度
ね ん ど

459人
に ん

から 239人
に ん

（約
や く

1.5倍
ば い

）増加
ぞ う か

し、698人
に ん

となってい

ます。 

○ 人間
にんげん

の多様性
た よ う せ い

の尊重
そんちょう

等
とう

の強化
きょうか

、障
しょう

がいのあるかたが精神的
せいしんてき

及
およ

び身体的
しんたいてき

な能力
のうりょく

等
とう

を可能
か の う

な最大
さいだい

限度
げ ん ど

まで発達
はったつ

させ、自由
じ ゆ う

な社会
しゃかい

に効果的
こ う か て き

に参加
さ ん か

することを可能
か の う

とするとの目的
もくてき

のもと、障
しょう

がいのあるかたとないかたが共
とも

に学
まな

ぶ仕組
し く

みが求
もと

め

られています。 

○ 障
しょう

がいのある子
こ

どもや医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

、教育上
きょういくじょう

特別
とくべつ

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする児童
じ ど う

生徒
せ い と

が増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあることから、子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりの教育的
きょういくてき

ニーズを的確
てきかく

に

把握
は あ く

し、指導
し ど う

や支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

○ また、乳幼児
にゅうようじ

期
き

から障
しょう

がいのある子
こ

どもとない子
こ

どもが同
おな

じ場
ば

で、助
たす

け合
あ

い、

影響
えいきょう

し合
あ

いながら育
そだ

っていく実践
じっせん

を創
つく

り出
だ

していく必要
ひつよう

があります。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

障
しょう

がいや医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

の多様
た よ う

なニーズを有
ゆう

する子
こ

どもたちに対応
たいおう

するため、

社会的
しゃかいてき

包摂
ほうせつ

の観点
かんてん

から、子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりの教育的
きょういくてき

ニーズや保育
ほ い く

ニーズを的確
てきかく

に

把握
は あ く

することにより、個別
こ べ つ

最適
さいてき

な学
まな

びの機会
き か い

等
とう

を確保
か く ほ

するとともに、一人
ひ と り

ひとりの

能力
のうりょく

・可能性
か の う せ い

を最大限
さいだいげん

に伸
の

ばす教育
きょういく

の実現
じつげん

に取
と

り組
く

みます。 

第
だ い

３章
しょう

 

１ 



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

３章
しょう

 教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

及
およ

び自立
じ り つ

した生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

61 

 

主
おも

な取組
とりくみ

 

障
しょう

がいの状態
じょうたい

やニーズに応
おう

じた教育
きょういく

・保育
ほ い く

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

インクルーシブ

教育
きょういく

システムの

推進
すいしん

 

◆小学校
しょうがっこう

入学
にゅうがく

時
じ

から、子
こ

どもの多様
た よ う

な教育的
きょういくてき

ニーズに応
おう

じた支援
し え ん

体制
たいせい

を確立
かくりつ

できるよう

幼
よう

保
ほ

小
しょう

の連携
れんけい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、障
しょう

がいのあるかたとないかたが共
とも

に学
まな

ぶイン

クルーシブ理念
り ね ん

のもと、児童
じ ど う

生徒
せ い と

の一人
ひ と り

ひと

りの教育的
きょういくてき

ニーズに応
こた

えるための適切
てきせつ

な

指導
し ど う

や支援
し え ん

を行
おこな

います。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

指導
し ど う

課
か

 

インクルーシブ保育
ほ い く

システムの推進
すいしん

 

◆保育所
ほいくしょ

等
とう

に入所
にゅうしょ

している障
しょう

がいのある

児童
じ ど う

及
およ

び医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に保育
ほ い く

を行
おこな

うた

め、受
う

け入
い

れ体制
たいせい

の整備
せ い び

を推進
すいしん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

子育
こ そ だ

て支援
し え ん

課
か

 

学習
がくしゅう

活動上
かつどうじょう

の支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

◆教育上
きょういくじょう

特別
とくべつ

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

ども

のため、特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

の

設置
せ っ ち

や、特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援
し え ん

員
いん

※1 による

学習
がくしゅう

活動上
かつどうじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

います。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

学務
が く む

課
か

 

教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せ い び

の

推進
すいしん

 

  

 就学
しゅうがく

指導
し ど う

体制
たいせい

の

充実
じゅうじつ

 

◆ 教育
きょういく

支援
し え ん

委員会
いいんかい

による各種
かくしゅ

検査
け ん さ

や 就学
しゅうがく

相談
そうだん

など、就学
しゅうがく

に係
かか

る教育
きょういく

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

り、一人
ひ と り

ひとりのニーズに応
おう

じた教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せ い び

を推進
すいしん

します。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

指導
し ど う

課
か

 

研修
けんしゅう

講座
こ う ざ

の開催
かいさい

 ◆言語
げ ん ご

障
しょう

がい、 L D
えるでぃー

（学習
がくしゅう

障
しょう

がい）や

A D H D
えーでぃーえいちでぃー

（注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

多動性
たどうせい

障
しょう

がい）など

特別
とくべつ

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どものため、特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター※2 や特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

担当
たんとう

職員
しょくいん

を 対象
たいしょう

とした 研修
けんしゅう

講座
こ う ざ

を

開催
かいさい

します。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

指導
し ど う

課
か

 

指導
し ど う

実践例
じっせんれい

をま

とめた冊子
さ っ し

の

配付
は い ふ

 

◆障
しょう

がいの状態
じょうたい

に応
おう

じた工夫
く ふ う

ある指導
し ど う

内容
ないよう

を冊子
さ っ し

「青森市
あおもりし

の特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

ガイドブッ

ク」にまとめ、すべての小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

に配付
は い ふ

し

ます。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

指導
し ど う

課
か

 

                           

※1 特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援員
し え ん い ん

：普通
ふ つ う

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

する児童
じ ど う

生徒
せ い と

のうち多動
た ど う

傾向
けいこう

や介助
かいじょ

を必要
ひつよう

とするなどの特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とする児童
じ ど う

生徒
せ い と

に対
たい

し、適切
てきせつ

な学校
がっこう

生活
せいかつ

での介助
かいじょ

や学習
がくしゅう

活動
かつどう

の支
し

援
えん

を行
おこ

う者
もの

のこと。  

※2 特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター：学校内
がっこうない

の関係者
かんけいしゃ

や保護者
ほ ご し ゃ

及
およ

び関係
かんけい

機関
き か ん

との連絡
れんらく

・調整
ちょうせい

など、学校
がっこう

の

窓口
まどぐち

としての役割
やくわり

を担
にな

う 教 員
きょういん

。
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市立
し り つ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

にお

ける医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

 

◆市立
し り つ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

に在籍
ざいせき

する医療的
いりょうてき

ケア

児
じ

が、適切
てきせつ

な教育
きょういく

を受
う

けられるよう、

看護師
か ん ご し

等
とう

の配置
は い ち

などによる支援
し え ん

体制
たいせい

を

整備
せ い び

します。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

学務
が く む

課
か

 

保育士
ほ い く し

や教職員
きょうしょくいん

等
とう

へ

の専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

 

◆障
しょう

がいのある子
こ

どもが通
かよ

う保育所
ほ い く し ょ

や

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

を療育
りょういく

に携
たずさ

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

が訪問
ほうもん

し、保育士
ほ い く し

や教職員
きょうしょくいん

等
とう

への

集団
しゅうだん

生活
せいかつ

に適応
てきおう

するための専門的
せんもんてき

な

支援
し え ん

・助言
じょげん

・提案
ていあん

等
とう

を行
おこな

います。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

軽度
け い ど

中等度
ちゅうとうど

難聴児
なんちょうじ

補聴器
ほちょうき

購入費
こうにゅうひ

等
とう

の助成
じょせい

 

（再掲
さいけい

） 

◆言語
げ ん ご

の習得
しゅうとく

やコミュニケーション能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のため、補聴器
ほちょうき

の購入
こうにゅう

等
とう

が必要
ひつよう

な子
こ

どもへ、費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

障
しょう

がい児
じ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

のある

教 育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

の割合
わりあい

 

幼稚園
ようちえん

、保育所
ほいくしょ

等
とう

の 障
しょう

がい

の あ る 子
こ

ど も の 受入
うけい

れ を

「教 育
きょういく

・保育
ほいく

施設
しせつ

等
とう

情 報
じょうほう

フ

ァイル（市
し

ホームページ）」に

明記
めいき

している施設
しせつ

の割合
わりあい

 

43.2％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

43.7% 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

増加
ぞ う か

（↗） 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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２  障
しょう

がいのある子
こ

どもや家族
か ぞ く

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 令和
れ い わ

4年
ねん

に厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

が実施
じ っ し

した「生活
せいかつ

のしづらさなどに関
かん

する調査
ちょうさ

（全国
ぜんこく

在宅
ざいたく

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

実態
じったい

調査
ちょうさ

）」では、発達
はったつ

障
しょう

がいと診断
しんだん

された 18歳
さい

未満
み ま ん

のかたは、

34.5万人
まんにん

であり、平成
へいせい

28年
ねん

21.0万人
まんにん

と比較
ひ か く

し、約
やく

1.6倍
ばい

に増加
ぞ う か

しています。 

○ 障
しょう

がいのある子
こ

どもへの支援
し え ん

は、障
しょう

がいの特性
とくせい

を踏
ふ

まえ、療育
りょういく

や教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

等
とう

を切
き

れ目
め

なく行
おこな

う必要
ひつよう

があります。 

○ 障
しょう

がいのある子
こ

どもやひとり親
おや

家庭
か て い

等
とう

の特別
とくべつ

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

としている人
ひと

が増
ふ

え

ており、一人
ひ と り

ひとりの状 況
じょうきょう

に即
そく

した様々
さまざま

な支援
し え ん

が重要
じゅうよう

となっています。 

○ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスや児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

している障
しょう

がいのある子
こ

どもは、

年々
ねんねん

増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあります。 

○ 医療
いりょう

技術
ぎじゅつ

の進歩
し ん ぽ

に伴
ともな

い医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が増加
ぞ う か

するとともにその実態
じったい

が多様化
た よ う か

し、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
か ぞ く

が個々
こ こ

の医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

等
とう

に応
おう

じた

適切
てきせつ

な支援
し え ん

を受
う

けられるようにすることが重要
じゅうよう

な課題
か だ い

となっていることに鑑
かんが

み、

令和
れ い わ

3年
ねん

9月
がつ

に「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」が施行
せ こ う

されました。 

○ 障
しょう

がいのある子
こ

どもやその家族
か ぞ く

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるよう、そのニーズ

に応
おう

じた療育
りょういく

・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

・医療
いりょう

・教育
きょういく

など関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

をさらに強化
きょうか

する必要
ひつよう

があります。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

療育
りょういく

・教育
きょういく

に係
かか

る相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

り、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を推進
すいしん

するとと

もに、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

や発達
はったつ

障
しょう

がいなどの障
しょう

がいのある子
こ

どもの自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

れ

る環境
かんきょう

づくりを進
すす

めます。 

 

２ 
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主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）早期
そ う き

からの教育
きょういく

・相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

療育
りょういく

支援
し え ん

体制
たいせい

の

充実
じゅうじつ

 

◆障
しょう

がいのある子
こ

どもやひとり親
おや

家庭
か て い

な

ど特別
とくべつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

ども・家庭
か て い

に対
たい

して、保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

・医療
いりょう

・教育
きょういく

の関係
かんけい

機関
き か ん

が連携
れんけい

を強化
きょうか

し、療育
りょういく

支援
し え ん

体制
たいせい

の

充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、障
しょう

がいの特性
とくせい

に

配慮
はいりょ

した保育
ほ い く

・教育
きょういく

の提供
ていきょう

に努
つと

めま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

、子育
こ そ だ

て支援
し え ん

課
か

 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり親子
お や こ

はぐく

みプラザ 

こども家庭
か て い

センター

の設置
せ っ ち

 

◆児童
じ ど う

福祉
ふ く し

と母子
ぼ し

保健
ほ け ん

の一体的
いったいてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

うあおもり親子
お や こ

はぐくみプ

ラザを「こども家庭
か て い

センター」と位置
い ち

づけ、妊娠期
に ん し ん き

から子育
こ そ だ

て期
き

までの切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を行
おこな

います。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり親子
お や こ

はぐく

みプラザ 

訪問
ほうもん

や外来
がいらい

による

支援
し え ん

 

◆身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で療育
りょういく

指導
し ど う

、相談
そうだん

等
とう

が受
う

け

られるよう、児童通所
じどうつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の

訪問
ほうもん

や外来
がいらい

による支援
し え ん

を行
おこな

います。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

うとう塾
じゅく

開催
かいさい

によ

る学習
がくしゅう

機会
き か い

の確保
か く ほ

 

 

◆家庭
か て い

及
およ

び地域
ち い き

の教育力
きょういくりょく

の向上
こうじょう

のた

め、「青森市
あ お も り し

子育
こ そ だ

てサポートセンタ

ー」を設置
せ っ ち

し、学習
がくしゅう

機会
き か い

の提供
ていきょう

や

相談
そうだん

対応
たいおう

、情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うほか、

発達
はったつ

に心配
しんぱい

のある子
こ

どもの保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

を対象
たいしょう

とした講座
こ う ざ

「うとう塾
じゅく

」を

開催
かいさい

し、学習
がくしゅう

機会
き か い

を提供
ていきょう

します。 

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

 

文化
ぶ ん か

学習
がくしゅう

活動
か つ ど う

推進
す い し ん

 

課
か

 

療育
りょういく

相談
そうだん

の実施
じ っ し

 ◆障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

のため、

発育
はついく

・発達
はったつ

等
とう

に心配
しんぱい

のある乳幼児
にゅうようじ

及
およ

び

その保護者
ほ ご し ゃ

を対象
たいしょう

に、療育
りょういく

相談
そうだん

を行
おこな

います。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり親子
お や こ

はぐく

みプラザ 



第
だい

２部
ぶ

 各論
かくろん

 

第
だい

３章
しょう

 教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

及
およ

び自立
じ り つ

した生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

65 

 

発達
はったつ

等
とう

に心配
しんぱい

がある

子
こ

どもや保護者
ほ ご し ゃ

への

相談
そうだん

支援
し え ん

 

◆発達
はったつ

等
とう

に心配
しんぱい

がある子
こ

どもや保護者
ほ ご し ゃ

を

対象
たいしょう

に、医師
い し

や相談
そうだん

専門員
せんもんいん

、公認
こうにん

心理
し ん り

師
し

などによる個別
こ べ つ

相談
そうだん

を行
おこな

い、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や医療
いりょう

機関
き か ん

等
とう

を紹介
しょうかい

する

等
とう

、一人
ひ と り

ひとりの状態
じょうたい

に応
おう

じた支援
し え ん

を

行
おこな

います。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり親子
お や こ

はぐく

みプラザ 

成長
せいちょう

段階
だんかい

に応
おう

じた切
き

れ目
め

のないサービス

の提供
ていきょう

 

◆発達
はったつ

障
しょう

がい※や情緒
じょうちょ

障
しょう

がいなど障
しょう

が

いのある子
こ

どもや家族
か ぞ く

のニーズを把握
は あ く

し、専門
せんもん

相談
そうだん

機関
き か ん

や学校
がっこう

、施設
し せ つ

等
とう

との

連携
れんけい

のもと、日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

、

集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

、保育
ほ い く

や教育
きょういく

の

実施
じ っ し

、放課後
ほ う か ご

等
とう

の居場所
い ば し ょ

づくりなど、

成長
せいちょう

段階
だんかい

に応
おう

じた切
き

れ目
め

のない総合的
そうごうてき

なサービスの提供
ていきょう

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス

事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

 

◆小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

と相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

のあり方
かた

について意見
い け ん

交換
こうかん

を行
おこな

い、支援
し え ん

内容
ないよう

や

学校
がっこう

での様子
よ う す

について、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

でき

る体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

障害児
しょうがいじ

通所
つうしょ

支援
し え ん

の

利用
り よ う

促進
そくしん

及
およ

び提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

 

◆障
しょう

がいのある子
こ

どもが、早
はや

い段階
だんかい

から

発達
はったつ

の状 況
じょうきょう

などに応
おう

じた支援
し え ん

が受
う

けら

れるよう「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

」や「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」などの障害児
しょうがいじ

通所
つうしょ

支援
し え ん

の利用
り よ う

を促進
そくしん

するとともに、その

提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

への

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

◆青森
あおもり

圏域
けんいき

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

体制
たいせい

協議
きょうぎ

の

場
ば

において、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に関
かか

わる

行政
ぎょうせい

、関係
かんけい

機関
き か ん

及
およ

び関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

が協働
きょうどう

し、意見
い け ん

交換
こうかん

や課題
か だ い

の把握
は あ く

などを行
おこな

う

ことで、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

のライフステー

ジを通
つう

じた切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

                        

※ 発達障
はったつしょう

がい：自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障
しょう

がい、学習
がくしゅう

障
しょう

がい、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障
しょう

がいその他
ほか

これに類
るい

する脳
のう

機能
き の う

の障
しょう

がいであってその 症 状
しょうじょう

が通常
つうじょう

低年齢
ていねんれい

において発現
はつげん

する

もの。  
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医療的
いりょうてき

ケア児
じ

へのコー

ディネーターの確保
か く ほ

（再掲
さいけい

） 

◆医療的
いりょうてき

ケア児
じ

などが適切
てきせつ

な支援
し え ん

を受
う

ける

ことができるよう、庁内
ちょうない

関係
かんけい

課
か

や関係
かんけい

機関
き か ん

などが継続的
けいぞくてき

に関
かか

わっていくための

調整役
ちょうせいやく

となる医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディ

ネーターを配置
は い ち

し、きめ細
こま

かな支援
し え ん

を

実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり

親子
お や こ

はぐくみプラ

ザ 

ふくろうガイドブック

の作成
さくせい

 

◆小児
しょうに

慢性
まんせい

特定
とくてい

疾患
しっかん

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・その

家族
か ぞ く

等
とう

への情報
じょうほう

発信
はっしん

として、保健
ほ け ん

・

福祉
ふ く し

・医療
いりょう

・教育
きょういく

・就労
しゅうろう

等
とう

の情報
じょうほう

を

包括的
ほうかつてき

に提供
ていきょう

するガイドブックを作成
さくせい

し配付
は い ふ

します。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり

親子
お や こ

はぐくみプラ

ザ 

ヤングケアラー※1 へ

の支援
し え ん

に向
む

けた関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

 

◆こども家庭
か て い

センターにおいて、ヤン

グケアラーに関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

う

とともに、教育
きょういく

、福祉
ふ く し

、介護
か い ご

等
とう

の

関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

を強化
きょうか

し、早期
そ う き

発見
はっけん

・把握
は あ く

や適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげま

す。 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり

親子
お や こ

はぐくみプラ

ザ 

要保護
よ う ほ ご

児童
じ ど う

対策
たいさく

地域
ち い き

協議会
きょうぎかい

と子
こ

ども・若者
わかもの

支援
し え ん

地域
ち い き

協議会
きょうぎかい

の協働
きょうどう

 

◆年齢
ねんれい

によって支援
し え ん

が途切
と ぎ

れることがない

よう、要保護
よ う ほ ご

児童
じ ど う

対策
たいさく

地域
ち い き

協議会
きょうぎかい

、子
こ

ど

も・若者
わかもの

支援
し え ん

地域
ち い き

協議会
きょうぎかい

間
かん

でヤングケア

ラーの支援
し え ん

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

を図
はか

り、連携
れんけい

しながら適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげ

ます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

保健部
ほ け ん ぶ

青森市
あおもりし

保健所
ほけんじょ

あおもり

親子
お や こ

はぐくみプラ

ザ 

青森県
あおもりけん

発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

 

支援
し え ん

センターとの連携
れんけい

 

◆青森県
あおもりけん

発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センターと

連携
れんけい

し、ペアレントプログラム、トレー

ニング※2など発達
はったつ

等
とう

に心配
しんぱい

がある子
こ

ど

もやその家族
か ぞ く

が、互
たが

いに支
ささ

え合
あ

うための

活動
かつどう

を支援
し え ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

                            

※1 ヤングケアラー：家族
か ぞ く

の介護
か い ご

その他
た

の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の世話
せ わ

を過度
か ど

に行
おこな

っていると認
みと

められるこども・若者
わかもの

のこ

と。  

※2 ペアレントトレーニング：子
こ

どもの行動
こうどう

変容
へんよう

を目的
もくてき

として、親
おや

がほめ方
かた

や指示
し じ

などの具体的
ぐ た い て き

な養育
よういく

スキルを

獲得
かくとく

することを目指
め ざ

すトレーニングのこと。
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（２）障
しょう

がい児
じ

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

支援
し え ん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

できる場
ば

の

提供
ていきょう

 

◆障
しょう

がいのある子
こ

どもの家族
か ぞ く

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

や一時的
いちじてき

な休息
きゅうそく

のため、障
しょう

がいのある

子
こ

どもが日中
にっちゅう

活動
かつどう

できる場
ば

を提供
ていきょう

しま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

受入
う け い

れ基盤
き ば ん

づくりの

推進
すいしん

 

◆集団
しゅうだん

行動
こうどう

が可能
か の う

な障
しょう

がいのある子
こ

ども

については、保育所
ほいくしょ

等
とう

や放課後
ほ う か ご

児童会
じどうかい

で

受
う

け入
い

れ、保育士
ほ い く し

等
とう

への研修
けんしゅう

や専門職
せんもんしょく

派遣
は け ん

による放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

支援員
しえんいん

への助言
じょげん

・

指導
し ど う

を通
つう

じ、適切
てきせつ

な受入
う け い

れ基盤
き ば ん

づくりを

推進
すいしん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

子育
こ そ だ

て支援
し え ん

課
か

 

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

の利用者数
りようしゃすう

 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイ

サ ー ビ ス 、 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

の一月
ひとつき

当
あ

たりの利用者数
りようしゃすう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あおもりし

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

で定
さだ

めた令和
れいわ

8年度
ねんど

の 見込量
みこみりょう

を 目標値
もくひょうち

に

設定
せってい

 

1,420人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1,116人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

2,274人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

青森
あおもり

圏域
けんいき

医療的
いりょうてき

ケ ア 児
じ

支援
し え ん

体制
たいせい

協議
きょうぎ

の場
ば

の開催数
かいさいすう

 

 関係
かんけい

機関
きかん

による医療的
いりょうてき

ケア

児
じ

支援
しえん

のための会議
かいぎ

の開催数
かいさいすう

 

4回
かい

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

2回
かい

 

(過去
か こ

4年
ねん

平均
へいきん

) 

4回
かい

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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３  雇用
こ よ う

・就業
しゅうぎょう

の促進
そくしん

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○  本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケート

調査
ちょうさ

では、障
しょう

がいのあるかたの就労
しゅうろう

支援
し え ん

として、どのようなことが必要
ひつよう

かについ

て、「職場
しょくば

の障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

」が 14.4％と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「勤務
き ん む

時間
じ か ん

や日数
にっすう

が体調
たいちょう

に合
あ

わせて変更
へんこう

できること」が 11.5％となっています。 

○ 市内
し な い

の民間
みんかん

企業
きぎょう

などで雇用
こ よ う

されている障
しょう

がいのあるかたは増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にある中
なか

、

より多
おお

くのかたが就労
しゅうろう

などを通
つう

じて社会
しゃかい

参加
さ ん か

できるよう、障
しょう

がいのあるかたの

雇用
こ よ う

環境
かんきょう

づくりの強化
きょうか

・充実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 

○ 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

が困難
こんなん

なかたにとって福祉的
ふ く し て き

就労
しゅうろう

の場
ば

は、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

、

本人
ほんにん

の生
い

きがいづくりとなることから、非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

な場
ば

となっています。 

○ 法令
ほうれい

改正
かいせい

により法定
ほうてい

雇用率
こ よ う り つ

が段階的
だんかいてき

(令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

に 2.5%、令和
れ い わ

8年
ねん

7月
がつ

に 2.7%)

に引
ひ

き上
あ

げられたことを踏
ふ

まえ、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

を推進
すいしん

するた

め、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な訓練
くんれん

や相談
そうだん

など、障
しょう

がいのあるかた本人
ほんにん

の状 況
じょうきょう

に配慮
はいりょ

した

就労
しゅうろう

支援
し え ん

に努
つと

めるほか、公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

や障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター※な

ど関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を図
はか

り、障
しょう

がいのあるかたの雇用
こ よ う

の拡大
かくだい

を図
はか

る必要
ひつよう

があり

ます。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

障
しょう

がいのあるかたが、就労先
しゅうろうさき

・働
はたら

き方
かた

について、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

、適正
てきせい

等
とう

に合
あ

ったよ

り良
い

い選択
せんたく

を支援
し え ん

すること等
とう

により、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ円滑
えんかつ

な移行
い こ う

、定着
ていちゃく

を促進
そくしん

します。 

国
くに

や県
けん

などの関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

のもと、市内
し な い

企業
きぎょう

に向
む

け、障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

への意識
い し き

啓発
けいはつ

や支援
し え ん

などを行
おこな

い、障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

 

                        

※ 障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター： 障
しょう

がいのあるかたの身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において、就 業 面
しゅうぎょうめん

と生活面
せいかつめん

の一体的
いったいてき

な

相談
そうだん

・支援
し え ん

を 行
おこな

う支援
し え ん

機関
き か ん

で、一般
いっぱん

企業
きぎょう

で働
はたら

きたい 障
しょう

がいのあるかた等
とう

や、 障
しょう

がいのあるかたの雇用
こ よ う

に取
と

り組
く

んでいる、またはこれから取
と

り組
く

もうとしている企業
きぎょう

への相談
そうだん

・支援
し え ん

を行
おこな

っている。  

３ 
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主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）雇用
こ よ う

の拡大
かくだい

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

の促進
そくしん

 ◆セミナーや助成金
じょせいきん

の交付
こ う ふ

等
とう

を通
つう

じ、

市内
し な い

事業者
じぎょうしゃ

の障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

の促進
そくしん

を

図
はか

ります。 

経済部
けいざいぶ

経済
けいざい

政策
せいさく

課
か

 

関係
かんけい

機関
き か ん

との情報
じょうほう

共有
きょうゆう

、意見
い け ん

交換
こうかん

の実施
じ っ し

 

◆公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

、障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

セン

ター、障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センタ

ー、就労
しゅうろう

系
けい

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

、

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

などの関係
かんけい

機関
き か ん

との情報
じょうほう

共有
きょうゆう

、意見
い け ん

交換
こうかん

の機会
き か い

の充実
じゅうじつ

を図
はか

りま

す。 

経済部
けいざいぶ

経済
けいざい

政策
せいさく

課
か

 

雇用
こ よ う

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そうだん

・支援
し え ん

制度
せ い ど

等
とう

の周知
しゅうち

 

◆「広報
こうほう

あおもり」や市
し

ホームページを通
つう

じて、障
しょう

がいのあるかたの雇用
こ よ う

に関
かん

す

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そうだん

・支援
し え ん

制度
せ い ど

等
とう

につい

て、国
くに

・県
けん

や関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し周知
しゅうち

しま

す。 

経済部
けいざいぶ

経済
けいざい

政策
せいさく

課
か

 

市
し

の障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

の

推進
すいしん

 

◆市役所
しやくしょ

における職員
しょくいん

採用
さいよう

など、障
しょう

がい

のあるかたの雇用
こ よ う

を推進
すいしん

します。 

総務部
そ う む ぶ

人事
じ ん じ

課
か

 

障
しょう

がい者
しゃ

を雇用
こ よ う

して

いる企業
きぎょう

からの優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

 

◆市
し

が行
おこな

う物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

において、

積極的
せっきょくてき

に障
しょう

がいのあるかたを雇用
こ よ う

して

いる企業
きぎょう

から優先
ゆうせん

して調達
ちょうたつ

します。 

総務部
そ う む ぶ

契約
けいやく

課
か

 

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

か

らの優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

 

◆障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

から優先的
ゆうせんてき

に物品
ぶっぴん

等
とう

を調達
ちょうたつ

するとともに、各施設
かくしせつ

において

提供
ていきょう

可能
か の う

な物品
ぶっぴん

等
とう

のリストを市
し

ホーム

ページで公表
こうひょう

するなど、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

の受注
じゅちゅう

機会
き か い

の増大
ぞうだい

に努
つと

めます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

への意識
い し き

啓発
けいはつ

の促進
そくしん

 

（再掲
さいけい

） 

◆障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

についての意識
い し き

啓発
けいはつ

を促進
そくしん

し、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

を支援
し え ん

するため、出前
で ま え

講座
こ う ざ

を実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か
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販売
はんばい

イベントの開催
かいさい

 

※【第
だい

３章
しょう

】❹(２) 

にも再掲
さいけい

 

◆障
しょう

がいのあるかたの就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

で製作
せいさく

した物品
ぶっぴん

等
とう

の販売
はんばい

機会
き か い

を促進
そくしん

する

ため、市役所
しやくしょ

庁舎
ちょうしゃ

において販売
はんばい

イベン

トを開催
かいさい

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

（２）福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

支援
し え ん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスによ

る支援
し え ん

 

◆障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

・

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

・就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

により

支援
し え ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

の促進
そくしん

 ◆障
しょう

がいのあるかたが、就労先
しゅうろうさき

・働
はたら

き方
かた

について、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

、就労
しゅうろう

能力
のうりょく

や適性
てきせい

等
とう

に合
あ

ったより良
よ

い選択
せんたく

ができるよう

支援
し え ん

することで、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

を促進
そくしん

しま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

 ◆公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

や障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターなどの関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

を密
みつ

にし、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ円滑
えんかつ

に移行
い こ う

できるよう

支援
し え ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

民間
みんかん

企業
きぎょう

における 障
しょう

がい者
しゃ

の雇用率
こようりつ

 

障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

が義務付
ぎ む づ

けら

れている民間
みんかん

企業
きぎょう

の 従 業
じゅうぎょう

員
いん

数
すう

に占
し

める、 障
しょう

がいのあるか

たの割合
わりあい

 

【法定
ほうてい

雇用率
こ よ う り つ

】 2024年
ねん

4月
がつ

から 2.5％、

2026年
ねん

7月
がつ

から 2.7％  

2.37％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

2.22％ 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

2.70％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

等
とう

を通
つう

じ

て一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
い こ う

した人数
にんずう

 

生活
せいかつ

介護
かいご

、自立
じりつ

訓練
くんれん

、就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

を

行
おこな

う事業
じ ぎ ょ う

を通
つ う

じて一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
いこう

した人数
にんずう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あ お も り し

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

め

た令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

16人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

27人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

47人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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４  スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

への参加
さ ん か

促進
そくしん

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 平成
へいせい

23年
ねん

に制定
せいてい

された「スポーツ基本法
き ほ ん ほ う

」において、障
しょう

がい者
しゃ

が自主的
じ し ゅ て き

かつ

積極的
せっきょくてき

にスポーツを行
おこな

うことができるよう、障
しょう

がいの種類
しゅるい

及
およ

び程度
て い ど

に応
おう

じ必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

をしつつ推進
すいしん

されなければならないと基本
き ほ ん

理念
り ね ん

が定
さだ

められています。 

○ また、平成
へいせい

30年
ねん

に文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

が、人々
ひとびと

に心
こころ

の豊
ゆた

かさや相互
そ う ご

理解
り か い

をもたらすもので

あることに鑑
かんが

み、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通
つう

じた障
しょう

がい者
しゃ

の個性
こ せ い

と能力
のうりょく

の発揮
は っ き

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さ ん か

の促進
そくしん

を図
はか

ることを目的
もくてき

に「障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん

する

法律
ほうりつ

」が制定
せいてい

されました。 

○ 令和
れ い わ

5年
ねん

にスポーツ庁
ちょう

が実施
じ っ し

した「障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

のスポーツライフに関
かん

する調査
ちょうさ

」

では、20歳
さい

以上
いじょう

の障
しょう

がいのあるかたの週
しゅう

1回
かい

以上
いじょう

のスポーツ実施
じ っ し

率
りつ

は、目標値
もくひょうち

である 40％に対
たい

し、32.5％にとどまっています。 

○ 令和
れ い わ

8年
ねん

に本県
ほんけん

で開催
かいさい

される第
だい

80回
かい

国民
こくみん

スポーツ大会
たいかい

及
およ

び第
だい

25回
かい

全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

ス

ポーツ大会
たいかい

を契機
け い き

に、スポーツ活動
かつどう

への関心
かんしん

や参加
さ ん か

意欲
い よ く

を高
たか

めることが重要
じゅうよう

と

なっています。 

○ 文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

については、人口
じんこう

減少
げんしょう

や少子
しょうし

高齢化
こ う れ い か

が進
すす

み、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

に関
かか

わる人
ひと

が減少
げんしょう

する中
なか

、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を体験
たいけん

する機会
き か い

の確保
か く ほ

等
とう

が重要
じゅうよう

となっています。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

各種
かくしゅ

スポーツ大会
たいかい

やスポーツイベントの開催
かいさい

等
とう

により、世代
せ だ い

や性別
せいべつ

、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、市民
し み ん

誰
だれ

もがスポーツ活動
かつどう

に参加
さ ん か

できる機会
き か い

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

全
すべ

ての市民
し み ん

が、生涯
しょうがい

を通
とお

して文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を鑑賞
かんしょう

したり、体験
たいけん

したりすることにより、

心
こころ

豊
ゆた

かな人生
じんせい

を送
おく

ることができる環境
かんきょう

や機会
き か い

の創出
そうしゅつ

等
とう

を進
すす

めます。 

４ 
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主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）スポーツ活動
かつどう

への参加
さ ん か

促進
そくしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

スポーツ活動
かつどう

に親
した

しめ

る環境
かんきょう

づくり 

◆各種
かくしゅ

スポーツ教室
きょうしつ

の開催
かいさい

、ソフト面
めん

で

のサポート体制
たいせい

充実
じゅうじつ

による利用
り よ う

しやす

い施設
し せ つ

環境
かんきょう

づくり、障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ

指導員
しどういん

の積極的
せっきょくてき

な活用
かつよう

方策
ほうさく

の検討
けんとう

な

ど、関係
かんけい

団体
だんたい

と連携
れんけい

しながら障
しょう

がいの

あるかたがスポーツ・レクリエーション

活動
かつどう

に親
した

しめる環境
かんきょう

づくりに取
と

り組
く

み

ます。 

経済部
けいざいぶ

地域
ち い き

スポー

ツ課
か

 

スポーツ大会
たいかい

への参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

◆青森県
あおもりけん

障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ大会
たいかい

や令和
れ い わ

8年
ねん

に本県
ほんけん

で開催
かいさい

される第
だい

25回
かい

全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ大会
たいかい

など各種
かくしゅ

スポーツ大会
たいかい

につ

いて周知
しゅうち

し、関心
かんしん

を高
たか

めることにより、

スポーツ大会
たいかい

への参加
さ ん か

を促進
そくしん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

経済部
けいざいぶ

国
こく

スポ・

障
しょう

スポ大会
たいかい

推進
すいしん

課
か

 

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

アプリ

導入
どうにゅう

の促進
そくしん

 

※【第
だい

３章
しょう

】❹(２)、 

【第
だい

５章
しょう

】❶ 

にも再掲
さいけい

 

◆障
しょう

がいのあるかたの施設
し せ つ

利用
り よ う

時
じ

の

利便性
りべんせい

を確保
か く ほ

するため、公共
こうきょう

施設
し せ つ

に

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の代
か

わりにスマートフォン

の画面
が め ん

を提示
て い じ

することで公共
こうきょう

施設
し せ つ

の

利用
り よ う

料金
りょうきん

の割引
わりびき

が受
う

けられる障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

アプリの導入
どうにゅう

を働
はたら

きかけます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

のバリア

フリー情報
じょうほう

の充実
じゅうじつ

 

※【第
だい

３章
しょう

】❹(２) 

にも再掲
さいけい

 

◆公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

のバリアフリー情報
じょうほう

を市
し

ホ

ームページにて周知
しゅうち

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か
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（２）文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

への参加
さ ん か

促進
そくしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

作品
さくひん

展示
て ん じ

会
かい

の開催
かいさい

 ◆障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

の啓発
けいはつ

イベント等
とう

におい

て、障
しょう

がいのあるかたが自分
じ ぶ ん

の個性
こ せ い

や

才能
さいのう

をいかした作品
さくひん

を展示
て ん じ

する機会
き か い

を設
もう

け、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を促進
そくしん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

販売
はんばい

イベントの開催
かいさい

 

（再掲
さいけい

） 

◆障
しょう

がいのあるかたの就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

で製作
せいさく

した物品
ぶっぴん

等
とう

の販売
はんばい

機会
き か い

を促進
そくしん

する

ため、市役所
しやくしょ

庁舎
ちょうしゃ

において販売
はんばい

イベン

トを開催
かいさい

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

アプリ

導入
どうにゅう

の促進
そくしん

 

（再掲
さいけい

） 

◆障
しょう

がいのあるかたの施設
し せ つ

利用
り よ う

時
じ

の

利便性
りべんせい

を確保
か く ほ

するため、公共
こうきょう

施設
し せ つ

に

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の代
か

わりにスマートフォン

の画面
が め ん

を提示
て い じ

することで公共
こうきょう

施設
し せ つ

の

利用
り よ う

料金
りょうきん

の割引
わりびき

が受
う

けられる障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

アプリの導入
どうにゅう

を働
はたら

きかけます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

のバリア

フリー情報
じょうほう

の充実
じゅうじつ

（再掲
さいけい

） 

◆公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

のバリアフリー情報
じょうほう

を市
し

ホ

ームページにて周知
しゅうち

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か
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（３）交流
こうりゅう

機会
き か い

の充
じゅう

実
じつ

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

交流
こうりゅう

機会
き か い

の場
ば

の提供
ていきょう

 ◆誰
だれ

でも気楽
き ら く

に利用
り よ う

し、気軽
き が る

に相談
そうだん

や親睦
しんぼく

を深
ふか

めることができるよう、青森市
あおもりし

総合
そうごう

福祉
ふ く し

センター2階
かい

において、障
しょう

がいのあ

るかた向
む

けのパソコン 教室
きょうしつ

や体操
たいそう

教室
きょうしつ

、サークル活動
かつどう

等
とう

への場
ば

の提供
ていきょう

を

行
おこな

います。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター

における交流
こうりゅう

の促進
そくしん

 

◆地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターにおいて創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き か い

を提供
ていきょう

し、社会
しゃかい

と

の交流
こうりゅう

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

講座
こ う ざ

の開催
かいさい

 ◆知的
ち て き

障
しょう

がいや聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいのあるかた

を対象
たいしょう

に、その生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

、技能
ぎ の う

の取得
しゅとく

を通
つう

じて、社会的
しゃかいてき

適応力
てきおうりょく

の伸長
しんちょう

を

図
はか

ることを目的
もくてき

に学習
がくしゅう

機会
き か い

を提供
ていきょう

しま

す。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

中央
ちゅうおう

市民
し み ん

センター 

地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

への参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

◆地域
ち い き

福祉
ふ く し

の担
にな

い手
て

の育成
いくせい

等
とう

を目的
もくてき

として

創設
そうせつ

したボランティアポイント制度
せ い ど

を

活用
かつよう

し、地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

への参加
さ ん か

を促進
そくしん

し

ます。 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
しひょう

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

障
しょう

が い 者
しゃ

の ス ポ ー ツ 施設
し せ つ

利用者数
りようしゃすう

 

本市
ほんし

所有
しょゆう

のスポーツ施設
しせつ

にお

ける 障
しょう

がい者
しゃ

の年間
ねんかん

利用者数
りようしゃすう

 

6,540人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

6,165人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

11,366人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

市
し

総合
そうごう

福祉
ふ く し

センター2階
かい

の 障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の利用者数
りようしゃすう

 

パソコン教 室
きょうしつ

や体操
たいそう

教 室
きょうしつ

、

サークル活動
かつどう

等
とう

の 障
しょう

がいのあ

る か た や そ の 家族
かぞく

等
とう

の 年間
ねんかん

利用者数
りようしゃすう

 

6,214人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

5,431人
にん

 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

7,200人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

 

１  生活
せいかつ

・住
じゅう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 障
しょう

がいのあるかたは、階段
かいだん

、建物
たてもの

や道路
ど う ろ

の段差
だ ん さ

、障
しょう

がい者用
しゃよう

のトイレや駐車場
ちゅうしゃじょう

が不備
ふ び

、電車
でんしゃ

等
とう

の乗降
じょうこう

が困難
こんなん

、建物
たてもの

にエレベータ等
とう

がないなど、物理的
ぶ つ り て き

な障壁
しょうへき

（バリア）により、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

において不便
ふ べ ん

を感
かん

じています。 

○ 障
しょう

がいのあるかたが住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らし、社会
しゃかい

参加
さ ん か

するためには、

安全
あんぜん

・安心
あんしん

に移動
い ど う

でき、施設
し せ つ

を利用
り よ う

できるよう、道路
ど う ろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

や公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

のバリアフリー化
か

※を推進
すいしん

する必要
ひつよう

があります。 

○ 冬期
と う き

積雪期
せ き せ つ き

は、道路
ど う ろ

の積雪
せきせつ

や凍結
とうけつ

により歩行中
ほこうちゅう

に転倒
てんとう

する危険性
き け ん せ い

が高
たか

まるなど、

日常
にちじょう

生活
せいかつ

に係
かか

る移動
い ど う

にも困難
こんなん

が生
しょう

じており、障
しょう

がいのあるかたをはじめとする

誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らすことができる快適
かいてき

な雪国
ゆきぐに

空間
くうかん

を形成
けいせい

する必要
ひつよう

があります。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

「高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
い ど う

等
とう

の円滑化
え ん か つ か

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（バリアフリー法
ほう

）」の

趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえ、障
しょう

がいのあるかたに配慮
はいりょ

したまちづくりを推進
すいしん

します。 

地域
ち い き

や除排雪
じょはいせつ

事業者
じぎょうしゃ

、ボランティア団体
だんたい

等
とう

との連携
れんけい

により、障
しょう

がいのあるかたに

とっても負担
ふ た ん

が少
すく

ない持続
じ ぞ く

可能
か の う

な雪
ゆき

処理
し ょ り

を推進
すいしん

します。 

 

                        

※ バリアフリー化
か

：建物
たてもの

の段差
だ ん さ

等
とう

をなくし、手摺
て す り

を設置
せ っ ち

することなどにより、高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

にとって生活
せいかつ

の支障
ししょう

となる 障
しょう

がいを取
と

り除
のぞ

くこと。 

  

第
だ い
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しょう

 

１ 
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主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）道路
ど う ろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

・公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

のバリアフリー化
か

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

歩行
ほ こ う

空間
くうかん

等
とう

の整備
せ い び

の

推進
すいしん

 

◆道路
ど う ろ

段差
だ ん さ

等
とう

の危険
き け ん

箇所
か し ょ

の把握
は あ く

に努
つと

めると

ともに、段差
だ ん さ

が確認
かくにん

された場合
ば あ い

は随時
ず い じ

そ

の解消
かいしょう

に努
つと

めるなど、道路
ど う ろ

段差
だ ん さ

解消
かいしょう

や

点字
て ん じ

ブロック設置
せ っ ち

など、歩行
ほ こ う

空間
くうかん

等
とう

の

整備
せ い び

を推進
すいしん

します。 

都市
と し

整備
せ い び

部
ぶ

道路
ど う ろ

維持
い じ

課
か

 

公共
こうきょう

施設
し せ つ

のバリアフリ

ー化
か

の推進
すいしん

 

◆「高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
い ど う

等
とう

の円滑化
えんかつか

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（バリアフリー

法
ほう

）」や「青森県
あおもりけん

福祉
ふ く し

のまちづくり

条例
じょうれい

」等
とう

を踏
ふ

まえ、建物
たてもの

へのエレベー

タやスロープ、障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

トイレの

設置
せ っ ち

など、安全性
あんぜんせい

、利便性
りべんせい

に配慮
はいりょ

したバ

リアフリー整備
せ い び

を推進
すいしん

します。 

施設
し せ つ

所管課
しょかんか

 

市営
し え い

住宅
じゅうたく

のバリアフリ

ー化
か

の推進
すいしん

 

◆「第
だい

2期
き

青森市
あおもりし

住生活
じゅうせいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」に基
もと

づ

き、市営
し え い

住宅
じゅうたく

の性能
せいのう

の維持
い じ

・向上
こうじょう

にあ

たっては、エレベータの適正
てきせい

管理
か ん り

や手摺
て す り

の設置
せ っ ち

、床
ゆか

段差
だ ん さ

の解消
かいしょう

などのバリアフ

リー化
か

により、様々
さまざま

な身体
しんたい

状 況
じょうきょう

等
とう

に応
おう

じた住宅
じゅうたく

の供 給
きょうきゅう

に努
つと

めます。 

都市
と し

整備
せ い び

部
ぶ

住宅
じゅうたく

ま

ちづくり課
か
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（２）冬
ふゆ

のバリアフリーの推進
すいしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

各地域
かくちいき

の実情
じつじょう

や特性
とくせい

に

合
あ

わせた除排雪
じょはいせつ

作業
さぎょう

の

実施
じ っ し

 

◆地域
ち い き

や除排雪
じょはいせつ

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

との連携
れんけい

のもと、

除排雪
じょはいせつ

関連
かんれん

情報
じょうほう

の更
さら

なる共有化
きょうゆうか

や除排
じょはい

雪
せつ

業務
ぎょうむ

の効率化
こうりつか

を図
はか

りながら市内
し な い

各地域
かくちいき

の実情
じつじょう

や特性
とくせい

に合
あ

わせた除排雪
じょはいせつ

作業
さぎょう

を

実施
じ っ し

します。 

都市
と し

整備
せ い び

部
ぶ

道路
ど う ろ

維持
い じ

課
か

 

間口
ま ぐ ち

除雪
じょせつ

や屋根
や ね

の雪下
ゆ き お

ろし支援
し え ん

 

◆高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

世帯
せ た い

をはじめとする

自力
じ り き

での雪
ゆき

処理
し ょ り

が困難
こんなん

な世帯
せ た い

に対
たい

し、

青森市
あおもりし

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

を主体
しゅたい

とした多様
た よ う

なボランティア等
とう

による間口
ま ぐ ち

除雪
じょせつ

や屋根
や ね

の雪下
ゆ き お

ろし支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

浪岡
なみおか

振興
しんこう

部
ぶ

健康
けんこう

福祉
ふ く し

課
か

 

除雪
じょせつ

ボランティアの

確保
か く ほ

・育成
いくせい

 

◆ボランティアポイント制度
せ い ど

の活用
かつよう

などに

より、大学生
だいがくせい

等
とう

の若年
じゃくねん

世代
せ だ い

をはじめと

する多
おお

くの市民
し み ん

による除雪
じょせつ

活動
かつどう

を促進
そくしん

し、市内
し な い

各地域
かくちいき

における雪
ゆき

処理
し ょ り

の担
にな

い手
て

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

に努
つと

めます。 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

障
しょう

がい者
しゃ

支援課
し え ん か

 

目標
もくひょう

とする指標
し ひ ょ う

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

除雪
じょせつ

ボランティア登録者
とうろくしゃ

数
すう

 

青森市
あおもりし

ボランティアポイン

ト制度
せいど

における地域
ちいき

福祉
ふくし

サポ

ーターの登録者数
とうろくしゃすう

のうち、「雪
ゆき

対策
たいさく

支援
しえん

」分野
ぶんや

の活動
かつどう

を希望
きぼう

する者
もの

の数
かず

 

827人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

811人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

907人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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２  安全
あんぜん

・安心
あんしん

なまちづくりの推進
すいしん

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケート

調査
ちょうさ

では、災害
さいがい

時
じ

において、避難所
ひ な ん じ ょ

生活
せいかつ

、避難
ひ な ん

行動
こうどう

、情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

など障
しょう

がいの特性
とくせい

から様々
さまざま

な不安
ふ あ ん

を抱
かか

えています。 

○ 近年
きんねん

、全国
ぜんこく

各地
か く ち

で発生
はっせい

している大規模
だ い き ぼ

地震
じ し ん

や局地的
きょくちてき

な集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

とそれに伴
ともな

う

土砂
ど し ゃ

災害
さいがい

、豪雪
ごうせつ

による被害
ひ が い

など、全国
ぜんこく

各地
か く ち

で甚大
じんだい

な被害
ひ が い

が発生
はっせい

しており、災害
さいがい

に

対
たい

する備
そな

えと安全
あんぜん

・安心
あんしん

に対
たい

する意識
い し き

を常
つね

に高
たか

めておくことや、地域
ち い き

における

防災力
ぼうさいりょく

の強化
きょうか

が不可欠
ふ か け つ

です。 

○ 犯罪
はんざい

や消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

が多様化
た よ う か

・複雑化
ふ く ざ つ か

しているなか、知的
ち て き

障
しょう

がいや精神
せいしん

障
しょう

がいの

あるかたは、障
しょう

がいの特性
とくせい

から犯罪
はんざい

被害
ひ が い

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

を得
え

にくいため、犯罪
はんざい

や消費者
しょうひしゃ

トラブルなどに巻
ま

き込
こ

まれるケースが懸念
け ね ん

されています。 

○ 障
しょう

がいのあるかたが、犯罪
はんざい

や消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

に巻
ま

き込
こ

まれることなく、安全
あんぜん

・安心
あんしん

に暮
く

らすことができるよう、関係
かんけい

団体
だんたい

や行政
ぎょうせい

が連携
れんけい

し、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

や消費
しょうひ

生活
せいかつ

の

安全
あんぜん

確保
か く ほ

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

○ 人口
じんこう

減少
げんしょう

・少子
しょうし

高齢化
こ う れ い か

の進展
しんてん

・地域
ち い き

や家庭
か て い

等
とう

における人
ひと

と人
ひと

とのつながりの弱
よわ

ま

り、社会的
しゃかいてき

孤立
こ り つ

や貧困
ひんこん

などが大
おお

きな社会
しゃかい

問題
もんだい

となっており、地域
ち い き

住民
じゅうみん

同士
ど う し

の支
ささ

え

合
あ

う意識
い し き

の向上
こうじょう

や複雑
ふくざつ

多様化
た よ う か

する地域
ち い き

課題
か だ い

へ対応
たいおう

する環境
かんきょう

づくりが重要
じゅうよう

となっ

ています。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

・公助
こうじょ

による官民
かんみん

一体
いったい

となった地域
ち い き

防災
ぼうさい

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

るとともに、

防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

２ 
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主
おも

な取組
とりくみ

 

（１）防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

関係者
かんけいしゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

した避難
ひ な ん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

◆「青森市
あおもりし

避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

避難
ひ な ん

支援
し え ん

全体
ぜんたい

計画
けいかく

」に基
もと

づき、避難
ひ な ん

支援者
しえんしゃ

や町
ちょう

（内
ない

）会
かい

、

自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

組織
そ し き

、民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

、消防団
しょうぼうだん

など地域
ち い き

の避難
ひ な ん

支援
し え ん

等
とう

関係者
かんけいしゃ

や消防
しょうぼう

・管轄
かんかつ

警察署
けいさつしょ

など関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の共有
きょうゆう

及
およ

び避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

に対
たい

する災害
さいがい

時
じ

の情報
じょうほう

伝達
でんたつ

や安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

、避難
ひ な ん

誘導
ゆうどう

などの避難
ひ な ん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

総務部
そ う む ぶ

危機
き き

管理
か ん り

課
か

 

地域
ち い き

の防災
ぼうさい

訓練
くんれん

への

参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

◆青森市
あおもりし

総合
そうごう

防災
ぼうさい

訓練
くんれん

や地域
ち い き

の防災
ぼうさい

訓練
くんれん

におい

て、障
しょう

がいのあるかたと避難
ひ な ん

支援
し え ん

等
とう

関係者
かんけいしゃ

が

合同
ごうどう

で参加
さ ん か

できる訓練
くんれん

を実施
じ っ し

するなど、地域
ち い き

の防災
ぼうさい

訓練
くんれん

への障
しょう

がいのあるかたの参加
さ ん か

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

総務部
そ う む ぶ

危機
き き

管理
か ん り

課
か

 

 

防災
ぼうさい

意識
い し き

の向上
こうじょう

 ◆障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

とした出前
で ま え

講座
こ う ざ

等
とう

を

実施
じ っ し

し、防災
ぼうさい

情報
じょうほう

の取得
しゅとく

方法
ほうほう

や災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

方法
ほうほう

等
とう

について周知
しゅうち

します。また、出前
で ま え

講座
こ う ざ

等
とう

の実施
じ っ し

に当
あ

たっては、障
しょう

がいの特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した資料
しりょう

作成
さくせい

や手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

の配置
は い ち

など、障
しょう

が

いのあるかたに配慮
はいりょ

し、わかりやすく伝
つた

える

ことにより、障
しょう

がいのあるかたの防災
ぼうさい

意識
い し き

の

向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

総務部
そ う む ぶ

危機
き き

管理
か ん り

課
か

 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

要
よう

配慮
はいりょ

者
しゃ

に対応
たいおう

した

運営
うんえい

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

◆災害
さいがい

時
じ

に備
そな

え、一般
いっぱん

の避難所
ひなんじょ

や福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

※の

開設
かいせつ

に当
あ

たって、障
しょう

がいのあるかたなど

避難所
ひなんじょ

生活
せいかつ

において何
なん

らかの特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

を要
よう

するかたに適切
てきせつ

な対応
たいおう

ができるよう、運営
うんえい

体制
たいせい

を整備します。 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

総務部
そ う む ぶ

危機
き き

管理
か ん り

課
か

 

                        

※  福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

：大規模
だ い き ぼ

災害
さいがい

において、一般
いっぱん

の避難所
ひ な ん じ ょ

では生活
せいかつ

に支障
ししょう

をきたす災害
さいがい

時
じ

要援護者
ようえんごしゃ

のための

避難所
ひ な ん じ ょ

のこと。避難
ひ な ん

生活
せいかつ

が長引
な が び

くことが想定
そうてい

される場合
ば あ い

において、市
し

が必要
ひつよう

に応
おう

じて開設
かいせつ

する。
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福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の確保
か く ほ

 ◆社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

等
とう

の施設
し せ つ

設置者
せっちしゃ

と連携
れんけい

協 力
きょうりょく

しながら福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 

総務部
そ う む ぶ

危機
き き

管理
か ん り

課
か

 

情報
じょうほう

伝達
でんたつ

手段
しゅだん

の整備
せ い び

や備蓄
び ち く

物資
ぶ っ し

の確保
か く ほ

 

◆情報
じょうほう

伝達
でんたつ

手段
しゅだん

の整備
せ い び

や備蓄
び ち く

物資
ぶ っ し

の確保
か く ほ

を

行
おこな

うなど、障
しょう

がいのあるかたに配慮
はいりょ

した

一般
いっぱん

の避難所
ひなんじょ

、福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の整備
せ い び

に向
む

けた

取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

総務部
そ う む ぶ

危機
き き

管理
か ん り

課
か

 

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の

災害
さいがい

時
じ

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

◆医療的
いりょうてき

ケア児
じ

やその家族
か ぞ く

が災害
さいがい

時
じ

に最適
さいてき

な

行動
こうどう

ができるよう、平時
へ い じ

からの準備
じゅんび

や

当事者
とうじしゃ

・家族
か ぞ く

と支援者
しえんしゃ

が協 力
きょうりょく

して取
と

り組
く

むための情報
じょうほう

をまとめた災害
さいがい

時
じ

マニュアル

を作成
さくせい

し、その周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

ヘルプカード普及
ふきゅう

の

推進
すいしん

 

◆緊急
きんきゅう

時
じ

や災害
さいがい

時
じ

に周囲
しゅうい

の人
ひと

の配慮
はいりょ

や手助
て だ す

け

を得
え

やすいよう、普段
ふ だ ん

から身
み

に着
つ

けておけ

る「ヘルプカード」を作成
さくせい

し、必要
ひつよう

とする

かたに配付
は い ふ

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

地域
ち い き

の防犯
ぼうはん

意識
い し き

の

高揚
こうよう

や自主的
じしゅてき

な防犯
ぼうはん

活動
かつどう

の促進
そくしん

 

◆防犯
ぼうはん

関係
かんけい

団体
だんたい

や警察
けいさつ

等
とう

との連携
れんけい

のもと、障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

が犯罪
はんざい

に巻
ま

き込
こ

まれないよう、防犯
ぼうはん

等
とう

に係
かか

る普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

、犯罪
はんざい

被害
ひ が い

防止
ぼ う し

活動
かつどう

などの各種
かくしゅ

防犯
ぼうはん

事業
じぎょう

への支援
し え ん

により、地域
ち い き

の防犯
ぼうはん

意識
い し き

の

高揚
こうよう

や自主的
じしゅてき

な防犯
ぼうはん

活動
かつどう

を促進
そくしん

します。 

市民部
し み ん ぶ

生活
せいかつ

安心
あんしん

課
か

 

消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

の未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

・拡大
かくだい

防止
ぼ う し

 

◆青森
あおもり

市民
し み ん

消費
しょうひ

生活
せいかつ

センターにおいて消費者
しょうひしゃ

トラブル、多重
たじゅう

債務
さ い む

等
とう

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

を行
おこな

うほか、消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
で ま え

講座
こ う ざ

の開催
かいさい

や関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

と連携
れんけい

した普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

の実施
じ っ し

によ

り、消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

の未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

・拡大
かくだい

防止
ぼ う し

に努
つと

めます。 

市民部
し み ん ぶ

生活
せいかつ

安心
あんしん

課
か

 

緊急
きんきゅう

時
じ

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

・通信
つうしん

体制
たいせい

の

周知
しゅうち

 

※【第
だい

５章
しょう

】❶ 

にも再掲
さいけい

 

◆聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいのあるかたなど、音声
おんせい

による

１１０番
ばん

通報
つうほう

や１１９番
ばん

通報
つうほう

が困難
こんなん

なかた

が、スマートフォン等
とう

から通報
つうほう

できる「メ

ール１１０番
ばん

」や「ＮＥＴ１１９緊急
きんきゅう

通報
つうほう

システム」等
とう

の周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

消防
しょうぼう

本部
ほ ん ぶ

通信
つうしん

指令
し れ い

課
か

 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

 



第
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かんきょう

の整備
せ い び
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（２）地
ち

域
いき

で支
ささ

え合
あ

う体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

共助
きょうじょ

のネットワーク

づくりの推進
すいしん

 

◆障
しょう

がいのあるかたなど、地域
ち い き

において

支援
し え ん

が必要
ひつよう

なかたを支
ささ

えるため、市内
し な い

にあ

る 38 の地区
ち く

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

（地区
ち く

連合
れんごう

町会
ちょうかい

）のエリアを基本
き ほ ん

として、市
し

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

をはじめとする関係
かんけい

団体
だんたい

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

との共助
きょうじょ

のネットワークづくりを進
すす

めます。また、地区
ち く

ごとのネットワークの

構築
こうちく

に当
あ

たっては、医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の事業所
じぎょうしょ

や

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

、ＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

などの協 力
きょうりょく

を

求
もと

め、様々
さまざま

な地域
ち い き

の資源
し げ ん

との連携
れんけい

を図
はか

りま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

福祉
ふ く し

政策
せいさく

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
し ひ ょ う

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

に お け る

障
しょう

がい者
しゃ

の同意
ど う い

割合
わりあい

 

災害
さいがい

時
じ

に 安否
あんぴ

確認
かくにん

や 避難
ひなん

誘導
ゆうどう

等
とう

の支援
しえん

の 対 象
たいしょう

となる

障
しょう

がい者
しゃ

のうち避難
ひなん

支援
しえん

等
とう

関係者
かんけいしゃ

への情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

に同意
どうい

した人数
にんずう

の割合
わりあい

 

9.7％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

11.2％ 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

13.0％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

及
およ

び意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

の

充実
じゅうじつ

 

１  情報
じょうほう

アクセシビリティ※の向上
こうじょう

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 令和
れ い わ

4年
ねん

5月
がつ

に施行
せ こ う

された「障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

アクセシビリティ・コミュニケーション

施策
し さ く

推進
すいしん

法
ほう

」第
だい

3条
じょう

には基本
き ほ ん

理念
り ね ん

として、障
しょう

がい者
しゃ

による情報
じょうほう

の取得
しゅとく

利用
り よ う

・意思
い し

疎通
そ つ う

に係
かか

る施策
し さ く

を推進
すいしん

するにあたり、「障
しょう

がいの種類
しゅるい

・程度
て い ど

に応
おう

じた手段
しゅだん

の選択
せんたく

ができるようにする」、「日常
にちじょう

生活
せいかつ

等
とう

を営
いとな

んでいる地域
ち い き

にかかわらず等
ひと

しく情報
じょうほう

取得
しゅとく

等
とう

ができるようにする」、「障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

と同一
どういつ

内容
ないよう

の情報
じょうほう

を同一
どういつ

時点
じ て ん

において取得
しゅとく

できるようにする」、「高度
こ う ど

情報
じょうほう

通信
つうしん

ネットワークの利用
り よ う

及
およ

び情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

を通
つう

じてできるようにする」との 4 つの理念
り ね ん

が定
さだ

められていま

す。 

○ 本
ほん

プラン策定
さくてい

に当
あ

たって障
しょう

がいのあるかたを対象
たいしょう

として実施
じ っ し

したアンケート

調査
ちょうさ

では、介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスや障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスに関
かん

する情報
じょうほう

をどこから得
え

る

かについて、「本
ほん

や新聞
しんぶん

、雑誌
ざ っ し

の記事
き じ

、テレビやラジオのニュース」が 15.3％と

最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の広報誌
こ う ほ う し

」が 14.4％となっています。 

○ 法
ほう

の施行
せ こ う

に伴
ともな

い、障
しょう

がいのあるかたが、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで様々
さまざま

な活動
かつどう

に参加
さ ん か

することを促進
そくしん

するため、障
しょう

がいのあるかたへの情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び

利用
り よ う

並
なら

びに意思
い し

疎通
そ つ う

に係
かか

る施策
し さ く

を推進
すいしん

する必要
ひつよう

があります。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

障
しょう

がいのあるかたの社会
しゃかい

参加
さ ん か

に向
む

けて、多様
た よ う

な情報
じょうほう

を取得
しゅとく

・利用
り よ う

できるよう、情報
じょうほう

通信
つうしん

における情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

、情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

等
とう

を推進
すいしん

します。 

                        

※ 情報
じょうほう

アクセシビリティ： 情報
じょうほう

の利用
り よ う

しやすさのこと。  

１ 

第
だ い

５章
しょう
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主
おも

な取組
とりくみ

 

障
しょう

がいの特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

「福祉
ふ く し

ガイドブック」

の音声版
おんせいばん

の配付
は い ふ

 

◆必要
ひつよう

とするサービスを自
みずか

ら選択
せんたく

できる

よう、「福祉
ふ く し

ガイドブック」の音声版
おんせいばん

を、

希望
き ぼ う

する障
しょう

がいのあるかたに配付
は い ふ

しま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

「広報
こうほう

あおもり」の

点字版
てんじばん

・音声版
おんせいばん

の配付
は い ふ

 

◆「広報
こうほう

あおもり」の点字版
てんじばん

・音声版
おんせいばん

を、希望
き ぼ う

する障
しょう

がいのあるかたに配付
は い ふ

します。 

企画部
き か く ぶ

広報
こうほう

広聴
こうちょう

課
か

 

「あおもり市
し

議会
ぎ か い

だよ

り」の点字版
てんじばん

・音声版
おんせいばん

の配付
は い ふ

 

◆「あおもり市
し

議会
ぎ か い

だより」の点字版
てんじばん

・

音声版
おんせいばん

を、希望
き ぼ う

する障
しょう

がいのあるかた

に配付
は い ふ

します。 

議会
ぎ か い

事務局
じむきょく

議事
ぎ じ

調査
ちょうさ

課
か

 

議会
ぎ か い

中継
ちゅうけい

の字幕
じ ま く

付
つ

き

録画
ろ く が

映像
えいぞう

の配信
はいしん

 

◆議会
ぎ か い

中継
ちゅうけい

の録画
ろ く が

映像
えいぞう

に字幕
じ ま く

を付
つ

けて

配信
はいしん

します。 

議会
ぎ か い

事務局
じむきょく

議事
ぎ じ

調査
ちょうさ

課
か

 

デジタル技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

し

た情報
じょうほう

提供
ていきょう

の推進
すいしん

 

◆市
し

ホームページでは、ウェブアクセシビ

リティ※の確保
か く ほ

と向上
こうじょう

に取
と

り組
く

むほか、

テレビ広報
こうほう

番組
ばんぐみ

では、手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

を付
つ

けて

放送
ほうそう

するなど障
しょう

がいの特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した

情報
じょうほう

提供
ていきょう

を図
はか

ります。 

企画部
き か く ぶ

広報
こうほう

広聴
こうちょう

課
か

 

音声
おんせい

コード付記
ふ き

の推進
すいしん

 ◆視覚
し か く

障
しょう

がいのあるかたへの情報
じょうほう

アクセ

シビリティの向上
こうじょう

が図
はか

られるよう、市
し

が作成
さくせい

するリーフレット等
とう

の印刷物
いんさつぶつ

への

音声
おんせい

コードの付記
ふ き

に努
つと

めます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

点字
て ん じ

シールの貼付
ちょうふ

 ◆視覚
し か く

障
しょう

がいのあるかたに課名
か め い

や

連絡先
れんらくさき

がわかるよう、公文書
こうぶんしょ

等
とう

の

発送
はっそう

に際
さい

し、点字
て ん じ

シールを貼付
ちょうふ

しま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

電話
で ん わ

リレーサービスの

利用
り よ う

の促進
そくしん

 

◆聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいのあるかたなど、音声
おんせい

に

よる会話
か い わ

が困難
こんなん

なかたが、通訳
つうやく

オペ

レータが手話
し ゅ わ

・文字
も じ

と音声
おんせい

とを通訳
つうやく

することにより、電話
で ん わ

で双方向
そうほうこう

につ

なぐ公共
こうきょう

インフラである「電話
で ん わ

リレ

ーサービス」の周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

                        

※ ウェブアクセシビリティ：高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

などの年齢的
ねんれいてき

・身体的
しんたいてき

条件
じょうけん

による情報
じょうほう

格差
か く さ

が軽減
けいげん

でき

るように、ウェブで提供
ていきょう

されている情報
じょうほう

を利用
り よ う

しやすくすること。    
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記者
き し ゃ

会見
かいけん

における

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

の実施
じ っ し

 

◆聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいのあるかたへの合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

とし

て、市長
しちょう

記者
き し ゃ

会見
かいけん

時
じ

に同時
ど う じ

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

を実施
じ っ し

し

ます。 

企画部
き か く ぶ

広報
こうほう

広聴
こうちょう

課
か

 

遠隔
えんかく

による手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

の推進
すいしん

 

◆遠隔
えんかく

による手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

ができるよう、市役所
しやくしょ

本庁舎
ほんちょうしゃ

と駅前
えきまえ

庁舎
ちょうしゃ

にタブレット端末
たんまつ

を設置
せ っ ち

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

情報
じょうほう

・意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

のための日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の充実
じゅうじつ

 

◆情報
じょうほう

・意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

のための給付
きゅうふ

対象
たいしょう

品目
ひんもく

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

コミュニケーション

支援
し え ん

ボードの利用
り よ う

の 

推進
すいしん

 

◆全庁舎
ぜんちょうしゃ

の窓口
まどぐち

に配置
は い ち

している「コミュニケ

ーション支援
し え ん

ボード」について、職員
しょくいん

研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じて、更
さら

なる利用
り よ う

を推進
すいしん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

アプリ

導入
どうにゅう

の促進
そくしん

 

（再掲
さいけい

） 

◆障
しょう

がいのあるかたの施設
し せ つ

利用
り よ う

時
じ

の利便性
りべんせい

を

確保
か く ほ

するため、公共
こうきょう

施設
し せ つ

に障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の代
か

わりにスマートフォンの画面
が め ん

を提示
て い じ

すること

で公共
こうきょう

施設
し せ つ

の利用
り よ う

料金
りょうきん

の割引
わりびき

が受
う

けられる

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

アプリの導入
どうにゅう

を働
はたら

きかけま

す。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

緊急
きんきゅう

時
じ

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

・通信
つうしん

体制
たいせい

の

周知
しゅうち

 

（再掲
さいけい

） 

◆聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいのあるかたなど、音声
おんせい

による 

１１０番
ばん

通報
つうほう

や１１９番
ばん

通報
つうほう

が困難
こんなん

なかた

が、スマートフォン等
とう

から通報
つうほう

できる「メー

ル１１０番
ばん

」や「ＮＥＴ１１９緊急
きんきゅう

通報
つうほう

シ

ステム」等
とう

の周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

消防
しょうぼう

本部
ほ ん ぶ

通信
つうしん

指令
し れ い

課
か

 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

投票
とうひょう

しやすい環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

◆選挙
せんきょ

公報
こうほう

を訳
やく

した点字版
てんじばん

・音声
おんせい

（CD)版
ばん

・

拡大
かくだい

文書版
ぶんしょばん

の「選挙
せんきょ

のお知
し

らせ」を視覚
し か く

障
しょう

がいのあるかたに送付
そ う ふ

するほか、投票所
とうひょうじょ

に

スロープや呼
よ

び出
だ

しブザー、コミュニケーシ

ョン支援
し え ん

ボードを設置
せ っ ち

するなどバリアフリ

ー化
か

を進
すす

め、投票
とうひょう

しやすい環境
かんきょう

を整
ととの

えま

す。 

選挙
せんきょ

管理
か ん り

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく
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目標
もくひょう

とする指標
し ひ ょ う

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

音声
おんせい

コード付記
ふ き

の推進
すいしん

 

音声
おんせい

コードを付記
ふ き

した市
し

が

作成
さくせい

するリーフレット等
とう

の

件数
けんすう

 

1件
けん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1件
けん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

増加
ぞ う か

（↗） 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

意思
い し

疎通
そ つ う

支援者
しえんしゃ

の派遣者
はけんしゃ

数
すう

 

手話
しゅわ

通訳者
つうやくしゃ

、要約
ようやく

筆記者
ひっきしゃ

の

派遣者数
はけんしゃすう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あ お も り し

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

め

た令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

1,601人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1,556人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

1,622人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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２  意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○ 本市
ほ ん し

では、令和
れ い わ

２年
ねん

４月
がつ

に「青森市
あ お も り し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

に

関
かん

する条例
じょうれい

」を施行
せ こ う

し、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることや障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

の理解
り か い

の促進
そくしん

のための様々
さまざま

な取組
とりくみ

を推進
すいしん

しています。 

○ 障
しょう

がいのあるかたが、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで様々
さまざま

な活動
かつどう

に参加
さ ん か

する

ことを促進
そくしん

するため、障
しょう

がいのあるかたへの情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
り よ う

並
なら

びに意思
い し

疎通
そ つ う

に係
かか

る施策
し さ く

を推進
すいしん

する必要
ひつよう

があります。（再掲
さいけい

） 

○ 聴覚障
ちょうかくしょう

がいのあるかた（中途失聴者
ちゅうとしっちょうしゃ

を含
ふく

む）及
およ

び音声
おんせい

・言語機能障
げ ん ご きの うし ょ う

がいのある

かたなどと地域
ち い き

の福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

などとは、お互
たが

いにコミュニケーションをとりた

いと望
のぞ

んでいることから、意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

を図
はか

るため、手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

や要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

な

どの人員
じんいん

を確保
か く ほ

する必要
ひつよう

があります。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

誰
だれ

もが、障
しょう

がいのあるかたなど意思
い し

疎通
そ つ う

が困難
こんなん

なかたの思
おも

いや考
かんが

えを理解
り か い

し、

相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

うために、多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

が必要
ひつよう

であることを

認識
にんしき

するとともに、多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

による意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

主
おも

な取組
とりくみ

 

「青森市
あおもりし

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

に関
かん

する条例
じょうれい

」の施策
し さ く

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

の設置
せ っ ち

 ◆聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいや音声
おんせい

・言語
げ ん ご

機能
き の う

障
しょう

がい

のあるかたへの意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

を確保
か く ほ

するため、市
し

の窓口
まどぐち

に手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

を

設置
せ っ ち

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

２ 
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手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

の養成
ようせい

や

要約
ようやく

筆記者
ひっきしゃ

等
とう

の育成
いくせい

 

◆障
しょう

がいのあるかたへの適切
てきせつ

な応対
おうたい

方法
ほうほう

等
とう

の研修
けんしゅう

を行い、意思
い し

疎通
そ つ う

を行
おこな

う手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

の養成
ようせい

や要約
ようやく

筆記者
ひ っ き し ゃ

等
とう

の育成
いくせい

を図
はか

ります。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

や要約
ようやく

筆記者
ひっきしゃ

等
とう

の派遣
は け ん

 

◆聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいや音声
おんせい

・言語
げ ん ご

機能
き の う

障
しょう

がい

のあるかたへの意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

を確保
か く ほ

するため、各種
かくしゅ

手続
て つ づ

きや社会
しゃかい

参加
さ ん か

の

場
ば

などに手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

や要約
ようやく

筆記者
ひ っ き し ゃ

な

どを派遣
は け ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

入院
にゅういん

した際
さい

の意思
い し

疎通
そ つ う

支援員
しえんいん

の派遣
は け ん

 

◆意思
い し

疎通
そ つ う

が困難
こんなん

な障
しょう

がいのあるかたな

どが医療
いりょう

機関
き か ん

へ入院
にゅういん

した際
さい

に、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

との意思
い し

疎通
そ つ う

の円滑化
え ん か つ か

を図
はか

る

ため、日
ひ

ごろから本人
ほんにん

を介護
か い ご

してい

るヘルパーを意思
い し

疎通
そ つ う

支援員
し え ん い ん

として

医療
いりょう

機関
き か ん

に派遣
は け ん

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

障
しょう

がいの理解
り か い

講座
こ う ざ

や

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

 

（再掲
さいけい

） 

◆手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び障
しょう

が

いの特性
とくせい

への理解
り か い

と特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

について理解
り か い

を深
ふか

めるため、

保育所
ほいくしょ

、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

を訪問
ほうもん

する出前
で ま え

講座
こ う ざ

や、市
し

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を

実施
じ っ し

します。 

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
し ひ ょ う

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

意思
い し

疎通
そ つ う

支援者
しえんしゃ

の 派遣者
はけんしゃ

数
すう

【再掲
さいけい

】 

手話
しゅわ

通訳者
つうやくしゃ

、要約
ようやく

筆記者
ひっきしゃ

の

派遣者数
はけんしゃすう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あ お も り し

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

め

た令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

1,601人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1,556人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

1,622人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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３  読書
どくしょ

バリアフリーの推進
すいしん

  

現状
げんじょう

と課題
か だ い

 

○  令和
れ い わ

元年
がんねん

６月
がつ

、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず全
すべ

ての国民
こくみん

が等
ひと

しく読書
どくしょ

を通
つう

じて

文字
も じ

・活字
か つ じ

文化
ぶ ん か

の恵沢
けいたく

を享受
きょうじゅ

することができる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に寄与
き よ

することを

目的
もくてき

に「読書
どくしょ

バリアフリー法
ほう

」が施行
せ こ う

されました。 

○ 法
ほう

の施行
せ こ う

に伴
ともな

い、地域
ち い き

の実情
じつじょう

を踏
ふ

まえ、公立
こうりつ

図書館
と し ょ か ん

や学校
がっこう

図書館
と し ょ か ん

での果
は

たすべ 

き役割
やくわり

に応
おう

じて、青森県
あおもりけん

視覚
し か く

障
しょう

がい者
しゃ

情報
じょうほう

センター等
とう

と連携
れんけい

し、視覚
し か く

障
しょう

がいの

あるかたなどが利用
り よ う

しやすい体制
たいせい

を整備
せ い び

することが求
もと

められています。 

施策
し さ く

の方向
ほうこう

性
せい

 

視覚障
しかくしょう

がいのあるかたなどの読書
どくしょ

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、利用
り よ う

しやすい図書
と し ょ

資料
しりょう

の収 集
しゅうしゅう

、貸出
かしだし

や朗読
ろうどく

サービスの提供
ていきょう

、専門
せんもん

機関
き か ん

と連携
れんけい

した資料
しりょう

の貸出
かしだし

等
とう

により、

視覚障
しかくしょう

がいのあるかたなどの読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

を推進
すいしん

します。 

主
おも

な取組
とりくみ

 

読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

 取組
とりくみ

内容
ないよう

 担当課
た ん と う か

 

録音
ろくおん

図書
と し ょ

・点字
て ん じ

図書
と し ょ

等
とう

の貸出
かしだし

や朗読
ろうどく

サー

ビスの実施
じ っ し

 

◆青森
あおもり

市民
し み ん

図書館
としょかん

では、録音
ろくおん

図書
と し ょ

・点字
て ん じ

図書
と し ょ

の収 集
しゅうしゅう

と貸出
かしだし

の実施
じ っ し

、朗読
ろうどく

サービス

の提供
ていきょう

等
とう

、読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

を推進
すいしん

しま

す。また、図書館
としょかん

へ来館
らいかん

が困難
こんなん

な障
しょう

がい

のあるかたのための郵送
ゆうそう

サービスを実施
じ っ し

します。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

市民
し み ん

図書館
としょかん

 

 

３ 
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専門
せんもん

機関
き か ん

との連携
れんけい

及
およ

びボランティア団体
だんたい

との協働
きょうどう

 

◆青森県
あおもりけん

視覚
し か く

障
しょう

がい者
しゃ

情報
じょうほう

センター等
とう

と

連携
れんけい

した図書
と し ょ

の貸出
かしだし

、インターネットを

利用
り よ う

して読書
どくしょ

活動
かつどう

できるサピエ図書館
としょかん

※の

利用
り よ う

について周知
しゅうち

を行
おこな

い、利用
り よ う

促進
そくしん

を図
はか

ります。また、さわる絵本
え ほ ん

の製作
せいさく

や対面
たいめん

朗読
ろうどく

のサービスなどを行
おこな

う市民
し み ん

図書館
としょかん

ボ

ランティアとの協働
きょうどう

を進
すす

めます。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

市民
し み ん

図書館
としょかん

 

図書館
としょかん

サービス人材
じんざい

の育成
いくせい

の推進
すいしん

 

◆市内
し な い

全域
ぜんいき

の読書
どくしょ

活動
かつどう

を推進
すいしん

する拠点
きょてん

施設
し せ つ

として、障
しょう

がいのあるかたへの対応
たいおう

がで

きるよう職員
しょくいん

のスキルアップに取
と

り組
く

み

ます。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

市民
し み ん

図書館
としょかん

 

学校
がっこう

図書
と し ょ

の充実
じゅうじつ

 ◆市民
し み ん

図書館
としょかん

等
とう

と連携
れんけい

しながら、児童
じ ど う

生徒
せ い と

一人
ひ と り

ひとりの教育的
きょういくてき

ニーズに応
おう

じた

図書館
としょかん

資料
しりょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

指導
し ど う

課
か

 

目標
もくひょう

とする指標
し ひ ょ う

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さんこうち

 目標値
もくひょうち

 

バリアフリー資料
しりょう

等
とう

の貸出
かしだし

冊数
さっすう

 

・バリアフリー資料
しりょう

貸出
かしだし

冊数
さっすう

（ 録音
ろくおん

図書
としょ

、 点字
てんじ

図書
としょ

、

大活字本
だいかつじぼん

、さわる絵本
えほん

） 

・身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

への郵送
ゆうそう

サービスでの 貸出
かしだし

冊数
さっすう

 

・ 青森
あおもり

県立
けんりつ

盲
もう

学校
がっこう

へ の 貸出
かしだし

冊数
さっすう

 

2,927冊
さつ

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

2,889冊
さつ

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

3,132冊
さつ

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

 

 

 

 

                        

※ サピエ図書館
と し ょ か ん

：目
め

の見
み

えないかた・見
み

えにくいかた、活字
か つ じ

の図書
と し ょ

を読
よ

むのが 難
むずか

しいかたが無料
むりょう

で 80万
まん

タイト

ル以上
いじょう

の録音
ろくおん

・点字
て ん じ

・電子
で ん し

図書
と し ょ

を利用
り よ う

できる、インターネット 上
じょう

の電子
で ん し

図書館
と し ょ か ん

。  
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１  目標
もくひょう

とする指標
し ひ ょ う

一覧
い ち ら ん

 

第
だい

１章
しょう

 障
しょう

がい・障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さ ん こ う ち

 目標値
もくひょうち

 

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

などの開催
かいさい

回数
かいすう

 

障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのあるかたへの理解
り か い

啓発
けいはつ

に関
かん

する各種
かくしゅ

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

（ 障
しょう

がいの

理解
り か い

講座
こ う ざ

や研修
けんしゅう

、出前
で ま え

講座
こ う ざ

等
とう

）の開催
かいさい

回数
かいすう

 

24回
かい

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

12回
かい

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

26回
かい

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

地域
ち い き

で検討
けんとう

を 行
おこな

う体制
たいせい

が構築
こうちく

されてい

る圏域
けんいき

数
すう

 

成年
せいねん

後見人
こうけんにん

等
とう

を必要
ひつよう

とする 障
しょう

がいのある

かたへの支援
し え ん

について、地域
ち い き

で検討
けんとう

を行
おこな

う体制
たいせい

が構築
こうちく

されている圏域数
けんいきすう

 

5圏域
けんいき

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

5圏域
けんいき

 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

5圏域
けんいき

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

市長
しちょう

申立
もうした

て件数
けんすう

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

に係
かか

る市長
しちょう

申立
もうした

てを

行
おこな

った件数
けんすう

 

6件
けん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

6件
けん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

6件
けん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

 

第
だい

２章
しょう

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さ ん こ う ち

 目標値
もくひょうち

 

障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

する相談者数
そうだんしゃすう

 

障
しょう

がいのあるかたからの相談
そうだん

実人数
じつにんずう

（障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

、障害児
しょうがいじ

等
とう

療育
りょういく

支援
し え ん

事業
じぎょう

、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

相談
そうだん

事業
じぎょう

） 

1,648人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1,612人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

1,664人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の人材
じんざい

育成
いくせい

に向
む

けた取組
とりくみ

の実施率
じ っ し り つ

 

委託
い た く

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が毎月
まいつき

開催
かいさい

する圏域
けんいき

会議
か い ぎ

の実施率
じっしりつ

 

100.0％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

100.0% 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

100.0％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の人材
じんざい

育成
いくせい

に向
む

けた取組
とりくみ

への参加率
さ ん か り つ

 

委託
い た く

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が開催
かいさい

する圏域
けんいき

会議
か い ぎ

への相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の参加
さ ん か

率
りつ

 

71.0％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

73.6% 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

増加
ぞ う か

（↗） 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用者数
りようしゃすう

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム）の一月
ひとつき

当
あ

たりの利
り

用
よう

者
しゃ

数
すう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あおもりし

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

めた令和
れ い わ

 

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

360人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

302人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

489人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

 

1 
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産婦
さ ん ぷ

の訪問
ほうもん

指導
し ど う

実施率
じ っ し り つ

 

保健師
ほ け ん し

による産婦
さ ん ぷ

への訪問
ほうもん

指導
し ど う

した割合
わりあい

 

100.0％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

93.3% 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

100.0％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

第
だい

３章
しょう

 教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

及
およ

び自立
じ り つ

した生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さ ん こ う ち

 目標値
もくひょうち

 

障
しょう

がい児
じ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

のある教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

の割合
わりあい

 

幼稚園
ようちえん

、保育所
ほいくしょ

等
とう

の障
しょう

がいのある子
こ

ども

の受入
う け い

れを「教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

等
とう

情報
じょうほう

ファ

イル（市
し

ホームページ）」に明記
め い き

している

施設
し せ つ

の割合
わりあい

 

43.2％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

43.7% 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

増加
ぞ う か

（↗） 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

の利用者数
りようしゃすう

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

の一月
ひとつき

当
あ

たりの利用者数
りようしゃすう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あおもりし

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

めた

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

1,420人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1,116人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

2,274人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

青森
あおもり

圏域
けんいき

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

体制
たいせい

協議
きょうぎ

の場
ば

の開催数
かいさいすう

 

関係
かんけい

機関
き か ん

による医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のため

の会議
か い ぎ

の開催数
かいさいすう

 

4回
かい

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

2回
かい

 

(過去
か こ

4年
ねん

平均
へいきん

) 

4回
かい

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

民間
みんかん

企業
きぎょう

における障
しょう

がい者
しゃ

の雇用率
こ よ う り つ

 

障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

が義務付
ぎ む づ

けられている民間
みんかん

企業
きぎょう

の従 業
じゅうぎょう

員
いん

数
すう

に占
し

める、障
しょう

が 

いのあるかたの割合
わりあい

 

【法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

】2024年
ねん

4月
がつ

から 2.5％、

2026年
ねん

7月
がつ

から 2.7％ 

2.37％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

2.22％ 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

2.70％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

等
とう

を通
つう

じて一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
い こ う

した人数
にんずう

 

生活
せいかつ

介護
か い ご

、自立
じ り つ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

を行
おこな

う事業
じぎょう

を通
つう

じて一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
い こ う

した人数
にんずう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あおもりし

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

めた令和
れ い わ

 

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

16人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

27人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

47人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

障
しょう

がい者
しゃ

のスポーツ施設
し せ つ

利用者数
りようしゃすう

 

本市
ほ ん し

所有
しょゆう

のスポーツ施設
し せ つ

における障
しょう

がい

者
しゃ

の年間
ねんかん

利用者数
りようしゃすう

 

6,540人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

6,165人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

11,366人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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市
し

総合
そうごう

福祉
ふ く し

センター2階
かい

の障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の

利用者数
りようしゃすう

 

パソコン教室
きょうしつ

や体操
たいそう

教室
きょうしつ

、サークル活動
かつどう

等
とう

の 障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

等
とう

の

年間
ねんかん

利用者数
りようしゃすう

 

6,214人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

5,431人
にん

 

(過去
か こ

3年
ねん

平均
へいきん

) 

7,200人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

 

第
だい

４章
しょう

 安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さ ん こ う ち

 目標値
もくひょうち

 

除雪
じょせつ

ボランティア登録者
とうろくしゃ

数
すう

 

青森市
あおもりし

ボランティアポイント制度
せ い ど

におけ

る地域
ち い き

福祉
ふ く し

サポーターの登録者数
とうろくしゃすう

のう

ち、「雪
ゆき

対策
たいさく

支援
し え ん

」分野
ぶ ん や

の活動
かつどう

を希望
き ぼ う

する

者
もの

の数
かず

 

827人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

811人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

907人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

における 障
しょう

がい者
しゃ

の

同意
ど う い

割合
わりあい

 

災害
さいがい

時
じ

に安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

や避難
ひ な ん

誘導
ゆうどう

等
とう

の支援
し え ん

の

対象
たいしょう

となる 障
しょう

がい者
しゃ

のうち避難
ひ な ん

支援
し え ん

等
とう

関係者
かんけいしゃ

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

に同意
ど う い

した人数
にんずう

の

割合
わりあい

 

9.7％ 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

11.2％ 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

13.0％ 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

 

第
だい

５章
しょう

 情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

及
およ

び意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

指標
しひょう

とその説明
せつめい

 現状値
げんじょうち

 参考値
さ ん こ う ち

 目標値
もくひょうち

 

音声
おんせい

コード付記
ふ き

の推進
すいしん

 

音声
おんせい

コードを付記
ふ き

した市
し

が作成
さくせい

するリー

フレット等
とう

の件数
けんすう

 

1件
けん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1件
けん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

増加
ぞ う か

（↗） 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

意思
い し

疎通
そ つ う

支援者
し え ん し ゃ

の派遣者
は け ん し ゃ

数
すう

 

手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

、要約
ようやく

筆記者
ひっきしゃ

の派遣者数
はけんしゃすう

 

※第
だい

7期
き

青森市
あおもりし

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

で定
さだ

めた令和
れ い わ

 

8年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

を目標値
もくひょうち

に設定
せってい

 

1,601人
にん

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

1,556人
にん

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

1,622人
にん

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 

バリアフリー資料
しりょう

等
とう

の貸出
かしだし

冊数
さっすう

 

・バリアフリー資料
しりょう

貸出
かしだし

冊数
さっすう

（録音
ろくおん

図書
と し ょ

、

点字
て ん じ

図書
と し ょ

、大活字本
だいかつじぼん

、さわる絵本
え ほ ん

） 

・身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

への郵送
ゆうそう

サービスでの

貸出
かしだし

冊数
さっすう

 

・青森
あおもり

県立
けんりつ

盲
もう

学校
がっこう

への貸出
かしだし

冊数
さっすう

 

2,927冊
さつ

 

（令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

） 

2,889冊
さつ

 

(過去
か こ

5年
ねん

平均
へいきん

) 

3,132冊
さつ

 

（令和
れ い わ

10年度
ね ん ど

） 
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２  青森市
あ お も り し

障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も共
と も

に生
い

きる社会
し ゃ か い

づくり条例
じょうれい

 

 

平成
へ い せ い

二十九年
にじゅうきゅうねん

三月
さ ん が つ

二十四日
に じ ゅ う よ っ か

 

条例
じょうれい

第三号
だ い さ ん ご う

 

改正
か い せ い

 令和
れ い わ

六年
ろ く ね ん

三月
さ ん が つ

条例
じょうれい

第七号
だ い な な ご う

 

 

前文
ぜ ん ぶ ん

 

私
わたし

たちの住
す

む青森市
あ お も り し

は、世界
せ か い

有数
ゆ う す う

の豪雪
ご う せ つ

都市
と し

であることから、特
と く

に外出時
が い し ゅ つ じ

において障
しょう

がいの

ある人
ひ と

が困難
こ ん な ん

な状況
じょうきょう

に直面
ちょくめん

するなど、厳
き び

しい自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

にありながらも、障
しょう

がいのある人
ひ と

が安心
あ ん し ん

して暮
く

らすことができるまちとなるよう、これまで、互
た が

いを尊重
そんちょう

し支
さ さ

え合
あ

う社会
し ゃ か い

の形成
け い せ い

、障
しょう

が

いのある人
ひ と

の地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

、障
しょう

がいのある人
ひ と

の自立
じ り つ

した生活
せ い か つ

の確保
か く ほ

及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

の安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

な暮
く

らしの確保
か く ほ

を基本
き ほ ん

方向
ほ う こ う

として、様々
さ ま ざ ま

な施策
し さ く

を進
す す

めてきたところである。 

しかしながら、障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

する理解
り か い

不足
ぶ そ く

や誤解
ご か い

などにより、障
しょう

がいのあ

る人
ひ と

が、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

に不利益
ふ り え き

な取扱
とりあつか

いを受
う

けている、障
しょう

がいに対
た い

する配慮
は い り ょ

が十分
じゅうぶん

ではないと

感
か ん

じている状況
じょうきょう

が見
み

られる。 

国際的
こ く さ い て き

には、国際
こ く さ い

連合
れ ん ご う

で「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
か ん

する条約
じょうやく

」が平成
へ い せ い

十八年
じゅうはちねん

に採択
さ い た く

され、障
しょう

がいの

ある人
ひ と

の権利
け ん り

を尊重
そんちょう

する意識
い し き

が高
た か

まったところである。また、同条約
どうじょうやく

において「手話
し ゅ わ

その他
た

の

形態
け い た い

の非音声
ひ お ん せ い

言語
げ ん ご

」についても言語
げ ん ご

とされたところである。我
わ

が国
く に

においても、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

が改正
か い せ い

され、また、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

が制定
せ い て い

されるなど、障
しょう

が

いを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

をなくし、障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へ だ

てられることなく、相互
そ う ご

に人格
じ ん か く

と

個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

を目指
め ざ

すこととしている。 

このような状況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、本市
ほ ん し

においても、障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人も、誰
だ れ

もが等
ひ と

しく基本的
き ほ ん て き

人権
じ ん け ん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こ じ ん

として、これまで以上
い じ ょ う

に人格
じ ん か く

と個性
こ せ い

が尊重
そんちょう

されるためには、

障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

する市民
し み ん

の理解
り か い

を深
ふ か

めるとともに、障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

する

差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

の権利
け ん り

を尊重
そんちょう

するための取組
と り く み

を推進
す い し ん

していく必要
ひ つ よ う

がある。 

私
わたし

たちは、全
す べ

ての市民
し み ん

が、誰
だ れ

もが互
た が

いを尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

い、地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らしながら、

生
い

きがいを持
も

って参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

を目指
め ざ

し、この条例
じょうれい

を制定
せ い て い

する。 

（目的
も く て き

） 

第一条
だいいちじょう

 この条例
じょうれい

は、障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

する市民
し み ん

の理解
り か い

を深
ふ か

めるとともに、障
しょう

が

いを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

し、及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

の権利
け ん り

を尊重
そんちょう

するための基本的
き ほ ん て き

な事項
じ こ う

等
と う

を定
さ だ

めることにより、障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、誰
だ れ

もが互
た が

いを尊重
そんちょう

し、

支
さ さ

え合
あ

い、地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らしながら、生
い

きがいを持
も

って参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

を図
は か

ることを目的
も く て き

とする。

2 



資料編
し り ょ う へ ん

 

 

94 

 

（設置
せ っ ち

） 

第二条
だ い に じ ょ う

 この条例
じょうれい

において、次
つ ぎ

の各号
か く ご う

に掲
か か

げる用語
よ う ご

の意義
い ぎ

は、当該
と う が い

各号
か く ご う

に定
さ だ

めるところによる。 

一
い ち

 障
しょう

がいのある人
ひ と

 身体
し ん た い

障
しょう

がい、知的
ち て き

障
しょう

がい、精神
せ い し ん

障
しょう

がい（発達
は っ た つ

障
しょう

がいを含
ふ く

む。）その他
た

の

心身
し ん し ん

の機能
き の う

の障
しょう

がい（以下
い か

「障
しょう

がい」という。）がある者
も の

であって、障
しょう

がい及
お よ

び社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

に

より継続的
け い ぞ く て き

に日常
にちじょう

生活
せ い か つ

又
ま た

は社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

に相当
そ う と う

な制限
せ い げ ん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあるものをいう。 

二
に

 障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

 障
しょう

がい又
ま た

は障
しょう

がいに関連
か ん れ ん

する事由
じ ゆ う

を理由
り ゆ う

として、直接的
ちょくせつてき

なもの

であると間接的
か ん せ つ て き

なものであるとにかかわらず不当
ふ と う

な差別的
さ べ つ て き

取扱
とりあつか

いをすることにより、障
しょう

がい

のある人
ひ と

の権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
し ん が い

することをいう。 

三
さ ん

 社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

 障
しょう

がいのある人
ひ と

にとって日常
にちじょう

生活
せ い か つ

又
ま た

は社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

を営
いとな

む上
う え

で障壁
しょうへき

となるよう

な社会
し ゃ か い

における事物
じ ぶ つ

、制度
せ い ど

、慣行
か ん こ う

、観念
か ん ね ん

その他
た

一切
い っ さ い

のものをいう。 

四
よ ん

 合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

 障
しょう

がいのある人
ひ と

から現
げ ん

に社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

の除去
じ ょ き ょ

を必要
ひ つ よ う

としている旨
む ね

の意思
い し

の

表明
ひょうめい

があった場合
ば あ い

において、その実施
じ っ し

に伴
ともな

う負担
ふ た ん

が過重
か じ ゅ う

でない場合
ば あ い

に、当該
と う が い

障
しょう

がいのある人
ひ と

の権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
し ん が い

することとならないよう、性別
せ い べ つ

、年齢
ね ん れ い

及
お よ

び障
しょう

がいの状態
じょうたい

に応
お う

じて講
こ う

じられ

るべき措置
そ ち

をいう。 

（基本
き ほ ん

理念
り ね ん

） 

第三条
だいさんじょう

 共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けた取組
と り く み

は、次
つ ぎ

に掲
か か

げる事項
じ こ う

を基本
き ほ ん

として行
おこな

われなければならな

い。 

一
い ち

 障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も、性別
せ い べ つ

又
ま た

は年齢
ね ん れ い

にかかわらず、かけがえのない個人
こ じ ん

としての

権利
け ん り

が平等
びょうどう

に尊重
そんちょう

されること。 

二
に

 障
しょう

がいのある人
ひ と

が、不当
ふ と う

な差別的
さ べ つ て き

取扱
とりあつか

いによって、その権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
し ん が い

されないこと。 

三
さ ん

 障
しょう

がいのある人
ひ と

が、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

において、安心
あ ん し ん

して暮
く

らしていくことができるよう、

社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

の除去
じ ょ き ょ

の実施
じ っ し

について、必要
ひ つ よ う

な合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

がされること。 

四
よ ん

 市民
し み ん

一人
ひ と り

一人
ひ と り

が、障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

に関心
か ん し ん

を持
も

ち、理解
り か い

を深
ふ か

めることができるよ

う、普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

が行
おこな

われること。 

五
ご

 誰
だ れ

もが互
た が

いに意思
い し

を伝
つ た

え合
あ

い理解
り か い

し合
あ

えるよう、障
しょう

がいのある人
ひ と

が、言語
げ ん ご

（手話
し ゅ わ

を含
ふ く

む。）

その他
た

の意思
い し

疎通
そ つ う

のための手段
し ゅ だ ん

について選択
せ ん た く

の機会
き か い

が確保
か く ほ

されるとともに、情報
じょうほう

の取得
し ゅ と く

及
お よ

び

意思
い し

疎通
そ つ う

のための手段
し ゅ だ ん

について選択
せ ん た く

の機会
き か い

の拡大
か く だ い

が図
は か

られること。 

（市
し

の責務
せ き む

） 

第四条
だいよんじょう

 市
し

は、前条
ぜんじょう

に規定
き て い

する基本
き ほ ん

理念
り ね ん

にのっとり、障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

する市民
し み ん

の理解
り か い

を深
ふ か

めるとともに、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

し、及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

の権利
け ん り

を

尊重
そんちょう

するために必要
ひ つ よ う

な施策
し さ く

を策定
さ く て い

し、及
お よ

びこれを実施
じ っ し

するものとする。 

（市民
し み ん

及
お よ

び事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

の責務
せ き む

） 

第五条
だ い ご じ ょ う

 市民
し み ん

及
お よ

び事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

は、前条
ぜんじょう

に規定
き て い

する施策
し さ く

に協力
きょうりょく

するよう努
つ と

めるものとする。 

（差別
さ べ つ

等
と う

の禁止
き ん し

）
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第六条
だいろくじょう

 全
す べ

ての市民
し み ん

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

し、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

をすることその他
た

の

権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
し ん が い

する行為
こ う い

をしてはならない。 

２ 全
す べ

ての市民
し み ん

は、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

は直接的
ちょくせつてき

に行
おこな

われるだけでなく、間接的
か ん せ つ て き

に行
おこな

われ

ることがあることを理解
り か い

しなければならない。 

（社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

の除去
じ ょ き ょ

の実施
じ っ し

についての合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

） 

第七条
だいななじょう

 市
し

及
お よ

び事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

は、次
つ ぎ

に掲
か か

げる場合
ば あ い

には、社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

の除去
じ ょ き ょ

の実施
じ っ し

について、合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

をしなければならない。 

一
い ち

 医療
い り ょ う

、教育
きょういく

又
ま た

は療育
りょういく

その他
た

の福祉
ふ く し

サービスを提供
ていきょう

するとき。 

二
に

 不特定
ふ と く て い

かつ多数
た す う

の者
し ゃ

が利用
り よ う

する施設
し せ つ

（公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

を含
ふ く

む。）を利用
り よ う

に供
きょう

するとき。 

三
さ ん

 情報
じょうほう

を提供
ていきょう

及
お よ

び受領
じゅりょう

するとき。 

四
よ ん

 災害時
さ い が い じ

及
お よ

び緊急時
き ん き ゅ う じ

に援護
え ん ご

を行
おこな

うとき。 

五
ご

 商品
しょうひん

の販売
は ん ば い

、不動産
ふ ど う さ ん

の取引
と り ひ き

又
ま た

はサービス（第一号
だ い い ち ご う

に規定
き て い

するサービスを除
の ぞ

く。）の提供
ていきょう

をす

るとき。 

六
ろ く

 雇用
こ よ う

するとき。 

七
な な

 その他
た

市
し

及
お よ

び事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

が事務
じ む

又
ま た

は事業
じ ぎ ょ う

を行
おこな

うに当
あ

たり、社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

の除去
じ ょ き ょ

の実施
じ っ し

について、

合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

が必要
ひ つ よ う

と認
み と

められるとき。 

２ 市民
し み ん

は、前項
ぜ ん こ う

各号
か く ご う

に掲
か か

げる場合
ば あ い

には、社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

の除去
じ ょ き ょ

の実施
じ っ し

について、合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

をす

るよう努
つ と

めるものとする。 

（令和
れ い わ

六
ろ く

条例
じょうれい

七
な な

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

（相談
そ う だ ん

） 

第八条
だいはちじょう

 障
しょう

がいのある人
ひ と

又
ま た

は当該
と う が い

障
しょう

がいのある人
ひ と

の家族
か ぞ く

その他
た

関係者
か ん け い し ゃ

（以下
い か

「障
しょう

がいのある人
ひ と

等
と う

」という。）は、市
し

に対
た い

し、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

（社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

の除去
じ ょ き ょ

を実施
じ っ し

するための

合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

をしないことを含
ふ く

む。以下
い か

同
お な

じ。）に関
か ん

する相談
そ う だ ん

をすることができる。 

２ 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

等
と う

から前項
ぜ ん こ う

の規定
き て い

による相談
そ う だ ん

を受
う

けたときは、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じて次
つ ぎ

に掲
か か

げる対応
た い お う

を行
おこな

うものとする。 

一
い ち

 障
しょう

がいのある人
ひ と

等
と う

及
お よ

び当該
と う が い

相談
そ う だ ん

に係
か か

る事案
じ あ ん

（以下
い か

「相談
そ う だ ん

事案
じ あ ん

」という。）の関係者
か ん け い し ゃ

への事実
じ じ つ

の確認
か く に ん

及
お よ

び調査
ち ょ う さ

 

二
に

 障
しょう

がいのある人
ひ と

等
と う

及
お よ

び相談
そ う だ ん

事案
じ あ ん

の関係者
か ん け い し ゃ

への相談
そ う だ ん

事案
じ あ ん

の解決
か い け つ

に必要
ひ つ よ う

な説明
せ つ め い

及
お よ

び助言
じ ょ げ ん

 

三
さ ん

 関係
か ん け い

行政
ぎょうせい

機関
き か ん

への通知
つ う ち

 

四
よ ん

 前三号
ぜ ん さ ん ご う

に掲
か か

げるもののほか、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するために必要
ひ つ よ う

な対応
た い お う

 

（助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんの申立
も う し た

て） 

第九条
だいきゅうじょう

 前条
ぜんじょう

第一項
だ い い っ こ う

の規定
き て い

により相談
そ う だ ん

をした障
しょう

がいのある人
ひ と

等
と う

は、同条
どうじょう

第二項
だ い に こ う

の規定
き て い

による

対応
た い お う

が行
おこな

われてもなお相談
そ う だ ん

事案
じ あ ん

が解決
か い け つ

されないときは、市長
し ち ょ う

に対
た い

し、その解決
か い け つ

のために必要
ひ つ よ う

な助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんの申立
も う し た

てをすることができる。ただし、当該
と う が い

障
しょう

がいのある人
ひ と

の家族
か ぞ く

その

他
た

関係者
か ん け い し ゃ

が助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんの申立
も う し た

てをしようとする場合
ば あ い

において、当該
と う が い

助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせん
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の申立
も う し た

てをすることが当該
と う が い

障
しょう

がいのある人
ひ と

の意
い

に反
は ん

することが明
あ き

らかである場合
ば あ い

は、この限
か ぎ

りでない。 

２ 助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんの申立
も う し た

ては、行政
ぎょうせい

不服
ふ ふ く

審査法
し ん さ ほ う

（平成
へ い せ い

二十六年
に じ ゅ う ろ く ね ん

法律
ほ う り つ

第六十八号
だいろくじゅうはちごう

）その他
た

の

法令
ほ う れ い

に基
も と

づく不服
ふ ふ く

申立
も う し た

ての手続
て つ づ き

をすることができる行政庁
ぎょうせいちょう

の処分
し ょ ぶ ん

に対
た い

しては、することがで

きない。 

（助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせん） 

第十条
だいじゅうじょう

 市長
し ち ょ う

は、前条
ぜんじょう

第一項
だ い い っ こ う

の申立
も う し た

てがあった場合
ば あ い

には、青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

に対
た い

し、助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんを行
おこな

うことの適否
て き ひ

について諮問
し も ん

するものとする。 

２ 青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

は、前項
ぜ ん こ う

の助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんを行
おこな

うことの適否
て き ひ

を判断
は ん だ ん

するために必要
ひ つ よ う

があると認
み と

めるときは、当該
と う が い

申立
も う し た

てに係
か か

る事案
じ あ ん

の関係者
か ん け い し ゃ

に対
た い

し、その出席
しゅっせき

を

求
も と

めて意見
い け ん

を聴
き

くことができる。 

３ 市長
し ち ょ う

は、青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

から諮問
し も ん

に対
た い

する答申
と う し ん

を受
う

け、助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっ

せんを行
おこな

うことが適当
て き と う

であると認
み と

めた場合
ば あ い

は、当該
と う が い

申立
も う し た

てに係
か か

る事案
じ あ ん

の関係者
か ん け い し ゃ

に対
た い

し、助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんを行
おこな

うものとする。 

（勧告
か ん こ く

） 

第十一条
だいじゅういちじょう

 市長
し ち ょ う

は、前条
ぜんじょう

第三項
だ い さ ん こ う

の規定
き て い

により助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんを行
おこな

った場合
ば あ い

において、障
しょう

がい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を行
おこな

ったと認
み と

められる者
も の

が、当該
と う が い

助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんに従
したが

わないときは、

当該
と う が い

助言
じ ょ げ ん

又
ま た

はあっせんに従
したが

うよう勧告
か ん こ く

することができる。 

（設置
せ っ ち

等
と う

） 

第十二条
だいじゅうにじょう

 この条例
じょうれい

の規定
き て い

によりその権限
け ん げ ん

に属
ぞ く

させられた事項
じ こ う

を処理
し ょ り

するため、青森市
あ お も り し

障
しょう

がい

者
し ゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

（以下
い か

「調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

」という。）を置
お

く。 

２  調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

は、前項
ぜ ん こ う

に定
さ だ

めるもののほか、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
す い し ん

に関
か ん

する

法律
ほ う り つ

（平成
へ い せ い

二十五年
に じ ゅ う ご ね ん

法律
ほ う り つ

第六十五号
だ い ろ く じ ゅ う ご ご う

）第十七条
だいじゅうななじょう

第一項
だ い い っ こ う

に規定
き て い

する障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

地域
ち い き

協
きょう

議会
ぎ か い

の事務
じ む

を行
おこな

うものとする。 

（組織
そ し き

） 

第十三条
だいじゅうさんじょう

 調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

は、委員
い い ん

十一人
じゅういちにん

以内
い な い

をもって組織
そ し き

する。 

２ 委員
い い ん

は、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

等
と う

に関
か ん

して、高
た か

い識見
し き け ん

を有
ゆ う

する者
も の

であって、次
つ ぎ

の

各号
か く ご う

のいずれかに該当
が い と う

するもののうちから、市長
し ち ょ う

が委嘱
い し ょ く

する。 

一
い ち

 障
しょう

がいのある人
ひ と

又
ま た

はその家族
か ぞ く

 

二
に

 福祉
ふ く し

、医療
い り ょ う

、雇用
こ よ う

、教育
きょういく

等
と う

に関
か ん

する事業
じ ぎ ょ う

に従事
じ ゅ う じ

する者
も の

 

三
さ ん

 障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

に関
か ん

し学識
が く し き

経験
け い け ん

を有
ゆ う

する者
も の

 

四
よ ん

 弁護士
べ ん ご し

 

五
ご

 その他
た

市長
し ち ょ う

が必要
ひ つ よ う

と認
み と

める者
も の
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（任期
に ん き

等
と う

） 

第十四条
だいじゅうよんじょう

 委員
い い ん

の任期
に ん き

は、二年
に ね ん

とし、再任
さ い に ん

を妨
さまた

げない。ただし、委員
い い ん

が欠
か

けた場合
ば あ い

における補欠
ほ け つ

の委員
い い ん

の任期
に ん き

は、前任者
ぜ ん に ん し ゃ

の残任
ざ ん に ん

期間
き か ん

とする。 

２ 委員
い い ん

は、職務上
しょくむじょう

知
し

り得
え

た秘密
ひ み つ

を漏
も

らしてはならない。その職
しょく

を退
しりぞ

いた後
あ と

も、同様
ど う よ う

とする。 

３ 市長
し ち ょ う

は、委員
い い ん

が前項
ぜ ん こ う

前段
ぜ ん だ ん

の規定
き て い

に違反
い は ん

したことが判明
は ん め い

したとき、又
ま た

は職務
し ょ く む

の遂行
す い こ う

に必要
ひ つ よ う

な

適格性
て き か く せ い

を欠
か

くと認
み と

めるときは、これを解職
かいしょく

するものとする。 

（委員長
い い ん ち ょ う

及
お よ

び副委員長
ふ く い い ん ち ょ う

） 

第十五条
だいじゅうごじょう

 調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

に委員長
い い ん ち ょ う

及
お よ

び副委員長
ふ く い い ん ち ょ う

を置
お

き、委員
い い ん

の互選
ご せ ん

によってこれを定
さ だ

める。 

２ 委員長
い い ん ち ょ う

は、会務
か い む

を総理
そ う り

し、調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

を代表
だいひょう

する。 

３ 副委員長
ふ く い い ん ち ょ う

は、委員長
い い ん ち ょ う

を補佐
ほ さ

し、委員長
い い ん ち ょ う

に事故
じ こ

があるとき、又
ま た

は委員長
い い ん ち ょ う

が欠
か

けたときは、そ

の職務
し ょ く む

を代理
だ い り

する。 

（会議
か い ぎ

） 

第十六条
だいじゅうろくじょう

 調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

の会議
か い ぎ

は、委員長
い い ん ち ょ う

が招集
しょうしゅう

し、委員長
い い ん ち ょ う

が会議
か い ぎ

の議長
ぎ ち ょ う

となる。 

２ 調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

の会議
か い ぎ

は、委員
い い ん

の半数
は ん す う

以上
い じ ょ う

が出席
しゅっせき

しなければ開
ひ ら

くことができない。 

３ 調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

の議事
ぎ じ

は、出席
しゅっせき

した委員
い い ん

の過半数
か は ん す う

で決
け つ

し、可否
か ひ

同数
ど う す う

のときは、議長
ぎ ち ょ う

の決
け つ

すると

ころによる。 

４ 委員長
い い ん ち ょ う

は、必要
ひ つ よ う

があると認
み と

めるときは、委員
い い ん

以外
い が い

の者
も の

を会議
か い ぎ

に出席
しゅっせき

させ、説明
せ つ め い

又
ま た

は意見
い け ん

を

求
も と

めることができる。 

（委員長
い い ん ち ょ う

への委任
い に ん

） 

第十七条
だいじゅうななじょう

 この節
せ つ

に定
さ だ

めるもののほか、調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

の運営
う ん え い

に関
か ん

し必要
ひ つ よ う

な事項
じ こ う

は、委員長
い い ん ち ょ う

が調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

に諮
は か

って定
さ だ

める。 

（広報
こ う ほ う

その他
た

の啓発
け い は つ

活動
か つ ど う

の推進
す い し ん

） 

第十八条
だいじゅうはちじょう

 市
し

は、障
しょう

がい及
お よ

び障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
た い

する市民
し み ん

の理解
り か い

を深
ふ か

めるための広報
こ う ほ う

その他
た

の

啓発
け い は つ

活動
か つ ど う

を推進
す い し ん

するものとする。 

（障
しょう

がいのある人
ひ と

とない人
ひ と

との交流
こうりゅう

の推進
す い し ん

） 

第十九条
だいじゅうきゅうじょう

 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

とない人
ひ と

との相互
そ う ご

理解
り か い

を深
ふ か

めるため、障
しょう

がいのある人
ひ と

とない

人
ひ と

が交流
こうりゅう

することのできるよう必要
ひ つ よ う

な取組
と り く み

を行
おこな

うものとする。 

（情報
じょうほう

の取得
し ゅ と く

及
お よ

び意思
い し

疎通
そ つ う

における支援
し え ん

） 

第二十条
だいにじゅうじょう

 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

が、情報
じょうほう

の取得
し ゅ と く

及
お よ

び意思
い し

疎通
そ つ う

が容易
よ う い

にできるようにするため

に必要
ひ つ よ う

な支援
し え ん

を行
おこな

うものとする。 

（障
しょう

がいのある人
ひ と

に配慮
は い り ょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

） 

第二十一条
だいにじゅういちじょう

 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

が情報
じょうほう

を速
す み

やかに得
え

ることができるよう、手話
し ゅ わ

、点字
て ん じ

、平易
へ い い

な表現
ひょうげん

等
と う

の障
しょう

がいの特性
と く せ い

に配慮
は い り ょ

した手段
し ゅ だ ん

及
お よ

び様式
よ う し き

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うものとする。 

（災害時
さ い が い じ

等
と う

の情報
じょうほう

の確保
か く ほ

）
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第二十二条
だ い に じ ゅ う に じ ょ う

 市
し

は、関係
か ん け い

機関
き か ん

と連携
れ ん け い

して、災害時
さ い が い じ

又
ま た

は緊急時
き ん き ゅ う じ

に、障
しょう

がいのある人
ひ と

が、必要
ひ つ よ う

な情報
じょうほう

を取得
し ゅ と く

し、又
ま た

は伝
つ た

えられるよう、多様
た よ う

な情報
じょうほう

手段
し ゅ だ ん

を確保
か く ほ

するものとする。 

（意思
い し

疎通
そ つ う

手段
し ゅ だ ん

の普及
ふ き ゅ う

等
と う

） 

第二十三条
だいにじゅうさんじょう

 市
し

は、点字
て ん じ

、平易
へ い い

な表現
ひょうげん

等
と う

の障
しょう

がいの特性
と く せ い

に応
お う

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
し ゅ だ ん

の普及
ふ き ゅ う

を図
は か

るも

のとする。 

２ 市
し

は、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であるとの認識
に ん し き

に基
も と

づき、手話
し ゅ わ

に対
た い

する理解
り か い

の促進
そ く し ん

及
お よ

び普及
ふ き ゅ う

を図
は か

るもの

とする。 

（意思
い し

疎通
そ つ う

支援者
し え ん し ゃ

の養成
よ う せ い

等
と う

） 

第二十四条
だいにじゅうよんじょう

 市
し

は、点字
て ん じ

、手話
し ゅ わ

その他
た

の方法
ほ う ほ う

により障
しょう

がいのある人
ひ と

の情報
じょうほう

の取得
し ゅ と く

及
お よ

び意思
い し

疎通
そ つ う

を支援
し え ん

する者
も の

の養成
よ う せ い

並
な ら

びに技術
ぎ じ ゅ つ

の向上
こうじょう

のために必要
ひ つ よ う

な取組
と り く み

を行
おこな

うものとする。 

（就労
しゅうろう

及
お よ

び雇用
こ よ う

への支援
し え ん

等
と う

） 

第二十五条
だ い に じ ゅ う ご じ ょ う

 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

の就労
しゅうろう

が促進
そ く し ん

されるよう、障
しょう

がいのある人
ひ と

が必要
ひ つ よ う

とする

就労
しゅうろう

に係
か か

る相談
そ う だ ん

及
お よ

び支援
し え ん

を行
おこな

うものとする。 

２ 市
し

は、関係
か ん け い

機関
き か ん

と連携
れ ん け い

し、事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

が、障
しょう

がいのある人
ひ と

の障
しょう

がいの特性
と く せ い

を理解
り か い

し、雇用
こ よ う

の機会
き か い

を広
ひ ろ

げるため必要
ひ つ よ う

な取組
と り く み

を行
おこな

うものとする。 

（移動
い ど う

手段
し ゅ だ ん

に対
た い

する支援
し え ん

） 

第二十六条
だいにじゅうろくじょう

 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

の自立
じ り つ

又
ま た

は社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

の促進
そ く し ん

のため、公共
こうきょう

交通
こ う つ う

事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

その他
た

の関係者
か ん け い し ゃ

と連携
れ ん け い

し、障
しょう

がいのある人
ひ と

が安全
あ ん ぜ ん

で快適
か い て き

に利用
り よ う

できる交通
こ う つ う

手段
し ゅ だ ん

が提供
ていきょう

されるよう

支援
し え ん

を行
おこな

うものとする。 

第二十七条
だいにじゅうななじょう

 この条例
じょうれい

に定
さ だ

めるもののほか、この条例
じょうれい

の施行
せ こ う

に関
か ん

し必要
ひ つ よ う

な事項
じ こ う

は、規則
き そ く

で定
さ だ

め

る。 

附
ふ

 則
そ く

 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

１ この条例
じょうれい

は、平成
へ い せ い

二十九年
にじゅうきゅうねん

四月
し が つ

一日
つ い た ち

から施行
せ こ う

する。 

（青森市
あ お も り し

特別職
とくべつしょく

の職員
しょくいん

の給与
き ゅ う よ

に関
か ん

する条例
じょうれい

の一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

２ 青森市
あ お も り し

特別職
とくべつしょく

の職員
しょくいん

の給与
き ゅ う よ

に関
か ん

する条例
じょうれい

（平成
へ い せ い

十七年
じゅうななねん

青森市
あ お も り し

条例
じょうれい

第四十九号
だいよんじゅうきゅうごう

）の一部
い ち ぶ

を次
つ ぎ

のように改正
か い せ い

する。 

〔次
つ ぎ

のよう 略
りゃく

〕 

（青森市
あ お も り し

費用
ひ よ う

弁償
べんしょう

条例
じょうれい

の一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

３ 青森市
あ お も り し

費用
ひ よ う

弁償
べんしょう

条例
じょうれい

（平成
へ い せ い

十七年
じゅうななねん

青森市
あ お も り し

条例
じょうれい

第五十号
だ い ご じ ゅ う ご う

）の一部
い ち ぶ

を次
つ ぎ

のように改正
か い せ い

する。 

〔次
つ ぎ

のよう 略
りゃく

〕 

附
ふ

 則
そ く

（令和
れ い わ

六年
ろ く ね ん

三月
さ ん が つ

条例
じょうれい

第七号
だ い な な ご う

） 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

この条例
じょうれい

は、令和
れ い わ

六年
ろ く ね ん

四月
し が つ

一日
つ い た ち

から施行
せ こ う

する。 
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３  青森市
あ お も り し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の普及
ふ き ゅ う

及
お よ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そ く し ん

に関
か ん

する条例
じょうれい

 

令和
れ い わ

元年
がんねん

十二月
じゅうにがつ

二十四日
に じ ゅ う よ っ か

 

条例
じょうれい

第十六号
だいじゅうろくごう

 

前文
ぜんぶん

 

言語
げ ん ご

は、人々
ひとびと

がお互
たが

いの意思
い し

疎通
そ つ う

を図
はか

り、知識
ち し き

を蓄
たくわ

え、文化
ぶ ん か

を創造
そうぞう

する上
うえ

で不可欠
ふ か け つ

な

ものであり、人類
じんるい

の発展
はってん

に大
おお

きく寄与
き よ

してきた。 

手話
し ゅ わ

は、音声
おんせい

ではなく手指
し ゅ し

や身体
か ら だ

の動
うご

き、表 情
ひょうじょう

を使
つか

って視覚的
し か く て き

に表現
ひょうげん

する独自
ど く じ

の

語彙
ご い

や文法
ぶんぽう

体系
たいけい

を持
も

つ言語
げ ん ご

であり、ろう者
しゃ

は、生活
せいかつ

の中
なか

から手話
し ゅ わ

を発展
はってん

させ、聞
き

こえる

人
ひと

たちの音声
おんせい

言語
げ ん ご

と同様
どうよう

に、生
い

きるために必要
ひつよう

な言語
げ ん ご

として、手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

を大切
たいせつ

に育
はぐく

ん

できた。 

しかしながら、過去
か こ

において、手話
し ゅ わ

は言語
げ ん ご

として認
みと

められず、手話
し ゅ わ

による教育
きょういく

が

事実上
じじつじょう

禁止
き ん し

されてきた歴史
れ き し

があった。 

このような中
なか

、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

（平成
へいせい

二十六年
にじゅうろくねん

条約
じょうやく

第一号
だいいちごう

）への批准
ひじゅん

に向
む

けて障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

（昭和
しょうわ

四十五年
よんじゅうごねん

法律
ほうりつ

第八十四号
だいはちじゅうよんごう

）が改正
かいせい

され、「手話
し ゅ わ

は言語
げ ん ご

である」

と位置付
い ち づ

けられた。 

このことから、手話
し ゅ わ

が、独自
ど く じ

の言語
げ ん ご

体系
たいけい

を有
ゆう

する文化的
ぶ ん か て き

所産
しょさん

であって、ろう者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むために大切
たいせつ

に受
う

け継
つ

いできた言語
げ ん ご

であることを認識
にんしき

するとと

もに、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの理解
り か い

を促進
そくしん

し、その普及
ふきゅう

に努
つと

めていかなければならない。 

また、障
しょう

がいのある人
ひと

は、障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

が十分
じゅうぶん

確保
か く ほ

されてい

るとはいえない中
なか

、情報
じょうほう

の取得
しゅとく

や相互
そ う ご

理解
り か い

の難
むずか

しさ、そのことから生
しょう

じる誤解
ご か い

や偏見
へんけん

による生
い

きづらさを抱
かか

えている。 

このため、障
しょう

がいのある人
ひと

がその特性
とくせい

に応
おう

じて必要
ひつよう

となる意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

が異
こと

なるこ

とを広
ひろ

く周知
しゅうち

し、市民
し み ん

の理解
り か い

を促進
そくしん

する必要
ひつよう

がある。また、障
しょう

がいのある人
ひと

自
みずか

らが判断
はんだん

し意思
い し

決定
けってい

するためにも、必要
ひつよう

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

が選択
せんたく

できる環境
かんきょう

を整
ととの

える必要
ひつよう

がある。 

このことから、全
すべ

ての市民
し み ん

が、障
しょう

がいのある人
ひと

など意思
い し

疎通
そ つ う

が困難
こんなん

な人
ひと

の思
おも

いや考
かんが

えを理解
り か い

し、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

うために、多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

が必要
ひつよう

である

ことを認識
にんしき

するとともに、多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

による意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

に努
つと

めていかな

ければならない。 

これらを踏
ふ

まえ、私
わたし

たちは、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

により、誰
だれ

もが障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、互
たが

いを尊重
そんちょう

し、支
ささ

え

合
あ

い、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らしながら、生
い

きがいを持
も

って参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を

目指
め ざ

し、この条例
じょうれい

を制定
せいてい

する。

３ 
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（目的
もくてき

） 

第一条
だいいちじょう

 この条例
じょうれい

は、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

に関
かん

し、

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

を定
さだ

め、市
し

、市民
し み ん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

の責務
せ き む

を明
あき

らかにするとともに、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

で

あることの普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

のための市
し

の施策
し さ く

の基本
き ほ ん

となる事項
じ こ う

を定
さだ

めることにより、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

のための

施策
し さ く

を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に推進
すいしん

し、もって誰
だれ

もが障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てら

れることなく、互
たが

いを尊重
そんちょう

し、支
ささ

え合
あ

い、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らしながら、生
い

きがいを

持
も

って参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を図
はか

ることを目的
もくてき

とする。 

（定義
て い ぎ

） 

第二条
だいにじょう

 この条例
じょうれい

において、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げる用語
よ う ご

の意義
い ぎ

は、当該
とうがい

各号
かくごう

に定
さだ

めるところ

による。 

一
いち

 ろう者
しゃ

 手話
し ゅ わ

を言語
げ ん ご

として日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む者
もの

をいう。 

二
に

 障
しょう

がいのある人
ひと

 身体
しんたい

障
しょう

がい、知的
ち て き

障
しょう

がい、精神
せいしん

障
しょう

がい（発達
はったつ

障
しょう

がいを含
ふく

む。）

その他
た

の心身
しんしん

の機能
き の う

の障
しょう

がい（以下
い か

「障
しょう

がい」という。）がある者
もの

であって、障
しょう

がい

及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

に

あるものをいう。 

三
さん

 意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

 手話
し ゅ わ

、指
ゆび

文字
も じ

、要約
ようやく

筆記
ひ っ き

、筆談
ひつだん

、点字
て ん じ

、代筆
だいひつ

、音訳
おんやく

、代読
だいどく

、触手話
しょくしゅわ

、

平易
へ い い

な表現
ひょうげん

、実物
じつぶつ

又
また

は絵図
え ず

の提示
て い じ

、身
み

振
ぶ

り、手
て

振
ぶ

り、表 情
ひょうじょう

、意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

の使用
し よ う

その他
た

の意思
い し

を疎通
そ つ う

するための手段
しゅだん

をいう。 

四
よん

 意思
い し

疎通
そ つ う

支援者
し え ん し ゃ

 手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

、要約
ようやく

筆記者
ひ っ き し ゃ

その他
た

の意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

により障
しょう

がいの

ある人
ひと

への伝達
でんたつ

補助
ほ じ ょ

等
とう

を行
おこな

う者
もの

をいう。 

五
ご

 市民
し み ん

 市内
し な い

に居住
きょじゅう

し、又
また

は通勤
つうきん

し、若
も

しくは通学
つうがく

する者
もの

をいう。 

六
ろく

 事業者
じぎょうしゃ

 市内
し な い

に事務所
じ む し ょ

、事業所
じぎょうしょ

等
とう

を有
ゆう

し、事業
じぎょう

活動
かつどう

を行
おこな

う個人
こ じ ん

又
また

は法人
ほうじん

その他
た

の

団体
だんたい

をいう。 

（基本
き ほ ん

理念
り ね ん

） 

第三条
だいさんじょう

 手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

は、手話
し ゅ わ

が独自
ど く じ

の言語
げ ん ご

体系
たいけい

を有
ゆう

する文化的
ぶ ん か て き

所産
しょさん

であって、ろう者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むために大切
たいせつ

に受
う

け継
つ

いできた言語
げ ん ご

であることを認識
にんしき

して行
おこな

わなければならない。 

２ 多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

は、誰
だれ

もが、障
しょう

がいのある人
ひと

など意思
い し

疎通
そ つ う

が困難
こんなん

な人
ひと

の思
おも

い及
およ

び考
かんが

えを理解
り か い

し、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

うために、多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

が必要
ひつよう

であることを認識
にんしき

することを基本
き ほ ん

として行
おこな

われなければならない。 

（市
し

の責務
せ き む

） 

第四条
だいよんじょう

 市
し

は、前条
ぜんじょう

に定
さだ

める基本
き ほ ん

理念
り ね ん

（以下
い か

「基本
き ほ ん

理念
り ね ん

」という。）にのっとり、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

の促進
そくしん

に関
かん

する施策
し さ く

を総合的
そうごうてき

かつ計画
けいかく
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的
てき

に推進
すいしん

するものとする。 

（市民
し み ん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

の責務
せ き む

） 

第五条
だいごじょう

 市民
し み ん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

は、基本
き ほ ん

理念
り ね ん

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

め、誰
だれ

もが地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

ら

しながら、生
い

きがいを持
も

って参加
さ ん か

できる共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に協 力
きょうりょく

するよう努
つと

めるもの

とする。 

（施策
し さ く

の推進
すいしん

） 

第六条
だいろくじょう

 市
し

は、第四条
だいよんじょう

の規定
き て い

に基
もと

づき、次
つぎ

に掲
かか

げる基本的
き ほ ん て き

施策
し さ く

を実施
じ っ し

するものとする。 

一
いち

 手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

な意思
い し

疎通
そ つ う

に対
たい

する理解
り か い

の促進
そくしん

のための

施策
し さ く

 

二
に

 意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

を選択
せんたく

すること及
およ

び意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

による意思
い し

疎通
そ つ う

や情報
じょうほう

取得
しゅとく

を円滑
えんかつ

に行
おこな

うことができるようにするための環境
かんきょう

整備
せ い び

に係
かか

る施策
し さ く

 

三
さん

 前二号
ぜ ん に ご う

に掲
かか

げるもののほか、この条例
じょうれい

の目的
もくてき

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な施策
し さ く

 

２ 市
し

は、第四条
だいよんじょう

に規定
き て い

する施策
し さ く

の推進
すいしん

に当
あ

たっては、ろう者
しゃ

、障
しょう

がいのある人
ひと

その

他
た

関係者
かんけいしゃ

の意見
い け ん

を聞
き

き、その意見
い け ん

を尊重
そんちょう

するものとする。 

（普及
ふきゅう

及
およ

び周知
しゅうち

） 

第七条
だいななじょう

 市
し

は、市民
し み ん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

が基本
き ほ ん

理念
り ね ん

の理解
り か い

を深
ふか

めるために、次
つぎ

に掲
かか

げる取組
とりくみ

を行
おこな

うものとする。 

一
いち

 手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

 

二
に

 障
しょう

がいの特性
とくせい

への理解
り か い

と障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じて必要
ひつよう

な意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

についての

周知
しゅうち

 

（学習
がくしゅう

機会
き か い

の確保
か く ほ

等
とう

） 

第八条
だいはちじょう

 市
し

は、市民
し み ん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

が手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であること及
およ

び障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた

意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

の重要性
じゅうようせい

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるため、関係
かんけい

機関
き か ん

と協 力
きょうりょく

して、学習
がくしゅう

機会
き か い

の確保
か く ほ

を図
はか

るものとする。 

２ 市
し

は、幼児
よ う じ

の教育
きょういく

及
およ

び保育
ほ い く

並
なら

びに学校
がっこう

教育
きょういく

において手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であること及
およ

び障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

への理解
り か い

を促進
そくしん

し、及
およ

びその普及
ふきゅう

に努
つと

めるものと

する。 

３ 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひと

が障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

を円滑
えんかつ

に利用
り よ う

できる

よう、意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

を習得
しゅうとく

する機会
き か い

の確保
か く ほ

を図
はか

るものとする。 

４ 市
し

は、職員
しょくいん

に対
たい

し、手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であること及
およ

び障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

に関
かん

する研修
けんしゅう

を行
おこな

うものとする。 

（人材
じんざい

の養成
ようせい

） 

第九条
だいきゅうじょう

 市
し

は、意思
い し

疎通
そ つ う

支援者
し え ん し ゃ

が確保
か く ほ

されるよう、意思
い し

疎通
そ つ う

支援者
し え ん し ゃ

及
およ

びその指導者
し ど う し ゃ

の

養成
ようせい

その他
た

の必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。
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（委任
い に ん

） 

第十条
だいじゅうじょう

 この条例
じょうれい

に定
さだ

めるもののほか、この条例
じょうれい

の施行
せ こ う

に関
かん

し必要
ひつよう

な事項
じ こ う

は、市長
しちょう

が

別
べつ

に定
さだ

める。 

附
ふ

 則
そく

 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

この条例
じょうれい

は、令和
れ い わ

二年
に ね ん

四月
し が つ

一日
ついたち

から施行
せ こ う

する。 
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４  策定
さ く て い

経過
け い か

 

 

年月日
ね ん が っ ぴ

 事項
じ こ う

 

令和
れ い わ

5 年
ねん

10 月
がつ

2 日
にち

～ 

10月
がつ

20日
にち

 

アンケート調査
ちょうさ

実施
じ っ し

（第
だい

7期
き

青森市
あおもりし

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

策定
さくてい

アンケートと合
あ

わせ

て実施
じ っ し

） 

令和
れ い わ

5年
ねん

10月
がつ

10日
にち

 令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

第
だい

6回
かい

定例庁議
ていれいちょうぎ

にて「青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

プラン」策定
さくてい

決定
けってい

 

令和
れ い わ

5年
ねん

10月
がつ

10日
にち

 
民生
みんせい

環境
かんきょう

常任
じょうにん

委員
い い ん

協
きょう

議会
ぎ か い

へ「（仮称
かしょう

）青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

プラン」の策定
さくてい

に

ついて報告
ほうこく

 

令和
れ い わ

5年
ねん

10月
がつ

24日
にち

 青
あお

森
もり

市
し

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

審
しん

議
ぎ

会
かい

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

専
せん

門
もん

分
ぶん

科
か

会
かい

臨時
り ん じ

委員
い い ん

の委嘱
いしょく

 

令和
れ い わ

5年
ねん

11月
がつ

14日
にち

 令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

第
だい

2回
かい

青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

開催
かいさい

（意見
い け ん

交換
こうかん

） 

令和
れ い わ

5年
ねん

12月
がつ

20日
にち

 令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

第
だい

2回
かい

青
あお

森
もり

市
し

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

審
しん

議
ぎ

会
かい

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

専
せん

門
もん

分
ぶん

科
か

会
かい

開
かい

催
さい

 

令和
れ い わ

6年
ねん

2月
がつ

19日
にち

 令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

第
だい

3回
かい

青
あお

森
もり

市
し

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

審
しん

議
ぎ

会
かい

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

専
せん

門
もん

分
ぶん

科
か

会
かい

開
かい

催
さい

 

令和
れ い わ

6年
ねん

3月
がつ

27日
にち

 令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

第
だい

3回
かい

青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

開催
かいさい

（意見
い け ん

交換
こうかん

） 

令和
れ い わ

6年
ねん

5月
がつ

20日
にち

 令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

第
だい

1回
かい

青
あお

森
もり

市
し

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

審
しん

議
ぎ

会
かい

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

専
せん

門
もん

分
ぶん

科
か

会
かい

開
かい

催
さい

 

令和
れ い わ

6年
ねん

8月
がつ

23日
にち

 令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

第
だい

2回
かい

青
あお

森
もり

市
し

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

審
しん

議
ぎ

会
かい

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

専
せん

門
もん

分
ぶん

科
か

会
かい

開
かい

催
さい

 

令和
れ い わ

6年
ねん

8月
がつ

28日
にち

 令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

第
だい

5回
かい

定例庁議
ていれいちょうぎ

にて「青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

プラン」（素案
そ あ ん

）決定
けってい

 

令和
れ い わ

6年
ねん

9月
がつ

10日
にち

 民生
みんせい

環境
かんきょう

常任
じょうにん

委員
い い ん

協
きょう

議会
ぎ か い

へ「青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

プラン」（素案
そ あ ん

）報告
ほうこく

 

令和
れ い わ

6 年
ねん

10 月
がつ

1 日
にち

～ 

10月
がつ

31日
にち

 
わたしの意見

い け ん

提案
ていあん

制度
せ い ど

（パブリックコメント）実施
じ っ し

 

令和
れ い わ

6年
ねん

11月
がつ

14日
にち

 令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

第
だい

3回
かい

青
あお

森
もり

市
し

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

審
しん

議
ぎ

会
かい

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

専
せん

門
もん

分
ぶん

科
か

会
かい

開
かい

催
さい

 

令和
れ い わ

6年
ねん

11月
がつ

28日
にち

 令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

第
だい

9回
かい

定例庁議
ていれいちょうぎ

にて「青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

プラン」決定
けってい

 

令和
れ い わ

6年
ねん

12月
がつ

12日
にち

 民生
みんせい

環境
かんきょう

常任
じょうにん

委員会
いいんかい

へ青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

プランの策定
さくてい

について報告
ほうこく

 

 

 

4 
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５  策定
さ く て い

体制
た い せ い

 

（１）青森市
あ お も り し

健康
け ん こ う

福祉審
ふ く し し ん

議会
ぎ か い

条例
じょ う れい

 

平成
へ い せ い

十八年
じゅうはちねん

六月
ろ く が つ

二十八日
に じ ゅ う は ち に ち

 

条例
じょうれい

第四十三号
だいよんじゅうさんごう

 

改正
か い せ い

 平成
へ い せ い

二六年
にじゅうろくねん

九月
く が つ

条例
じょうれい

第三五号
だいさんじゅうごごう

 

（趣旨
し ゅ し

） 

第一条
だいいちじょう

 この条例
じょうれい

は、社会
し ゃ か い

福祉法
ふ く し ほ う

（昭和
し ょ う わ

二十六年
に じ ゅ う ろ く ね ん

法律
ほ う り つ

第四十五号
だ い よ ん じ ゅ う ご ご う

。以下
い か

「法
ほ う

」という。）第七条
だいななじょう

第一項
だ い い っ こ う

の規定
き て い

に基
も と

づく青森市
あ お も り し

健康
け ん こ う

福祉審
ふ く し し ん

議会
ぎ か い

の設置
せ っ ち

及
お よ

び運営
う ん え い

について必要
ひ つ よ う

な事項
じ こ う

を定
さ だ

めるも

のとする。 

（設置
せ っ ち

） 

第二条
だ い に じ ょ う

 法
ほ う

第七条
だいななじょう

第一項
だ い い っ こ う

の規定
き て い

に基
も と

づく社会
し ゃ か い

福祉
ふ く し

に関
か ん

する審議会
し ん ぎ か い

その他
た

の合議制
ご う ぎ せ い

の機関
き か ん

とし

て、広
ひ ろ

く健康
け ん こ う

福祉
ふ く し

に関
か ん

する事項
じ こ う

を調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

する青森市
あ お も り し

健康
け ん こ う

福祉審
ふ く し し ん

議会
ぎ か い

（以下
い か

「審
し ん

議会
ぎ か い

」とい

う。）を置
お

く。 

（調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

事項
じ こ う

の特例
と く れ い

） 

第三条
だいさんじょう

 審
し ん

議会
ぎ か い

は、法
ほ う

第十二条
だいじゅうにじょう

第一項
だ い い っ こ う

の規定
き て い

に基
も と

づき、児童
じ ど う

福祉
ふ く し

に関
か ん

する事項
じ こ う

を調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

する

ものとする。 

２ 審
し ん

議会
ぎ か い

は、就学前
しゅうがくまえ

の子
こ

どもに関
か ん

する教育
きょういく

、保育
ほ い く

等
と う

の総合的
そ う ご う て き

な提供
ていきょう

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

（平成
へ い せ い

十八年
じゅうはちねん

法律
ほ う り つ

第七十七号
だいななじゅうななごう

）第二十五条
だ い に じ ゅ う ご じ ょ う

の規定
き て い

に基
も と

づき、幼
よ う

保
ほ

連携型
れ ん け い が た

認定
に ん て い

こども園
え ん

（同法
ど う ほ う

第二条
だ い に じ ょ う

第七項
だ い な な こ う

に規定
き て い

する幼
よ う

保
ほ

連携型
れ ん け い が た

認定
に ん て い

こども園
え ん

をいう。）に関
か ん

する事項
じ こ う

を調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

するものとす

る。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

（組織
そ し き

） 

第四条
だいよんじょう

 審
し ん

議会
ぎ か い

は、委員
い い ん

五十人
ご じ ゅ う に ん

以内
い な い

をもって組織
そ し き

する。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・追加
つ い か

） 

（任期
に ん き

等
と う

） 

第五条
だ い ご じ ょ う

 審
し ん

議会
ぎ か い

の委員
い い ん

の任期
に ん き

は、三年
さ ん ね ん

とする。ただし、委員
い い ん

が欠
か

けた場合
ば あ い

における補欠
ほ け つ

の委員
い い ん

の任期
に ん き

は、前任者
ぜ ん に ん し ゃ

の残任
ざ ん に ん

期間
き か ん

とする。 

２ 委員
い い ん

は、再任
さ い に ん

されることができる。 

３ 臨時
り ん じ

委員
い い ん

の任期
に ん き

は、当該
と う が い

臨時
り ん じ

委員
い い ん

の任命
に ん め い

に係
か か

る特別
と く べ つ

の事項
じ こ う

に関
か ん

する調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

が終了
しゅうりょう

すると

きまでとする。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・旧第四条繰下
きゅうだいよんじょうくりさげ

） 

5 
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（委員長
い い ん ち ょ う

の職務
し ょ く む

の代理
だ い り

） 

第六条
だいろくじょう

 委員長
い い ん ち ょ う

に事故
じ こ

があるとき、又
ま た

は委員長
い い ん ち ょ う

が欠
か

けたときは、あらかじめ委員長
い い ん ち ょ う

の指名
し め い

する

委員
い い ん

がその職務
し ょ く む

を代理
だ い り

する。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・旧第五条繰下
きゅうだいごじょうくりさげ

） 

（会議
か い ぎ

） 

第七条
だいななじょう

 審
し ん

議会
ぎ か い

の会議
か い ぎ

は、委員長
い い ん ち ょ う

が招集
しょうしゅう

し、委員長
い い ん ち ょ う

が会議
か い ぎ

の議長
ぎ ち ょ う

となる。 

２ 審
し ん

議会
ぎ か い

の会議
か い ぎ

は、委員
い い ん

の過半数
か は ん す う

が出席
しゅっせき

しなければ開
ひ ら

くことができない。 

３ 審
し ん

議会
ぎ か い

の議事
ぎ じ

は、出席
しゅっせき

委員
い い ん

の過半数
か は ん す う

で決
け っ

し、可否
か ひ

同数
ど う す う

のときは、議長
ぎ ち ょ う

の決
け っ

するところによ

る。 

４ 臨時
り ん じ

委員
い い ん

は、当該
と う が い

特別
と く べ つ

の事項
じ こ う

について会議
か い ぎ

を開
ひ ら

き、議決
ぎ け つ

を行
おこな

う場合
ば あ い

には、前
ぜ ん

二項
に こ う

の規定
き て い

の

適用
て き よ う

については、委員
い い ん

とみなす。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・旧第六条繰下
きゅうだいろくじょうくりさげ

） 

（専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

） 

第八条
だいはちじょう

 審
し ん

議会
ぎ か い

の専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

（民生
み ん せ い

委員
い い ん

審査
し ん さ

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

を除
の ぞ

く。以下
い か

この条
じょう

において同
お な

じ。）に

属
ぞ く

すべき委員
い い ん

及
お よ

び臨時
り ん じ

委員
い い ん

は、委員長
い い ん ち ょ う

が指名
し め い

する。 

２ 審
し ん

議会
ぎ か い

の各専門
か く せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

に専門
せ ん も ん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

を置
お

き、当該
と う が い

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

に属
ぞ く

する委員
い い ん

及
お よ

び臨時
り ん じ

委員
い い ん

の互選
ご せ ん

によってこれを定
さ だ

める。 

３ 専門
せ ん も ん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

は、当該
と う が い

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

の事務
じ む

を掌理
し ょ う り

する。 

４ 専門
せ ん も ん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

に事故
じ こ

があるとき、又
ま た

は専門
せ ん も ん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

が欠
か

けたときは、あらかじめ専門
せ ん も ん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

の指名
し め い

する委員
い い ん

又
ま た

は臨時
り ん じ

委員
い い ん

がその職務
し ょ く む

を代理
だ い り

する。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・旧第七条繰下
きゅうだいななじょうくりさげ

） 

（準用
じゅんよう

規定
き て い

） 

第九条
だいきゅうじょう

 前条
ぜんじょう

第二項
だ い に こ う

の規定
き て い

は、民生
み ん せ い

委員
い い ん

審査
し ん さ

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

について準用
じゅんよう

する。この場合
ば あ い

において、

同項中
どうこうちゅう

「委員
い い ん

及
お よ

び臨時
り ん じ

委員
い い ん

」とあるのは、「委員
い い ん

」と読
よ

み替
か

えるものとする。 

２  前項
ぜ ん こ う

において準用
じゅんよう

する前条
ぜんじょう

第二項
だ い に こ う

の規定
き て い

により民生
み ん せ い

委員
い い ん

審査
し ん さ

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

に置
お

かれる専門
せ ん も ん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

については、同条
どうじょう

第三項
だ い さ ん こ う

及
お よ

び第四項
だ い よ ん こ う

の規定
き て い

を準用
じゅんよう

する。この場合
ば あ い

において、同項中
どうこうちゅう

「委員
い い ん

又
ま た

は臨時
り ん じ

委員
い い ん

」とあるのは、「委員
い い ん

」と読
よ

み替
か

えるものとする。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・旧第八条繰下
きゅうだいはちじょうくりさげ

） 

（委任
い に ん

） 

第十条
だいじゅうじょう

 この条例
じょうれい

に定
さ だ

めるもののほか、審
し ん

議会
ぎ か い

の運営
う ん え い

に関
か ん

し必要
ひ つ よ う

な事項
じ こ う

は、市長
し ち ょ う

が定
さ だ

める。 

（平成
へ い せ い

二六条例
にじゅうろくじょうれい

三五
さんじゅうご

・旧第九条繰下
きゅうだいきゅうじょうくりさげ

） 

附
ふ

 則
そ く

 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

１ この条例
じょうれい

は、平成
へ い せ い

十八年
じゅうはちねん

十月
じゅうがつ

一日
つ い た ち

から施行
せ こ う

する。
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（青森市
あ お も り し

特別
と く べ つ

職
しょく

の職員
しょくいん

の給与
き ゅ う よ

に関
か ん

する条例
じょうれい

の一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

２ 青森市
あ お も り し

特別
と く べ つ

職
しょく

の職員
しょくいん

の給与
き ゅ う よ

に関
か ん

する条例
じょうれい

（平成
へ い せ い

十七年
じゅうななねん

青森市
あ お も り し

条例
じょうれい

第四十九号
だいよんじゅうきゅうごう

）の一部
い ち ぶ

を次
つ ぎ

のように改正
か い せ い

する。 

〔次
つ ぎ

のよう 略
りゃく

〕 

（青森
あ お も り

市費用
し ひ よ う

弁償
べんしょう

条例
じょうれい

の一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

３ 青森
あ お も り

市費用
し ひ よ う

弁償
べんしょう

条例
じょうれい

（平成
へ い せ い

十七年
じゅうななねん

青森市
あ お も り し

条例
じょうれい

第五十号
だ い ご じ ゅ う ご う

）の一部
い ち ぶ

を次
つ ぎ

のように改正
か い せ い

する。 

〔次
つ ぎ

のよう 略
りゃく

〕 

附
ふ

 則
そ く

（平成
へ い せ い

二六年
にじゅうろくねん

九月
く が つ

条例
じょうれい

第三五号
だいさんじゅうごごう

） 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

１ この条例
じょうれい

は、就学前
しゅうがくまえ

の子
こ

どもに関
か ん

する教育
きょういく

、保育
ほ い く

等
と う

の総合的
そ う ご う て き

な提供
ていきょう

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法律
ほ う り つ

の

一部
い ち ぶ

を改正
か い せ い

する法律
ほ う り つ

（平成
へ い せ い

二十四年
に じ ゅ う よ ん ね ん

法律
ほ う り つ

第六十六号
だいろくじゅうろくごう

）の施行
せ こ う

の日
ひ

から施行
せ こ う

する。ただし、

第九条
だいきゅうじょう

を第十条
だいじゅうじょう

とし、第五条
だ い ご じ ょ う

から第八条
だいはちじょう

までを一条
いちじょう

ずつ繰
く

り下
さ

げ、第四条
だいよんじょう

を第五条
だ い ご じ ょ う

とし、同条
どうじょう

の前
ま え

に一条
いちじょう

を加
く わ

える改正
か い せ い

規定
き て い

及
お よ

び次項
じ こ う

の規定
き て い

は、公布
こ う ふ

の日
ひ

から施行
せ こ う

する。 

（経過
け い か

措置
そ ち

） 

２  この条例
じょうれい

による改正後
か い せ い ご

の青森市
あ お も り し

健康
け ん こ う

福祉審
ふ く し し ん

議会
ぎ か い

条例
じょうれい

第三条
だいさんじょう

第二項
だ い に こ う

の規定
き て い

による調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

（幼
よ う

保
ほ

連携型
れ ん け い が た

認定
に ん て い

こども園
え ん

の設置
せ っ ち

等
と う

の認可
に ん か

に係
か か

るものに限
か ぎ

る。）は、この条例
じょうれい

の施行
せ こ う

の日前
ひ ま え

に

おいても行
おこな

うことができる。 
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（２）青森市
あ お も り し

健康
け ん こ う

福祉審
ふ く し し ん

議会
ぎ か い

規則
き そ く

 
 

平成
へ い せ い

十八年
じゅうはちねん

九月
く が つ

十九日
じ ゅ う く に ち

 

規則
き そ く

第八十号
だいはちじゅうごう

 

改正
か い せ い

 平成
へ い せ い

二六年
にじゅうろくねん

三月
さ ん が つ

規則
き そ く

第九号
だいきゅうごう

 

平成
へ い せ い

二七年
にじゅうななねん

三月
さ ん が つ

規則
き そ く

第一一号
だいじゅういちごう

 

平成
へ い せ い

二八年
にじゅうはちねん

三月
さ ん が つ

規則
き そ く

第一三
だいじゅうさん

号
ご う

 

平成
へ い せ い

二九年
にじゅうきゅうねん

三月
さ ん が つ

規則
き そ く

第一八号
だいじゅうはちごう

 
 

（趣旨
し ゅ し

） 

第一条
だいいちじょう

 この規則
き そ く

は、青森市
あ お も り し

健康
け ん こ う

福祉審
ふ く し し ん

議会
ぎ か い

条例
じょうれい

（平成
へ い せ い

十八年
じゅうはちねん

青森市
あ お も り し

条例
じょうれい

第四十三号
だいよんじゅうさんごう

。以下
い か

「条例
じょうれい

」という。）第十条
だいじゅうじょう

の規定
き て い

に基
も と

づき、青森市
あ お も り し

健康
け ん こ う

福祉審
ふ く し し ん

議会
ぎ か い

（以下
い か

「審
し ん

議会
ぎ か い

」という。）

の運営
う ん え い

に関
か ん

し、必要
ひ つ よ う

な事項
じ こ う

を定
さ だ

めるものとする。 

（平成
へ い せ い

二七
にじゅうなな

規則
き そ く

一一
じゅういち

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

（専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

） 

第二条
だ い に じ ょ う

 審
し ん

議会
ぎ か い

に、次
つ ぎ

の各号
か く ご う

に掲
か か

げる専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

を置
お

き、当該
と う が い

各号
か く ご う

に掲
か か

げる事項
じ こ う

を調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

さ

せるものとする。 

一
い ち

 民生
み ん せ い

委員
い い ん

審査
し ん さ

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

 民生
み ん せ い

委員
い い ん

の適否
て き ひ

の審査
し ん さ

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

二
に

 障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

 障害者
しょうがいしゃ

の健康
け ん こ う

福祉
ふ く し

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

三
さ ん

 児童
じ ど う

福祉
ふ く し

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

 児童
じ ど う

及
お よ

び母子
ぼ し

の健康
け ん こ う

福祉
ふ く し

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

四
よ ん

 高齢者
こ う れ い し ゃ

福祉
ふ く し

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

 高齢者
こ う れ い し ゃ

の健康
け ん こ う

福祉
ふ く し

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

五
ご

 地域
ち い き

保健
ほ け ん

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

 地域
ち い き

住民
じゅうみん

の健康
け ん こ う

の保持
ほ じ

及
お よ

び増進
ぞ う し ん

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

六
ろく

 地域
ち い き

福祉
ふ く し

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

 地域
ち い き

福祉
ふ く し

(社会
し ゃ か い

福祉法
ふ く し ほ う

(昭和
し ょ う わ

二十六年
に じ ゅ う ろ く ね ん

法律
ほ う り つ

第四十五号
だ い よ ん じ ゅ う ご ご う

)第一条
だいいちじょう

に規定
き て い

する地域
ち い き

福祉
ふ く し

をいう。)の推進
す い し ん

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

２  前項
ぜ ん こ う

に規定
き て い

する事項
じ こ う

以外
い が い

の事項
じ こ う

を調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

するため、必要
ひ つ よ う

があるときは、その他
た

の専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

を置
お

くことができる。 

（平成二六規則九
へいせいにじゅうろくきそくきゅう

・平成
へ い せ い

二八
にじゅうはち

規則
き そ く

一三
じゅうさん

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

（専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

の会議
か い ぎ

等
と う

） 

第三条
だいさんじょう

 専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

の会議
か い ぎ

については、条例
じょうれい

第七条
だいななじょう

（民生
み ん せ い

委員
い い ん

審査
し ん さ

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

にあっては、同条
どうじょう

第四項
だ い よ ん こ う

を除
の ぞ

く。）の規定
き て い

を準用
じゅんよう

する。この場合
ば あ い

において、同条中
どうじょうちゅう

「審
し ん

議会
ぎ か い

」とあるのは「専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

」と、「委員長
い い ん ち ょ う

」とあるのは「専門
せ ん も ん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

」と読
よ

み替
か

えるものとする。 

２ 専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

（民生
み ん せ い

委員
い い ん

審査
し ん さ

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

を除
の ぞ

く。）の決議
け つ ぎ

は、これをもって審
し ん

議会
ぎ か い

の決議
け つ ぎ

とす

る。ただし、重要
じゅうよう

な事項
じ こ う

についてはこの限
か ぎ

りでない。 

（平成
へ い せ い

二七
にじゅうしち

規則
き そ く

一一
じゅういち

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

）
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（部会
ぶ か い

） 

第四条
だいよんじょう

 障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

に、審査
し ん さ

部会
ぶ か い

を置
お

き、次
つ ぎ

の各号
か く ご う

に掲
か か

げる事項
じ こ う

を調査
ち ょ う さ

審議
し ん ぎ

させ

るものとする。 

一
い ち

 身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

の障害
しょうがい

程度
て い ど

の審査
し ん さ

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

二
に

 身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

の交付
こ う ふ

申請
し ん せ い

に係
か か

る医師
い し

の指定
し て い

及
お よ

び指定
し て い

の取消
と り け

しに関
か ん

する事項
じ こ う

 

三
さ ん

 指定
し て い

自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
い り ょ う

機関
き か ん

（精神
せ い し ん

通院
つ う い ん

医療
い り ょ う

に係
か か

るものを除
の ぞ

く。）の指定
し て い

及
お よ

び指定
し て い

の取消
と り け

し又
ま た

は

効力
こうりょく

の停止
て い し

に関
か ん

する事項
じ こ う

 

２ 専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

（民生
み ん せ い

委員
い い ん

審査
し ん さ

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

を除
の ぞ

く。）に、前項
ぜ ん こ う

に規定
き て い

する部会
ぶ か い

のほか、必要
ひ つ よ う

があ

るときは、その他
た

の部会
ぶ か い

を置
お

くことができる。 

３ 部会
ぶ か い

（審査
し ん さ

部会
ぶ か い

を除
の ぞ

く。）に属
ぞ く

すべき委員
い い ん

及
お よ

び臨時
り ん じ

委員
い い ん

は、専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

に属
ぞ く

する委員
い い ん

及
お よ

び

臨時
り ん じ

委員
い い ん

のうちから委員長
い い ん ち ょ う

が指名
し め い

する。 

４ 部会
ぶ か い

に部
ぶ

会長
かいちょう

を置
お

き、部会
ぶ か い

に属
ぞ く

する委員
い い ん

及
お よ

び臨時
り ん じ

委員
い い ん

の互選
ご せ ん

によってこれを定
さ だ

める。 

５ 部
ぶ

会長
かいちょう

は、部会
ぶ か い

の事務
じ む

を掌理
し ょ う り

する。 

６ 部
ぶ

会長
かいちょう

に事故
じ こ

があるとき、又
ま た

は部
ぶ

会長
かいちょう

が欠
か

けたときは、あらかじめ部
ぶ

会長
かいちょう

が指名
し め い

する委員
い い ん

又
ま た

は臨時
り ん じ

委員
い い ん

がその職務
し ょ く む

を代理
だ い り

する。 

（平成二六規則九
へいせいにじゅうろくきそくきゅう

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

（部会
ぶ か い

の会議
か い ぎ

等
と う

） 

第五条
だ い ご じ ょ う

 部会
ぶ か い

の会議
か い ぎ

については、条例
じょうれい

第七条
だいななじょう

の規定
き て い

を準用
じゅんよう

する。この場合
ば あ い

において、「審
し ん

議会
ぎ か い

」

とあるのは「部会
ぶ か い

」と、「委員長
い い ん ち ょ う

」とあるのは「部
ぶ

会長
かいちょう

」と読
よ

み替
か

えるものとする。 

２ 審査
し ん さ

部会
ぶ か い

の決議
け つ ぎ

は、これをもって審
し ん

議会
ぎ か い

の決議
け つ ぎ

とする。 

３ 前条
ぜんじょう

第二項
だ い に こ う

に規定
き て い

する部会
ぶ か い

の決議
け つ ぎ

は、これをもって審
し ん

議会
ぎ か い

の決議
け つ ぎ

とする。ただし、重要
じゅうよう

な

事項
じ こ う

についてはこの限
か ぎ

りでない。 

（平成
へ い せ い

二七
にじゅうしち

規則
き そ く

一一
じゅういち

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

（庶務
し ょ む

） 

第六条
だいろくじょう

 審
し ん

議会
ぎ か い

、専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

及
お よ

び部会
ぶ か い

の庶務
し ょ む

は、福祉部
ふ く し ぶ

において処理
し ょ り

する。ただし、地域
ち い き

保健
ほ け ん

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

の庶務
し ょ む

は、保健部
ほ け ん ぶ

において処理
し ょ り

する。 

（平成
へ い せ い

二 九
にじゅうきゅう

規則
き そ く

一八
じゅうはち

・一部
い ち ぶ

改正
か い せ い

） 

（委任
い に ん

） 

第七条
だいななじょう

 この規則
き そ く

に定
さ だ

めるもののほか、審
し ん

議会
ぎ か い

の運営
う ん え い

に関
か ん

し必要
ひ つ よ う

な事項
じ こ う

は、市長
し ち ょ う

が定
さ だ

める。 

附
ふ

 則
そ く

 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

この規則
き そ く

は、平成
へ い せ い

十八年
じゅうはちねん

十月
じゅうがつ

一日
つ い た ち

から施行
せ こ う

する。 

附
ふ

 則
そ く

（平成
へ い せ い

二六年
にじゅうろくねん

三月
さ ん が つ

規則
き そ く

第九号
だいきゅうごう

） 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

）
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この規則
き そ く

は、平成
へ い せ い

二十六年
に じ ゅ う ろ く ね ん

四月
し が つ

一日
つ い た ち

から施行
せ こ う

する。 

附
ふ

 則
そ く

（平成
へ い せ い

二七年
にじゅうしちねん

三月
さ ん が つ

規則
き そ く

第一一号
だいじゅういちごう

） 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

この規則
き そ く

は、公布
こ う ふ

の日
ひ

から施行
せ こ う

する。 

附
ふ

 則
そ く

（平
へ い

成
せ い

二八
にじゅうはち

年
ね ん

三
さ ん

月
が つ

規
き

則
そ く

第
だ い

一
じゅう

三
さ ん

号
ご う

） 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

この規則
き そ く

は、平成
へ い せ い

二十八年
に じ ゅ う は ち ね ん

四月
し が つ

一日
つ い た ち

から施行
せ こ う

する。 

附
ふ

 則
そく

（平成
へ い せ い

二九年
にじゅうきゅうねん

三月
さ ん が く

規則
き そ く

第一八号
だいじゅうはちごう

）抄
しょう

 

（施行
せ こ う

期日
き じ つ

） 

1 この規則
き そ く

は、平成
へ い せ い

二十九年
にじゅうきゅうねん

四月
し が つ

一日
つ い た ち

から施行
せ こ う

する。 
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（３）青森市
あ お も り し

健
け ん

康
こ う

福
ふ く

祉
し

審
し ん

議
ぎ

会
か い

障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

専門
せ ん も ん

分科会
ぶ ん か か い

委員
い い ん

名簿
め い ぼ

 

（五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

） 

 ※ 所属
しょぞく

団体
だんたい

・役
やく

職名
しょくめい

は、委嘱
いしょく

期間
き か ん

における最終
さいしゅう

分科会
ぶ ん か か い

開催
かいさい

時点
じ て ん

 

氏
し

 名
めい

 所属
しょぞく

団体
だんたい

・役職名
やくしょくめい

 備考
び こ う

 

浅利
あ さ り

 義弘
よしひろ

 青森市
あ お も り し

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

連合会
れんごうかい

 理事
り じ

 
 

桐原
きりはら

 郁子
い く こ

 青森市
あ お も り し

精神
せいしん

保健
ほ け ん

家族会
か ぞ く か い

 理事
り じ

  

工藤
く ど う

 功篤
こうとく

 青森市
あ お も り し

精神
せいしん

保健
ほ け ん

家族会
か ぞ く か い

 理事
り じ

 
 

古川
こ が わ

 通子
み ち こ

 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

青森市
あ お も り し

手
て

をつなぐ育成会
いくせいかい

 会員
かいいん

  

今
こん

 栄利子
え り こ

 公益
こうえき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

青森県
あおもりけん

社会
しゃかい

福祉士会
ふ く し し か い

 会員
かいいん

 
 

須藤
す と う

 和彦
かずひこ

 青森
あおもり

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターすこやか 所長
しょちょう

 
 

鳥山
とりやま

 夏子
な つ こ

 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

青森市
あ お も り し

手
て

をつなぐ育成会
いくせいかい

 副会長
ふくかいちょう

 
 

中野
な か の

 正樹
ま さ き

 青森
あおもり

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターすこやか 副所長
ふくしょちょう

  

中山
なかやま

 康夫
や す お

 青森県
あおもりけん

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

校長会
こうちょうかい

 会員
かいいん

 
 

張間
は り ま

 絢子
あ や こ

 公益
こうえき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

青森県
あおもりけん

社会
しゃかい

福祉士会
ふ く し し か い

 副会長
ふくかいちょう

  

船木
ふ な き

 昭夫
あ き お

 青森
あおもり

大学
だいがく

社会
しゃかい

学部
が く ぶ

 教授
きょうじゅ

 専門
せんもん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

 

町田
ま ち た

 徳子
さ と こ

 青森県
あおもりけん

発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

センター「ステップ」所長
しょちょう

 
専門
せんもん

分科
ぶ ん か

会長
かいちょう

 

職務
しょくむ

代理者
だ い り し ゃ

 

阿部
あ べ

 達子
た つ こ

 青森市
あ お も り し

視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

の会
かい

 副会長
ふくかいちょう

  

砂田
す な だ

 悦子
え つ こ

 青森市
あ お も り し

自閉症児
じへいしょうじ

（者
しゃ

）を持
も

つ親
おや

の会
かい

 会長
かいちょう

  

髙橋
たかはし

 裕子
ゆ う こ

 社会福祉法人
しゃかいふくしほうじん

愛
あい

心
しん

福祉会
ふ く し か い

 やましろ 所長
しょちょう

  

谷川
たにかわ

 幸子
さ ち こ

 青森県
あおもりけん

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）を守
まも

る会
かい

 会長
かいちょう

  

中村
なかむら

 伸二
し ん じ

 青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

 会長
かいちょう

  

野呂
の ろ

 信夫
の ぶ お

 青森市
あ お も り し

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉会
ふ く し か い

 会長
かいちょう
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６  用語
よ う ご

解説
か い せ つ

 

あ 

【青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

虐待
ぎゃ く たい

防止
ぼ う し

センター】 

障
しょう

がいのあるかたへの虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

や早期
そ う き

発見
は っ け ん

、虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた障
しょう

がいのあるかたの

保護
ほ ご

などを目的
も く て き

に障
しょう

がい者
し ゃ

支援課内
し え ん か な い

に設置
せ っ ち

し、通報
つ う ほ う

、届出
と ど け で

、相談
そ う だ ん

等
と う

の業務
ぎ ょ う む

を行
おこな

ってい

る。 

【青森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

】 

障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

などについての相
そ う

談
だ ん

に関
か ん

し、相談
そ う だ ん

による解決
か い け つ

が困難
こ ん な ん

な

場合
ば あ い

に助言
じ ょ げ ん

またはあっせんによる解決
か い け つ

を図
は か

るための市
し

の附属
ふ ぞ く

機関
き か ん

として平成
へ い せ い

29年
ね ん

11月
が つ

に設置
せ っ ち

。 

【青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
し ゃ

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

】 

障
しょう

がいのあるかた等
と う

への支援
し え ん

体制
た い せ い

の整備
せ い び

を図
は か

るため、障
しょう

がいのあるかたが主体
し ゅ た い

と

なって自
みずか

らが希望
き ぼ う

する生活
せ い か つ

ができることを目指
め ざ

して話
は な

し合
あ

う場
ば

。 

い 

【委託
い た く

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

】 

市
し

の委託
い た く

により、障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

のかたのために、各種
か く し ゅ

相談
そ う だ ん

や社会
し ゃ か い

資源
し げ ん

等
と う

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

、専門
せ ん も ん

機関
き か ん

の紹介
しょうかい

などを行
おこな

う事業所
じ ぎ ょ う し ょ

。 

【医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

】 

日常
にちじょう

生活
せ い か つ

及
お よ

び社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

を営
いとな

むために恒常的
こうじょうてき

に人工
じ ん こ う

呼吸器
こ き ゅ う き

による呼吸
こ き ゅ う

管理
か ん り

や喀痰
か く た ん

吸引
きゅういん

等
と う

の医療的
い り ょ う て き

ケアを受
う

けることが不可欠
ふ か け つ

である児童
じ ど う

。 

 

6 
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う 

【ウェブアクセシビリティ】 

高齢者
こ う れ い し ゃ

や障
しょう

がい者
し ゃ

などの年齢的
ね ん れ い て き

・身体的
し ん た い て き

条件
じょうけん

による情報
じょうほう

格差
か く さ

が軽減
け い げ ん

できるように、

ウェブで提供
ていきょう

されている情報
じょうほう

を利用
り よ う

しやすくすること。 

き 

【基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター】 

障
しょう

がいのあるかたが地域
ち い き

で自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せ い か つ

または社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

を営
いとな

むことができる

よう、障
しょう

がいのあるかた等
と う

のニーズに対応
た い お う

した相談
そ う だ ん

支援
し え ん

体制
た い せ い

の強化
き ょ う か

・充実
じゅうじつ

を図
は か

る、

地域
ち い き

における相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

な役割
や く わ り

を担
に な

う機関
き か ん

。 

【強度
き ょ う ど

行動
こ う ど う

障
しょう

がい】 

自傷
じ し ょ う

、他害
た が い

、こだわり、もの壊
こ わ

し、睡眠
す い み ん

の乱
み だ

れ、異食
い し ょ く

、多動
た ど う

など本人
ほ ん に ん

や周囲
し ゅ う い

の人
ひ と

の

暮
く

らしに影響
えいきょう

を及
お よ

ぼす行動
こ う ど う

が、著
いちじる

しく高
た か

い頻度
ひ ん ど

で起
お

こるため、特別
と く べ つ

に配慮
は い り ょ

された支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

になっている状態
じょうたい

。 

け 

【ゲートキーパー】 

自殺
じ さ つ

や自殺
じ さ つ

関連
か ん れ ん

事象
じ し ょ う

に関
か ん

する正
た だ

しい知識
ち し き

を普及
ふ き ゅ う

し、自殺
じ さ つ

の危険
き け ん

を示
し め

すサインに気
き

づ

き、声
こ え

をかけ、話
はなし

を聴
き

くことで、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じて専門家
せ ん も ん か

につなぎ、見守
み ま も

る役割
や く わ り

を担
に な

う

人材
じ ん ざ い

。 

こ 

【合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

】 

行政
ぎょうせい

機関
き か ん

及
お よ

び事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

等
と う

がその事務
じ む

・事業
じ ぎ ょ う

を行
おこな

うに当
あ

たり、障
しょう

がい者
し ゃ

から「社会的
し ゃ か い て き

な

バリアを取
と

り除
の ぞ

いてほしい」旨
む ね

の意志
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ば あ い

にその実施
じ っ し

に伴
ともな

う負担
ふ た ん

が

過重
か じ ゅ う

でないときに社会的
し ゃ か い て き

なバリアを取
と

り除
の ぞ

くために必要
ひ つ よ う

かつ合理的
ご う り て き

な配慮
は い り ょ

を講
こ う

ずる

こと。 
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さ 

【サピエ図書館
と し ょ か ん

】 

目
め

の見
み

えないかた・見
み

えにくいかた、活字
か つ じ

の図書
と し ょ

を読
よ

むのが難
むずか

しいかたが無料
む り ょ う

で 80

万
ま ん

タイトル以上
い じ ょ う

の録音
ろ く お ん

・点字
て ん じ

・電子
で ん し

図書
と し ょ

を利用
り よ う

できる、インターネット上
じょう

の電子
で ん し

図書館
と し ょ か ん

。 

し 

【自閉症
じ へ い し ょ う

】 

３歳
さ い

くらいまでに現
あらわ

れ、他人
た に ん

との社会的
し ゃ か い て き

関係
か ん け い

の形成
け い せ い

の困難
こ ん な ん

さ、言葉
こ と ば

の発達
は っ た つ

の遅
お く

れ、

興味
き ょ う み

や関心
か ん し ん

が狭
せ ま

く特定
と く て い

のものにこだわることを特徴
とくちょう

とする行動
こ う ど う

の障
しょう

がい。 

【市民
し み ん

後見人
こ う け ん に ん

】 

弁護士
べ ん ご し

などの専門
せ ん も ん

職
しょく

による後見人
こ う け ん に ん

（専門
せ ん も ん

職
しょく

後見人
こ う け ん に ん

）以外
い が い

の市民
し み ん

を含
ふ く

めた後見人
こ う け ん に ん

のこ

と。 

【住宅
じゅ う たく

セーフティネット制度
せ い ど

】 

高齢者
こ う れ い し ゃ

、障
しょう

がい者
し ゃ

、子育
こ そ だ

て世帯
せ た い

などの住宅
じゅうたく

の確保
か く ほ

に配慮
は い り ょ

が必要
ひ つ よ う

なかた（住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

要
よ う

配慮者
は い り ょ し ゃ

）の入居
にゅうきょ

を拒
こ ば

まない住宅
じゅうたく

として登録
と う ろ く

いただいた賃貸
ち ん た い

住宅
じゅうたく

（セーフティネット

住宅
じゅうたく

）を対象
たいしょう

に、住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

要
よ う

配慮者
は い り ょ し ゃ

への居住
きょじゅう

支援
し え ん

を行
おこな

うもの。 

【障害者
し ょ う が い し ゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せ い か つ

支援
し え ん

センター】 

障
しょう

がいのあるかたの身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において、就業面
しゅうぎょうめん

と生活面
せ い か つ め ん

の一体的
い っ た い て き

な相談
そ う だ ん

・支援
し え ん

を

行
おこな

う支援
し え ん

機関
き か ん

で、一般
い っ ぱ ん

企業
き ぎ ょ う

で働
はたら

きたい障
しょう

がいのあるかた等
と う

や、障
しょう

がいのあるかたの

雇用
こ よ う

に取
と

り組
く

んでいる、またはこれから取
と

り組
く

もうとしている企業
き ぎ ょ う

への相談
そ う だ ん

・支援
し え ん

を

行
おこな

っている。 

【障
しょう

がい者
し ゃ

相談員
そ う だ ん い ん

】 

身体
し ん た い

及
お よ

び知的
ち て き

障
しょう

がいのあるかたやその家族
か ぞ く

のかたなどからの相談
そ う だ ん

に、障
しょう

がいのあ

るかたまたは関係者
か ん け い し ゃ

が、必要
ひ つ よ う

な助言
じ ょ げ ん

・指導
し ど う

を行
おこな

う市
し

が委託
い た く

する相談員
そ う だ ん い ん

。
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【情緒障
じょうちょしょう

がい】 

情緒
じょうちょ

の現
あらわ

れかたが偏
かたよ

っていたり、その現
あらわ

れかたが激
は げ

しかったりする状態
じょうたい

を、自分
じ ぶ ん

の

意志
い し

ではコントロールできないことが継続
け い ぞ く

し、学校
が っ こ う

生活
せ い か つ

や社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

に支障
し し ょ う

となる

状態
じょうたい

のこと。 

【情報
じょ う ほう

アクセシビリティ】 

情報
じょうほう

の利用
り よ う

しやすさのこと。 

せ 

【成年
せ い ね ん

後見
こ う け ん

制度
せ い ど

】 

認知症
に ん ち し ょ う

、知的
ち て き

障
しょう

がい、精神障
せいしんしょう

がいなど、判断
は ん だ ん

能力
のうりょく

の不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

なかたを保護
ほ ご

し、財産
ざ い さ ん

管理
か ん り

、

介護
か い ご

サービスや施設
し せ つ

の入退所
にゅうたいしょ

についての契約
け い や く

、遺産
い さ ん

分割
ぶ ん か つ

などの法律
ほ う り つ

行為
こ う い

を支援
し え ん

する

制度
せ い ど

のこと。 

そ 

【相談
そ う だ ん

支援
し え ん

専門員
せ ん も ん い ん

】 

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の業務
ぎ ょ う む

に従事
じ ゅ う じ

する者
も の

のこと。利用者
り よ う し ゃ

に係
か か

るアセスメントの実施
じ っ し

、サービス

等
と う

利用
り よ う

計画
け い か く

の作成
さ く せ い

、サービス担当者
た ん と う し ゃ

会議
か い ぎ

の開催
か い さ い

、サービス等
と う

利用
り よ う

計画
け い か く

の実施
じ っ し

状況
じょうきょう

の

把握
は あ く

などの一連
い ち れ ん

の業務
ぎ ょ う む

を行
おこな

う。 

ち 

【地域
ち い き

活動
か つ ど う

支援
し え ん

センター】 

障
しょう

がいによって働
はたら

くことが困難
こ ん な ん

なかたが地域
ち い き

において、自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せ い か つ

または

社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

を営
いとな

むことができるよう、創作的
そ う さ く て き

活動
か つ ど う

や生産
せ い さ ん

活動
か つ ど う

の機会
き か い

の提供
ていきょう

及
お よ

び社会
し ゃ か い

と

の交流
こうりゅう

の促進
そ く し ん

を図
は か

るとともに、日常
にちじょう

生活
せ い か つ

に必要
ひ つ よ う

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そ う だ ん

等
と う

により生活
せ い か つ

能力
のうりょく

の維持
い じ

や向上
こうじょう

を図
は か

る福祉
ふ く し

施設
し せ つ

。 
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【地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

】 

障
しょう

がい者
し ゃ

の重度化
じ ゅ う ど か

・高齢化
こ う れ い か

や「親
お や

亡
な

き後
あ と

」を見据
み す

えた、居住
きょじゅう

支援
し え ん

（主
お も

な機能
き の う

は、相談
そ う だ ん

、

緊急時
き ん き ゅ う じ

の受
う

け入
い

れ・対応
た い お う

、体験
た い け ん

の機会
き か い

・場
ば

、専門的
せ ん も ん て き

人材
じ ん ざ い

の確保
か く ほ

・養成
よ う せ い

、地域
ち い き

の体制
た い せ い

づ

くり）のための機能
き の う

をもつ場所
ば し ょ

や体制
た い せ い

のこと。 

【地域
ち い き

包括
ほ う か つ

ケアシステム】 

高齢者
こ う れ い し ゃ

等
と う

ができる限
か ぎ

り住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して自立
じ り つ

した暮
く

らしを続
つ づ

けることが

できるよう、医療
い り ょ う

、介護
か い ご

、介護
か い ご

予防
よ ぼ う

、住
す

まい及
お よ

び日常
にちじょう

生活
せ い か つ

の支援
し え ん

が包括的
ほ う か つ て き

に確保
か く ほ

され

る体制
た い せ い

。 

【地域
ち い き

包括
ほ う か つ

支援
し え ん

センター】 

高齢者
こ う れ い し ゃ

とその家族
か ぞ く

の介護
か い ご

、健康
け ん こ う

、医者
い し ゃ

、福祉
ふ く し

等
と う

についての地域
ち い き

の相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

。センタ

ーでは、介護
か い ご

予防
よ ぼ う

の提供
ていきょう

にかかるマネジメントや総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

、虐待
ぎゃくたい

の早期
そ う き

発見
は っ け ん

・防止
ぼ う し

、

支援
し え ん

困難
こ ん な ん

ケースに関
か ん

する地域
ち い き

ケアマネジャーへの指導
し ど う

・助言
じ ょ げ ん

、関係
か ん け い

機関
き か ん

とのネットワ

ークづくりなどを行
おこな

っている。 

と 

【特別
と く べ つ

支援
し え ん

学級
がっ き ゅう

】 

学校
が っ こ う

教育法
きょういくほう

に基
も と

づき、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

、高等
こ う と う

学校
が っ こ う

及
お よ

び中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
が っ こ う

に置
お

くことができる

とされている障
しょう

がい種別
し ゅ べ つ

ごとの少人数
しょうにんずう

学級
がっきゅう

のこと。比較的
ひ か く て き

軽度
け い ど

の障
しょう

がいのある児童
じ ど う

・

生徒
せ い と

のために、そのニーズに応
お う

じた教育
きょういく

を行
おこな

うことを目的
も く て き

とする。 

【特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

】 

学校
が っ こ う

教育法
きょういくほう

に基
も と

づき、比較的
ひ か く て き

重度
じ ゅ う ど

の障
しょう

がいのある幼児
よ う じ

・児童
じ ど う

・生徒
せ い と

を対象
たいしょう

に一人
ひ と り

ひ

とりの障
しょう

がいに配慮
は い り ょ

した専門性
せ ん も ん せ い

の高
た か

い教育
きょういく

を行
おこな

う学校
が っ こ う

のこと。 

【特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょ う いく

コーディネーター】 

学校内
が っ こ う な い

の関係者
か ん け い し ゃ

や保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び関係
か ん け い

機関
き か ん

との連絡
れ ん ら く

・調整
ちょうせい

など、学校
が っ こ う

の窓口
ま ど ぐ ち

としての

役割
や く わ り

を担
に な

う教員
きょういん

。 
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【特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょ う いく

支援員
し え ん い ん

】 

普通
ふ つ う

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

する児童
じ ど う

生徒
せ い と

のうち多動
た ど う

傾向
けいこう

や介助
かいじょ

を必要
ひつよう

とするなどの特別
とくべつ

な

配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とする児童
じ ど う

生徒
せ い と

に対し、適切
てきせつ

な学校
がっこう

生活
せいかつ

での介助
かいじょ

や学習
がくしゅう

活動
かつどう

の支
し

援
えん

を行
おこな

う者
もの

のこと。 

な 

【難病
なん び ょう

】 

治
ち

療
りょう

が難
むずか

しく、慢性
まんせい

の経過
け い か

をたどる疾病
しっぺい

のこと。障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

では、制度
せ い ど

の

谷間
た に ま

のない支援
し え ん

を提供
ていきょう

する観点
かんてん

から、障
しょう

がい者
し ゃ

の定義
て い ぎ

に新
あら

たに難病
なんびょう

等
とう

を追加
つ い か

し、

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の対象
たいしょう

としている。令和
れ い わ

6年
ね ん

4月
がつ

1日
にち

から障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の

対象
たいしょう

となる疾病
しっぺい

が 369種類
しゅるい

に拡大
かくだい

されている。 

は 

【発達障
は っ た つ し ょ う

がい】 

自閉症
じ へ い し ょ う

、 ア ス ペ ル ガ ー 症候群
しょうこうぐん

そ の 他
た

の 広汎性
こ う は ん せ い

発達
は っ た つ

障
しょう

が い 、 学習
がくしゅう

障
しょう

が い 、

注意欠陥多動
ち ゅ う い け っ か ん た ど う

性
せ い

障
しょう

がいその他
た

これに類
る い

する脳
の う

機能
き の う

の障
しょう

がいであってその症状
しょうじょう

が通常
つうじょう

低年齢
て い ね ん れ い

において発現
は つ げ ん

するもの。 

【バリアフリー化
か

】 

建物
た て も の

の段差
だ ん さ

等
と う

をなくし、手摺
て す り

を設置
せ っ ち

することなどにより、高齢者
こ う れ い し ゃ

や障
しょう

がい者
し ゃ

等
と う

にと

って生活
せ い か つ

の支障
し し ょ う

となる障
しょう

がいを取
と

り除
の ぞ

くこと。 

ひ 

【ピア】 

同
お な

じ課題
か だ い

や環境
かんきょう

を体験
た い け ん

するかたがその体験
た い け ん

から来
く

る感情
かんじょう

を共有
きょうゆう

することにより、

安心感
あ ん し ん か ん

や自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

を得
え

ることなどを目的
も く て き

とする。 
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ふ 

【福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

】 

大規模
だ い き ぼ

災害
さ い が い

において、一般
い っ ぱ ん

の避難所
ひ な ん じ ょ

では生活
せ い か つ

に支障
し し ょ う

をきたす災害
さ い が い

時
じ

要援護者
よ う え ん ご し ゃ

のため

の避難所
ひ な ん じ ょ

のこと。避難
ひ な ん

生活
せ い か つ

が長引
な が び

くことが想定
そ う て い

される場合
ば あ い

において、市
し

が必要
ひ つ よ う

に応
お う

じ

て開設
か い せ つ

する。 

へ 

【ペアレントトレーニング】 

子
こ

どもの行動
こ う ど う

変容
へ ん よ う

を目的
も く て き

として、親
お や

がほめ方
か た

や指示
し じ

などの具体的
ぐ た い て き

な養育
よ う い く

スキルを

獲得
か く と く

することを目指
め ざ

すトレーニングのこと。 

ほ 

【法人
ほ う じ ん

後見
こ う け ん

】 

社会
し ゃ か い

福祉
ふ く し

法人
ほ う じ ん

や社団
し ゃ だ ん

法人
ほ う じ ん

、ＮＰＯ
え ぬ ぴ ー お ー

などの法人
ほ う じ ん

が成年
せ い ね ん

後見人
こ う け ん に ん

等
と う

になり、親族
し ん ぞ く

等
と う

が個人
こ じ ん

で成年
せ い ね ん

後見人
こ う け ん に ん

等
と う

に就任
しゅうにん

した場合
ば あ い

と同様
ど う よ う

に、判断
は ん だ ん

能力
のうりょく

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

なかたの保護
ほ ご

・支援
し え ん

を行
おこな

うこと。 

や 

【ヤングケアラー】 

家族
か ぞ く

の介護
か い ご

その他
た

の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の世話
せ わ

を過度
か ど

に行
おこな

っていると認
み と

められるこども・

若者
わ か も の

のこと。 
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７  青森
あ お も り

市民
し み ん

憲章
けんしょう

 

 

 

青 森
あ お も り

市 民
し み ん

憲 章
け ん し ょ う

 
 

わたくしたちは、青
あ お

い空
そ ら

、青
あ お

い海
う み

、青
あ お

い森
も り

にいだかれ、悠久
ゆうきゅう

の歴史
れ き し

と香
か お

り高
た か

い文化
ぶ ん か

と伝統
で ん と う

に満
み

ちた青森市
あ お も り し

の市民
し み ん

です。 

わたくしたちは、郷土
き ょ う ど

あおもりを心
こころ

から愛
あ い

し、夢
ゆ め

と希望
き ぼ う

にあふれ

たしあわせなまちとするためこの憲章
けんしょう

を定
さ だ

めます。 
 

１ 自然
し ぜ ん

をたいせつにし 

    美
うつく

しいまちにしましょう 
 

１ 元気
げ ん き

に働
はたら

き 

    活気
か っ き

のある豊
ゆ た

かなまちにしましょう 
 

１ たがいに助
た す

け合
あ

い 

    あたたかいまちにしましょう 
 

１ 笑顔
え が お

でふれあい 

    明
あ か

るく平和
へ い わ

なまちにしましょう 
 

１ 楽
た の

しく学
ま な

び 

    いきがいを感
か ん

じるまちにしましょう 
 平成

へ い せ い

17年
ね ん

4月
が つ

27日
に ち

制定
せ い て い
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青森市
あ お も り し

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうご う

プラン 

障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も、誰
だ れ

もが互
た が

いを尊重
そんちょう

し、 

支
さ さ

え合
あ

い、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らせるまち 

~共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

~ 

 

発行
は っ こ う

年月
ねんげつ

／令和
れ い わ

 ６年
ねん

○月
がつ

 

発
は っ

  行
こ う

／青森市
あ お も り し

 

〒030-0801 青森市
あ お も り し

新町
し んま ち

一丁目
い ち ち ょ う め

3番
ばん

7号
ご う

 

TEL 017-734-2317（直通
ちょくつう

） 

URL http://www.city.aomori.aomori.jp/ 

編
へん

   集
しゅう

／青森市
あ お も り し

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい者
し ゃ

支援課
し え ん か

 


